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はじめに

本報告書は，平成17年度－19年度にかけての学校教育研究センター（学校問題解

決研究部門）研究プロジェクト「学校におけるコミュニケーション能力の向上に関す

る総合的研究」に関する研究報告である。これらの研究の多くは，兵庫教育大学平成

17－19年度学内科研を受けて行われた（研究代表者：古川雅文）。

学校におけるコミュニケーションに関する研究は，現在，重要かつ緊急の課題であ

り，本部門では，平成17年度より多角的，総合的にこの研究に取り組んできた。その

なかで，学校で起こっている諸課題（例えばいじめ，不登校，保護者対応，幼児児童

への英語教育の促進など）に有効と思われるさまざまな知見を得，いくつかの具体的

対応策を提言する‘ことができたと思う。しかし，それらが学校教育実践の中で有効に

機能していけるかどうかの検証は未だ十分とは言えない面がある。とはいえ，これら

の研究成果が学校教育の実践と研究に少しでも役立てば幸である。

なお，学校問題解決研究部門では，この3年間の研究プロジェクトに先立ち，平成

14－16年度の3年で「学校における児童生徒の学習効果を上げるための総合的研究」

を行った。この研究は，本研究プロジェクトを企画実施する上での基礎となったもの

である。しかし，この研究の報告書は手作りの内部資料としてしか作成されていなか

った。そこで，本研究に関する参考資料として，巻末に掲載することとした。

本プロジェクト研究では，外国人客員研究員E虹KarlNeumannの「初等教育領域に

おけるコミュニケーション能力の促進による幼小連携教育」なども平行して行われて

いるが，研究のまとめに関する時間的な制約のため，本報告書には掲載できなかった。

平成20年度の学校教育研究センター紀要「学校教育学研究」第21巻に掲載予定であ

るので，参照いただければ幸である。
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研究発表等

本報告書に掲載された論文は，以下の学術雑誌や研究発表会等で発表されたものである。

学校におけるコミュニケーション能力の向上に関する総合的研究

「平成17年度第2回学校教育研究センタープロジェクト発表会」20（光年3月

学校におけるコミュニケーション能力の向上に関する総合的研究

「平成19年度第1回学校教育研究センタープロジェクト発表会」2007年12月

プロジェクトとしての附属幼稚園での英語活動の実践

「兵庫教育大学学校教育研究センター紀要『学校教育学研究』」2007年，第19巻，pp．

97－107．

教師のコミュニケーション能力向上のためのフアシリテ一夕ー研修

「兵庫教育大学研究紀要」2007年，第30巻，pp．11－17．

中学校移行における児童生徒の学校適応促進に関する研究

「平成17年度教育改善推進経費（学長裁量経費）による研究　研究成果報告書」2006

年．

学校教育に関わる商品化に関する国際調査研究

「平成15年度教育改善推進経費（学長裁量経費）による研究　研究成果報告書」2005

年2月　兵庫教育大学，pp．11－16，

学校における児童生徒の学習効果を上げるための総合的研究

「平成16年度第2回学校教育研究センタープロジェクト発表会」2005年3月

＜参考資料＞

学校教育に関わる商品化に関する国際調査研究（平成14年度）

「平成14年度教育改善推進費（学長裁量経費）による研究研究成果報告書」2001

年2月，Pp．98－101．

学校教育に関わる商品化に関する国際調査研究（平成15年度）

「平成15年度教育改善推進費（学長裁量経費）による研究研究成果報告書」2005

年2月，pP．11－16．

※上記以外のものは，本報告書が初出である。
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学校における＿コミュニケーション能力の向上に関する

総合的研究
学校教育研究センター・学校問題解決研究部門

研究組織

古川雅文（学校教育研究センター教授）

寺尾裕子（学校教育研究センター助教授）
鈴木正敏（学校教育研究センター助教授）
渡追　満（センター長・生徒指導講座教授）
松本剛（客員研究員・大阪う邦完大学助教授

現在は生徒指導講座助教授）
渡連隆信（兼任教員・教育基経講座助教授）
浅川潔司（協力教員・教育臨床講座∃肘動
高橋美由紀（協力教員・実技教育研究指導センタ一助

執齢
秋光恵子（協力教員・教育臨窮脚耐
名須川知子（協力教員
谷石宏子（協力教員・
山田有紀子（協力教員
古田猛志（協力教員・
寺倉邦明（協力教員・
柚本和也（協力教員・

・附属幼稚園長）

附属幼稚園教諭）

・附属幼稚園教諭）

附属小学校副校長）

附属小学校教諭）

附属中学校教諭）

プロジェクトの目的と全体の流れ

学校教育研究センター・学校問題解決研

究部門では，平成14－16年度の3年間にわ

たり，「学校における児童生徒の学習効果を

上げるための総合的研究」と題してプロジ

ェクト研究を推進してきた。そのなかで，

学校においては，コミュニケーションに関

することが特に重要な要素であることが明

らかとなった。いうまでもなく，コミュニ

ケーションは，学校生活におけるあらゆる

場面において重要な機能を果たしている。

しかるに，今日，子どもたちのコミュニケ

ーション能力の低下が著しいことは，学校

現場，保護者，教育研究者からよく聞かれ

る。

そこで，学校問題解決研究部門では，こ

れまで，カウンセリング技法におけるコミ

ュニケーションに注目した教師対象の研究

と，児童の英語学習に関する研究を行って

きた。

本研究は，これらの研究をさらに発展さ

せ，幼児・児童・生徒のコミュニケーショ

ン能力の育成を目的として，多角的，包括

的なアプローチにより行うものである。

以下に，本年度における研究の進捗状況

と今後の研究計画について述べる。

研究経過および計画報告

研究1　幼稚園・小学校英語教育に関する

研究

本研究の背景

兵庫教育大学学校教育研究センターでは，

プロジェクトとして平成14年度，15年度お

よび16年度にわたって「小学校における英

語活動」について研究を進めてきた。兵庫

教育大学附属小学校では既に平成14年度は

隔週に1時間英語活動が，また，平成15年

度からは毎週1時間英語活動が実施されて

きている。兵庫教育大学附属幼稚園におい

ても養育者（家族）から園児が幼稚園において

英語に触れる機会を望む声が上がって来た。

さらに．，幼・小の連携という視点からも英

語活動を幼稚園で取り入れる可能性を研究

するにふさわしい時期に来たと言える。

本プロジェクトの日的

「5歳児が英語の歌を用いた自然な遊び

の中で，日常使用言語である日本語とは異

なる英語のリズム・響きをどのように体得

するか，そして新しい言語感覚の芽生えを
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培うことができるのか」を検証し，幼児期

にふさわしい英轟との出会いの方法を提案

すること。

方法

英語の歌を用いて園児に活動をさせる。

活動の時間は1回につき20分程度。教案は

高橋先生が作成する。授業者は高橋先生。

寺尾，鈴木が授業補助・教材作成補助に入

る。幼稚園の谷石先生および山田先生はピ

アノで歌の伴奏を担当など，活動に参加す

る。活動後事後研究会を開催し，観察等に

基づく研究を行う。〈対象園児：すみれ組，

わかば組（5歳児）〉

痍在までの取り組みについて

◇平成17年7月21日（木曜日）15時－16

時

第1回プロジェクト会議

出席者：名須川知子先生（附属幼稚園長），

谷石宏子先生（附属幼稚園・5歳児すみ

れ組担当），山田有紀子先生（附属幼稚園・

5歳児わかば組担当），高橋美由紀先生（実

技教育研究指導センタ「），寺尾裕子（学

校教育研究センター），鈴木正敏（学校教

育研究センター）

今後の幼稚園での英語活動の方針，内容

について話し合った。

◇平成17年9月14日（水曜日）9時－9時

30分

幼稚園児が園においてどのような活動を

行っているか，集中して先生の話が聞ける

長さはどれくらいかを知るために高橋，寺

尾が園を訪問，見学した。

◇平成17年9月知日（月曜日）10時加分

－11時∝）分

英語活動：’Tkno S皿g’’（m喝d vcr料叫，

Whatcolαisthis？Red，yellow，green，andetc．

‘P匹n，ShutTl℃ni”，“Sevensteps”

◇平成17年10月18日（火曜日）10時20

分－11時の分

活動：S血d叫Sit血wn lⅥ血t’s yⅢr

n創m肥？MynⅢneis－．

◇平成17年11月：B日（月）10時30分－11

時10分

活動：’ustenlisten，Whalisthis soundγ，

AmmdThlkの歌　Tbrrnrket，tOm血の歌

◇平成17年12月20日（火曜日）10時の

分－10時30分

特別活動として3歳児，4歳児，5歳児全

員にクリスマスソングを英語で歌う活動及

び一部既習の歌を用いた活動

◇平成18年1月17日火曜日10時30分－11

時10分

活動：A血mdT濾kの歌，動物の名前，Wb記

istk適確？

◇平成18年2月21日火曜日10時30分－11

時10分

活動：動物の名前等の復習　絵本を教材

として動詞とそれの洗わす動作

◇保護者に対する「英語で遊ぼう」のアン

ケート調査

平成18年2月27日－3月3日

◇幼稚園教諭に対するインタビュー調査

平成18年3月20日月曜目

視在までの英語活動実践から明らかになっ

たこと

「英語の歌はインプットとしても，アウ

トプットとしても園児にとって英語に親し

むにはふさわしいものである」，「対話タイ

プの言語資料の提示には5歳児にふさわし

い方法をとらなければならない」，「20分と

いう長さは英語活動の長さとして長過ぎも

短すぎもしない」「授業者は日本語を用いな

いで英語のみでの指導が効果的」「園児の英

語に対する態度に変化が見られた」など。

（文責：寺尾裕子）
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研究2　子どものコミュニケーション能力

育成のためのプログラム開発

子どものコミュニケーション能力育成に

関する研究では，コミュニケーション能力

育成に関する理論的背景，およびこれまで

に開発・発表されているプログラム等を精

査し，有効と思われる包括的なプログラム

を開発することを目的とした。この研究の

中間的成果として，今回は，日本SEL研究

会との共同開発プログラムについて発表す

る。

SELとは，社会性と感情の教育（触iald

bnotionalI劇rning）の略であり，米国で始

められ，多くの学校に普及している，一種

の「心の教育」であるともいえよう。SEL

の中心的テーマは，子どもが対人関係に関

するスキル，態度，価値観を発達させるこ

とである。この背景には，学校においては，

学業と社会性・感情の学習がどちらも必要

であり，それらは互いに関連し合い，補完

し合う関係にあるということがある。

対人関係は，コミュニケーションの中心

的な要素である。したがって，すべてがコ

ミュニケーション能力に関係しているとは

言えないが，対人関係を中心として社会性

と感情の能力を育成しようとするSnのプ

ログラムは非常に参考になる。

SELでは，育成する能力として，8つの

社会的能力を挙げている。それは，次の表

の通りである。

表1SELで育成しようとする社会的能力の内容

＜基礎的な社会的能力＞

a自己への気づき

b．他者への気づき

C．自己のコントロー／レ

d対人関係

C．音任ある意思決定

＜応用的な社会的能力＞

r生活上の問題防止スキル

g．人生の重要事態に対処する能力

h積極的、貢献的な奉仕活動

これらの能力は，コミュニケーション能

力とかなり重なっている。特に，基礎的な

社会的能力に含まれる5つの能力は，コミ

ュニケーションを行うために重要と考えら

れる。そこで，これらの能力を育成するた

めに，小学校中学年を対象とするS田。教育

プログラムをSEL研究会と共同で開発した。

本研究では，コミュニケーション埴力に

特有と考えられる3つの能力を追加し，コ

ミュニケーションに必要な8つの能力を設

定した。そして，S乱における，特に基礎

的な社会的能力の育成に関するエクササイ

ズを中心にして，独自のエクササイズも加

え，小学校中学年向けのコミュニケーショ

ン向上のための教育プログラム試案を作成

した。

5つの能力の育成を主たる目的とするエク

ササイズの例は，次のようなものである。

毒2コミュニケーション能力とエクササイズ例

a自己への気づき

「自己紹介」，「はめて！はめて！」など

b．他者への気づき

「こんな気持ちで言ってるよ」「男女仲よ

く」など

C．上手なあいさつ

「みんなとあいさちしよう」「魔法の言葉

がけ」など

d上手な聞き方

「上手な聞きかた」「どうやって聞く？」

ー　5　－



など

C．上手な話し方（アサーション）

「友達に○○賞を」「ご主人ロボットとお

誘いロボット」など

r自己のコントロール

「嫌な気分を追い出せ」「呼吸でリラック

ス」など

g．対人関係

「仲間の入りかた」「ありがとうの言葉」

など

h責任ある意思決定

「嫌なことは断りたいIなど

今後は，このプログラムをさらに充実さ

せるとともに，小学校のカリキュラムに組

み込み，実際に小学校で実践し，その効果

を測定し，さらに有効なプログラムの作成

をめざして，改良を加えていく予定である。

そのさい，学級活動といった教科外活動や，

国語，社会科，理科，道徳といった教科・

領域に，なるべく広く組み込んでいきたと

考えている。

参考文献

日本SEL研究会（編）　2（力5　「社会性と

情動」の教育プログラムー小学校（中学

年）編－

（文責：古川雅文）

研究3　教師のコミュニケーション能力向

上のためのプログラム開発：フアシリテー

タ＝ここ箭修

まわりの人とうまくコミュニケーション

がとれない生徒が増えていると考える教師

が多い。今もとめられるのは，教師が生徒

のコミュニケーション能力を伸ばすことを

援助することであろう。ベーシック・エン

カウンターグループ（以下BEG）におけ

るフアシリチーターのありかたは，このよ

うな状況に対してコミュニケーション能力

の開発に貢献することができると思われる。

1日　的

学校教師などを中心に構成される「教育

のためのBEG」が実施されている。グル

ープという関係の中で，BEGのプロセス

を経験することにより，教育者としての参

加者自身にとって，多くの示唆が与えられ

る（畠瀬，19X））が，その体験はグループに

おけるメンバーとしてのものが中心である。

その体験を通じて，学校という集団におけ

る自分自身のありかたをふりかえる形で，

研修が教育に生かされてきたといえよう。

グループにおけるフアシリテ一夕ーの役

割は，学校教師が児童・生徒や保護者，教

員などの集団とのコミュニケーションをは

かる際に参考になる。学校教育は，一方的

に情報を伝える場ではなく，コミュニケー

ションを通じて，知識を伝え，相手の人格

にかかわる場である。自由な話し合いにど

のようにかかわることができるかを学ぶこ

とは，教育者としての資質を向上させるこ

とにつながるものと思われる。

BEG参加者はフアシリテ一夕ーととも

に時間を過ごす中で，その役割を学び取る

ことができるが，生徒が教師とともに時間
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を過ごしたからといえども教師にはなれな

いのと同じように，実際にその役割を担う

体験をしなければグループのフアシリテー

トを学ぶことはできない。教師がBEGの

フアシリテ一夕ー経験を行うことによって，

体験的で実感を伴った個々のありかたをみ

なおすことができ，集団にかかわる自分自

身のありかたをより向上させることができ

ると思われる。

2　フアシリテーター研修グループについて

BEGフアシリテ一夕ー研修にかかわっ

てきた筆者の経験からの本研修のプログラ

ムを次のような特徴を持つものに設定した。

1）　フアシリテーターの役割

ロジャーズはエンカウンターグループを

「現代人の孤立・疎外感（非人間化）を克

服し，人間性（純粋性・信頼性）の回復を

めざす」場であると紹介している

（Rog鵬，19m）。エンカウンターグループは

普通10人から15人ぐらいの人々とフアシ

リテ一夕ー（促進者）と呼ばれる人で構成

され，期間中は，ゆったりとした時間の中

で，あらかじめ話題を決めない自由な話し

合いを中心に過ごし，その目的は「個人の

成長，個人間のコミュニケーションおよび

対人関係の発展と改善の促進」にある。

エンカウンターグループにおけるフアシ

リテーションのねらい（野島，1聾英））は次に

まとめられる。

①グループの安全・信頼の雰囲気形成，

②相互作用の活性化，

③フアシリテーションシップの共有化，

④個人の自己理解の援助，

⑤グループからの脱落・心理的損傷の防止

同様に，BEGにおけるフアシリテ一夕

ー（促進者）の役割は次の3点にまとめること

ができる。

①（正直・率直・素直な参加態度について）

参加者の様子を見守る

②場へのフィードバック

③メンバー間（グループの力）による個々

へのかかわりの促進

2）　研修の方式

1セッションを2分割する。まず参加者

のうちの2人がコ・フアシリテ一夕ーとな

りグループ経験を持つ。通常のグループで

はスタッフがフアシリテ一夕ーの役割をと

るが，本グループではスタッフは前半グル

ープの輪の外側にいて，メモを取りながら

観察者となる（ビデオ撮影／録音）。休憩後，

スタッフも加わってグループをふりかえる。

初回と最終回はスタッフがフアシリテ一夕

ーとなり，スタッフを含め全員で話し合う。

3）グノレー欄と留意点

本グループは人間中心のグループ・リーダ

ーシップのための相互研修を意図している。

グループをふりかえり，検証していく作業

は，フアシリテ一夕ーとして，グループに

おける自らの援助者としてのありかたを捉

えなおし，幅を広げていくことにつながる。

本グループがもつ特徴や留意点についてこ

こにまとめておきたい。

①　グループの募集（構成）

本グループは，BEGのための相互研修

を意図している。参加資格は，「学校教育に

かかわっている人で，何らかのグループ体

験を経験していること」とする。

②　セッションの進め方

2時間半のセッションを1単位として研

修を進める。まず参加者のうちの2人がコ・

フアシリテ一夕ーとなり1時間半のグルー

プ経験を持つ。筆者（スタッフ）は観察者
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としてグループの輪の外側にいる。10分の

休憩後，刃分間筆者も加わってグループを

ふりかえる。ただし，最初の2日間（4セ

ッション）と最後の1セッションについて

は，筆者がフアシリテ一夕ーとして全員の

グループとした。最初の4セッションをグ

ループとしたのは，参加条件が「何らかの

グループ体験を経験していること」といっ

たゆるやかなものであるため，グループの

体験をある程度したほうがよいと判醸した

からである。

ふりかえりではスタッフがフアシリテー

トする。すなわち，まずそのセッションの

フアシリテ一夕一に感想・経験したこと・

メンバーに聞きたいことをあげてもらう。

メンバーはそれに答え，それぞれフィード

バックを行う。メンバー全員でふりかえり

ながら，フアシリテートについて考える。

スタッフはグループプロセスに沿いつつ，

フアシリテ一夕ーの気持ちの明確化を行っ

たり，メンバーが心残りに思っていること

に関わったりするようにし，評価的にその

場を進めることはない。流れの中で，とき

にはフアシリテ一夕ーが再度メンバーに関

わりをやりなおしたり，場合によっては，

グループの続きのようになる場合もある。

本グループにおいては，教師としての自ら

のありかたをふりかえることが多いことも

その特徴である。

4）実施の状況と今後の計画

グループ研修は，2∝）5年5月7日，6月11

日，7月9日，9月3日，10月29日，11月

26　日の6回実施された（各回2セッション

（S）ずつ（全12S））。参加者は8人（男性3

人，女性5人），全員現職教員（うち大学院

に在籍3人，教育委員会所属2人）である。

初めの4Sは，SVがフアシリテ一夕ー

となりBEGを実施，次の9Sを参加者が

2人ずつのペアとなるフアシリテ一夕ー研

修とした。最後のl Sはフアシリテ一夕ー

の役割（野島脚力）を紹介し，教育者とし

てのフアシリテ一夕ー研修の意味について

話し合った。

今後の計画としては，今回参加したメン

バーのその後の教師としてのありかたに，

本研修がどのように影響を与えることがで

きたかを調査したい。また，次年度以降に

も引き続き研修を実施し，継続的に研修を

重ねることによる効果を考察していきたい。

引用・参考文献

畠瀬稔lqX）エンカウンターグループと

心理的成長149－3鴨

松本　剛1瑛粉　フアシリテ一夕ー研修グ

ループ　（伊藤義美・増田寮・野島一彦

編　パーソンセンタード・アプローチ　ナ

カニシャ出版1∠抄－1任））

野島一彦　2∝X）エンカウンター・グルー

プのフアシリテーション　ナカニシャ出

版

（文責：松本剛）

部門の今後の研究方針

上記の各研究について，来年度以降は，

さらに実践的な成果を目指して研究を進め

る予定である。すなわち，平成18年度にお

いては，本年度の研究に基づき，実践的な

プログラム，教材等の開発を行う予定であ

る。また，平成19年度には，開発したプロ

グラム，教材等の実験的使用を行い，その

結果等を参考に，修正・改善を行い，学校

現場で広く使ってもらえるよう，完成品の

量産，広報，頒布等を行う予定である。
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学校におけるコミュニケーション能力の向上に関する

総合的研究
学校教育研究センター・学校問題解決研究部門

研究組織

古川雅文（兼任教員・基礎教育学系教授）
寺尾裕子（兼任教員・社会言語教育学系助裾効
鈴木正敏（兼任教員・基礎教育学系助教授）
山上通恵（客員研究員・県立神戸甲北高校教諭）
KarlNeumm外国人研究員）
渡追　満（協力教員・基礎教育学系教授）
浅川潔司（協力教員・臨床健康教育学系教授）
新井　肇（協力教員・基礎教育学系教授）
松本剛（協力教員・臨床健康教育学系助教授）
渡遽隆信（協力教員・基礎教育学系助教授）
秋光恵子（協力教員・臨床健康教育学系吾鞋和
名須川知子（協力教員・附属幼稚園長）
岸本美保子（協力教員・附属幼稚園副園長）
白石　肇（協力教員・
高山宗寛（協力教員・
坂本貢孝（協力教員・
古賀智子（協力教員・
柚本和也（協力教員・
大山芳隆（協力数邑・
高松昭彦（協力数邑・
新　学（研究協力者・
横江和彦（研究協力者

附属幼稚園教諭）

附属小学校教諭）

附属小学校教諭）

附属小学校教諭）
附属中学校教諭）

附属中学校教諭）

附属中学校教諭）
生徒指導実践コース院生）

・学校心理学コース院生）

プロジェクトの目的と全体の流れ

学校ではさまざまなコミュニケーション

が行われている。いうまでもなく，コミュ

ニケーションは，学校生活におけるあらゆ

る場面において重要な機能を果たしている。

しかるに，今日，子どもたちのコミュニケ

ーション能力の低下が著しいことは，学校

現場，保護者，教育研究者からよく聞かれ

る。そのため，学校における教師や児童の

コミュニケーション能力を，広い知識と人々

の考え方を吸収し，自分の感情や考えを表

現するための道具として，さらにはより良

い人間関係を構築し，対人ネットワークを

広げるた釧こ，向上させていくことが望ま

れている。

学校問題解決研究部門では，平成16年度

まで，カウンセリング技法におけるコミュ

ニケーションに注目した教師対象の研究と，

児童の英語学習に関する研究を行ってきた。

本研究は，平成17年度より3年計画で，

これまでの研究をさらに発展させ，幼児・

児童・生徒，および教師のコミュニケーシ

ョン能力の育成を目的として，多角的，包

括的なアプローチにより行うものである。

本年度は，次の3つの内容について研究

を進める。

（1）幼稚園・小学校の英語教育に関する研究

（2）教師のコミュニケーション能力向上のた

めのプログラム開発

β）コミュニケーション能力の促進による幼

小連携研究

研究経過および結果報告

教師のコミュニケーション能力向上のため

のプログラム開発

本研究は，現在，多くの学校教員が直面

している，保護者との良好なコミュニケー

ションのとり方について検討することを目

的とする。

本年度は，教員が抱えている保護者との

コミュニケーションに関する悩みについて

調査中である。この研究では，新たに協力

教員をお願いしている新井肇教授を中心に

取り組んでいる。また，保護者との信頼関

係を築くためのコミュニケーションのあり

方についても調査したい。

－　9　－



調査1教師・保護者間の良好な関係構築に

関する調査（1）

（研究担当：新井肇，新学）

＜目的＞教師と保護者の相互信頼関係に

ついての意識のズレに関する実態を把握す

る。

＜方法＞

調査対象者：小学校教員62名，現職教員

大学院生38名，計1∝）名。小学校の子ども

を持つ保護者116名（父親鮎名，母親30

名）。

調査内容：①保護者に教師が信頼されて

いないと思う時，②教師が保護者に信頼さ

れている思う時，③保護者に期待すること，

④保護者との信頼関係づくりのため工夫し

ていること，⑤教師の困った経験

結果：

以下の結果の分析は，大学教員1名と現

職教員大学院生8名により，KI法で行われ

た。今回は，特に教師と保護者のコミュニ

ケーションの観点から，その一部を報告す

る。

（1）不信感の要素

教師が信頼されていないと思うことで一

番多いのは，保護者から苦情を言われたと

きであり，上位2項目で与1％を占める。次

が，共通理解ができない・思いが伝わらな

いというコミュニケーションの難しさ

（20．7％）が目立っている。相談がない

（5．7％），協力が得られない（5．7％）といっ

たコミュニケーションの欠如も挙げられて

いる。

一方保護者は，「適切で具体的な指導が

できない」（15．5％）「生徒指導力不足」（12．ザ‰）

「学習指導力不足」（6．9％）といった教師の力

量が足りない．と思うときが最も多い（合計

35．3％）。次に，教師の「人柄・人権感覚の

欠如」（14．で‰）が続く。また，学校の対応が

不十分な場合（9．5％）や，教師が話を聞い

てくれなかったり（7．8％），連絡不足（6タ％）

といったコミュニケーションの欠如も挙げ

られている。

T轟l●．2　㈱　儀車書に義傷が偉接されていないとふう疇

攻撃的な苦情

あてにされない・頭ごなしに苦情

共通理解ができていない・思いが伝わらない

相談がない・自分を頼ってくれない

協力がえられない

子どもの変化

匿名性

評価

年齢

その他

％

　

％

　

％

　

％

　

％

　

％

　

％

　

％

　

％

　

％

7

　

3

　

7

　

7

　

7

　

4

　

4

　

1

一

　

1

　

6

0

0

　

5

　

0

　

5

　

5

　

3

　

3

　

’

1

　

1

　

4

2

　

2

　

　

2

Tdl●．12　握　貴書着州腑を傭霊できないとふう輸

適切で具体的な対応ができない

人柄・人権感覚の欠如

生徒指導力不足

学校としての対応が不十分

子どもへの無理解

教師が話を聞いてくれない

連絡不足・不手際

学習指導力不足

子どもの様子

個人の対面

意欲不足

価値観

その他

鍋
用
紙
咄
∵
鍋
膿
∵
肪
醜
〓
釣
鍋
∴
珊
撒
咄

5

　

4

　

2

　

9

　

7

　

7

　

6

　

6

　

5

　

3

　

3

　

1

　

4

（2）信頼感の要素

教師では，「一般的なこと」（15．2鋤，「子

どものこと」（10．6％），「家庭のこと」（7ダ％）

などで相談してもらう時に，信頼されてい

ると感じることが多い（合計33．7‰）。次

に「感謝」（13．ダ％），「お便り・文章による

感謝」（5．3％）が続く（合計19．2％）。また，

任せてもらえる（9．9％），子どもの成長を

認めてくれる（4．6％），といった評価的な

面も見受けられる。

保護者は，「こまめな連絡」（16．4％）や

「保護者の話を聞く」（12．1）といった日頃

の保護者とのコミュニケーションが信頼感

を感じる要素として大きいと思われる。「子

どもを理解している」（叫で‰）。「子どもの

様子」（11．2％），「教育的指導力（行動力）」

（10．3％）や，「具体的な対応（基本の対応）」

（11．2％）といった教師の力量が示されるとき

に信頼できる教師と感じるようである。
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TめIh3　㈱　教書が鼻教書に偉輸されていると量う嶋

相談してくれる（一般的なこと）

感謝

相談してくれる（子どものことを）

任せてもらえる

相談してくれる（家庭のこと）

共通理解・価値観の一致

声をかけてもらった

担任してほしいと言われた

お便り・文章による感謝

子どもの成長を認めてくれた

守られる

コミュニケーションが上手くいったとき

子どもの会話から

その他

T轟l●．4　㈱　鼻表書に雷着すること

15・2％　　　共通理解に基づく連携（保護者と教師の意志疎通）．

13・珊　　　家庭教育の充実

10・構　　　　相談してほしい

9．硝　　　　子どもからの情報を客観的に見てほしい

7．9％　　　　保護者闇の情報にとらわれないでほしい

7．3％　　　　焦らないで見てほしい（成果主義でなく）

7．3％　　　　教師の批判・攻撃をしないでほしい

5．3％　　　　教師を信轄してほしい（任せてほしい）

5．3％　　　　学校を理解して欲しい

4．6％　　　　全体を見てほしい（公平かつ冷静）脱：白子中心主義

4．琳　　　自助努力

3．3％　　　行事等への積極的な参加

2．6％　　　保護者同士の連携を深めてほしい

2．6％　　　その他

Tdl●．13　出　鼻表書が教書を偉車できるとふう輸

こまめな連絡

子どもを理解してくれる

保護者の話を聴く

子どもの様子

具体的な対応（基本の対応）

教育的指導力（行動力）

直接会ったとき

教師の人柄

価値観の一致

その他
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6
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1

β）相手への期待

教師から保護者への期待としては，共通

理解に基づく連携（2㌢あ）が最も多い。次

いで，子どもからの情報を客観的に見てほ

しい（8％），保護者間の情報にとらわれな

いでほしい（7％），学校を理解してほしい

6％）という保護者の視点に関するもの（合

計Ⅹ係），がけっこうあり，家庭教育の充実

（14％）もある。

保護者から教師への期待は，ていねいな

子ども理解と関わり（Ⅹ）．2％），子どもとの

信頼関係（9．6％），子どもへの毅然とした姿

勢（8．5％）など，子どもへの指導の充実が

主となっている（合計38．1％）。また，連絡・

情報公開（20．2％），交流を深めたい（5．3‘あ）

といった，コミュニケーションに関するこ

とも多い（25．5％）。注目されるのは，保護

者への毅然とした態度（10．6％）を期待する

親もいることである。
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以上の結果から，教師は保護者から苦情

や非難を寄せられたとき，およびコミュニ

ケーションがうまくできないときに不信感

を持ちやすく，学校の状況や教師の立場も

理解しての連携を期待していることが推測

される。

一方，保護者は，教師の子ども理解や指

導の力量に関する期待が高く，この力量に

不安や疑問を感じるときに教師に不信感を

持つようである。また，コミュニケーショ

ンが不足したり，うまくいかないときに不

信感を持ちやすく，連絡や情報公開を十分

にしてほしいという期待があるようである。

以上の結果を，今後の教師と保護者のコ

ミュニケーションのための研修プログラム

や教材作成に生かしたい。
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調査2教師・保護者間の良好な関係構築に

関する調査（2）（実施準備中）

（研究担当：新井肇，横江和彦，古川雅文）

目的：教師と保護者の信頼関係について

の保護者の意識を量的側面から把握する。

＜方法＞

調査対象者：中学校保護者および教師

質問紙：保護者が教師に信頼感を抱く根

拠としての項目を男用意し，それぞれの重

要性を評定してもらう。

項目例：

・生徒一人一人をよく理解し，対応してい

る

・惑いことをしたときは厳しくしかってい

る

・保護者にはいつも丁寧な口調で対応して

いる

・経験が豊富で，やんちゃな生徒の指導も

平気である

結果の分析：因子分析により因子を抽出

し，各因子の得点を保護者と教師で比較す

る。

調査3　教師・保護者間の良好な関係構築

に関する鯛査β）（計画中）

＜目的＞教師と保護者のコミュニケーシ

ョンの特質について，ロールプレイを通し

て検討する。

＜調査方法＞

調査対象者：現職教員20名

調査手続：10組のペアを作り，保護者と

の相談に日常的に行っている対応（会話）

を再現してもらい，その内容を記録する。

相談内容としては，登校しぶりなどの問

題が発生した場合とする。相談する保護者

のパターンとしては，①教師や学校を非難

する親，②すべてを学校に任せようとする

親とする。

分析：グラウンデッド・セオリー・アブ

ローチ等，質的データの分析方法による。

（研究担当者：古川雅文，‾新井肇）

保護者との協力関係を構築するための方策

に関するプログラム開発　（計画中）

I．教師用保護者対応マニュアルの作成

1，基本的コンセプト

（1）信頼関係を作るコミュニケーション

・傾聴と共感性

・ジョイニング

・解決志向

（2）保護者・地域の活動参加

（3）保護者を含めた組織作り

（勧　教師同士の協力と研修

（句　外部機関との連携

2．対応事例集

（1）通常の学級経営

・被害者意識が強い親

・教師を見下す親

・自分の子どもしか考えない親

・不安感の強い親

・任せっきりで無関心な親

（の　危機対応

・いじめ

・暴力

・脅迫

・病気・けが等

Ⅱ．教員研修プログラム

（1）コミュニケーション訓練プログラム

の開発

（2）ベーシック・グループ・エンカウン

ター・プログラムの開発

Ⅲ．映像教材の作成

保護者対応について，「よい例」「悪い例」

を具体的に示す映像教材を作成する。作成

した映像は，教員研修等で活用できるよう

にする。
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プロジェクトとしての附属幼稚園での英語活動の実践

寺　尾　裕　子　　鈴　木　正　敏　　高　橋　美由紀　　名須川　知　子
（兵庫教育大学）

谷　石　宏　子

（兵庫教育大学附属幼稚園）

学校教育研究センター・学校問題解決部門では平成17年度からのプロジェクト研究課題を「学校におけるコミュニケーショ

ン能力の向上に関する総合的研究」と決め，そのもとでの3つのプロジェクトの一つとして「幼稚園・小学校英語教育に関

する研究」を立ち上げた。一年目の平成17年度は「附属幼稚園での英語活動」実践とその研究である。

平成17年度附属幼稚園において一回20分，全五回の英語活動と12月の特別活動30分を実践することができた。活動寒践中

の観察，事後研究会での振り返りなどによって以下のことが明らかになった。（1）英語の歌を中心とする英語活動は保育内

容としてうまく機能した。（2）園外で個別に英語を学習している子どももそうでない子どもも同様に英語活動に参加するこ

とができた。（3）クラスの中のよりよく分かる子の助けにより園児に新しい学びが起こった。（4）予期していなかったが，園

児の英語の文字への関心の芽生えと学びがあった。

今後の課題は（1）多文化教育の視点を持ち，年間を通じての活動の目標設定の可能性を探ること（2）幼小連携の視点からの

英語活動にまで研究の範囲を広げることである。

キーワード：幼稚園英語活動，英語の歌，TPR，保育内容，集団の中での学び

寺尾　裕子：兵庫教育大学・社会・言語教育学系・准教授，〒673－1494兵庫県加東市下久米942－1，E－mail：uko＠hyogo－u．aC，jp

鈴木　正敏：兵庫教育大学・基礎教育学系・准教授，〒673－1494兵庫県加東市下久米942－1，E－mail：SuZuki叫＠hyogo－u．aC．jp

高橋美由紀：愛知教育大学・教授，〒448－8542愛知県刈谷市井ヶ谷町広沢1，E－mail＝miyukit＠auecc．aich－edu．ac，jp

名須川知子：兵庫教育大学・基礎教育学系・教授，〒673－1494兵庫県加東市下久米942－1，E－mail：naSukawa＠hyogo－u．aC．jp

谷石　宏子：兵庫教育大学附属幼稚園教諭，〒673－1421兵庫県加東市山国2013－4，E－mail：taniishi＠school，hyogoTu．aCjp
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English Activityas a Prqject at the Kindergarten

OfHyogo Universlty OfTeacher Education

Yuko Terao，Masatoshi Suzuki，MiyukiTakahashi，and Tomoko Nasukawa

（均ノOgO【励ve柑砂〆花dCみer且血“面甥）

Hiroko Taniishi

（方円鹿巧担re〃〆坤ogo U〝ルe柑秒〆乃αCergゐcdlo〝）

Duringtheacademicyearof2005，We，thememberoftheprqleCt，gaVe20minutes－Englishlessontothe nve－yearS－01dkids

atthe KindergartenofHyogoUniversltyOfTeacherEducation・Itamountedtofivetimes・Inadditiontothese，WehadaspeCial

activityin December．

Throughclassroom observation ofthe nveinstructionalactivities andby subsequentrenection timewithin the same day，the

fbllowing educationalnndingshavebeendetermined：1．English activitythroughEnglish songsfunctioned wellas a content of

Child care，2・All the children could participatein each English activity without regard to previous experience oflearning

English，3・Allthe children participatedin the activity collaboratively andlearned English as a result，and4．Allthe children

didhave aninterestin alphabets andbeganleamlng SOme Ofthemwithout anyprodding by theinstruCtOrS・

ThefutureEnglishactivityattheKindergartenneedstohaveaperspectiveofmulti－Culturaleducationandprovidefbranaim

as a content ofcare fbr kids througha year・Furthermore，it needs to be plannedin relation to the one conducted atthe

Elementary SchoolofHyogo Universlty OfTeacher Education・

Key Words：ErlglishactivityatKindergarten，English songs，TPR（TotalPhysicalResponse），

COntent Ofchild care，leaming among peer community

Yuko Terao：Associate Professor，SocialScience and Language Teaching，Hyogo UniversityofTeacher Education，942－1Shimokume，

Kato－City，Hyogo673－1494Japan，E－mail：uko＠hyogo－u．aC．jp

MasatoshiSuzuki：AssociateProfbssor，FoundationsofEducation，HyogoUniversityofTeacherEducation，942－1Shirnokume，Kato－City，

Hyogo673－1494Japan，Email：SuZuk叫＠hyogo－u．aC．jp

Miyuki Takahashi：Associate Profbssor，Social Science　and Language Teaching，Hyogo University　of Teacher Education，942－1

Shimokume，Kato－City，Hyogo673－1494Japan，E－mail＝miyukit＠hyogo－u，aC．jp

Tomoko Nasukawa：Profbssor，FoundationsofEducation，Hyogo UniversityofTeacherEducation，942－1Shimokume，Kato－City，Hyogo

673－1494Japan，ETmail：naSukawa＠hyogo－u．aC．jp

HirokoTaniishi：Teacher，KindergartenofHyogoUniversityofTeacherEducation，2013－4Yamakuni，Kato－City，Hyogo673－1421Japan，

E－mail：taniishi＠shcool・hyogo－u．aC．jp
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1．はじめに

兵庫教育大学附属小学校では平成14年度の試行に続き，

平成15年度から毎週1時間の英語活動が実施されて来て

いる。附属幼稚園においても保護者から園児が幼稚園に

おいて英語に触れる機会を望む声が上がってきた。それ

を受けて，平成17年度に学校教育研究センターのプロジェ

クトの一部として大学教員と幼稚園教諭が協力し，園児

への英語活動の実施を計画実践した。

本稿においては，第1章，第2章と第6章を寺尾が担

当した。第3章は高橋が，第4章は，名須川が担当した。

第5章は谷石と鈴木が担当した。

第2章において「本プロジェクトの概要」が述べられ

る。さらに，「実践された附属幼稚園での英語活動と事

後研究会の概略および寺尾の視点からの振り返り」が述

べられる。第3章では高橋による「英語活動の指導案例

と授業後の振り返り」が述べられる。第4章では名須川

による「幼児期における英語の意味」が述べられる。第

5章では谷石による「園児にとっての英語活動」，鈴木

による「附属幼稚園における英語活動の振り返り」が述

べられる。第6章では，寺尾による「今後の課題」等が

述べられる。　　　　　　　　　　　　（寺尾　裕子）

2．プロジェクトとしての幼稚園での英語活動

2．1プロジェクト発足の背景とプロジェクトの目的

兵庫教育大学学校教育研究センターでは平成14年度か

ら16年度の3年間に渡って寺尾，鈴木らは「小学校にお

ける英語活動」の研究を進めてきた。そこでは，理論研

究，児童と保護者の英語活動に対する意識調査研究，先

行する韓国での児童に対する英語教育についての研究を

進めた上で，児童が用いることのできるCD－ROM英語教

材を作成することができた。

附属小学校での英語活動が定着しつつある現状の中，

附属幼稚園の保護者から幼稚国でも英語に触れる機会を

望む声が上がってきた。学校教育研究センター・学校問

題解決研究部門では平成17年度からのプロジェクト研究

課題を「学校におけるコミュニケーション能力の向上に

関する総合的研究」と決め，そのもとでの3つのプロジェ

クトの一つとして「幼稚園・小学校英語教育に関する研

究」を立ち上げた。1年目の平成17年度は「幼稚園での

英語活動」実践とその研究である。

プロジェクトの目的は，「5歳児が英語の歌を用いた

自然な遊びの中で，日常使用言語である日本語とは異な

る英語のリズム・響きをどのように体得するか，そして

新しい言語感覚の芽生えを培うことができるのか」を検

証し，幼児期にふさわしい英語との出会いの方法を提案

することである。
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2．2英語活動の流れ

2．2．1プロジェクト会議

附属幼稚園での英語活動を実践するに当たって，平成

17年7月21日木曜日（15時～16時）に，名須川知子附属

幼稚園長，高橋美由紀実技教育研究指導センター教員，

谷石宏子附属幼稚園教諭（5歳児すみれ組担当），山田

有紀子附属幼稚園教諭（5歳児わかば組）以上4名の学

校教育研究センター研究協力教員および，学校教育研究

センター教員の寺尾裕子，鈴木正敏の計6名が参加して

第一回の会議をもった。自己紹介，プロジェクト研究の

経緯の報告の後，高橋からの幼稚園レベルでの園児と英

語との関わりについての情報提供を受け，種々意見交換

の後にプロジェクトとして，次の4項目が決まった。

（1）研究題目は「幼児期にふさわしい英語との出会いに

ついての研究」とする。（2）研究員は上記の6名とする。

（3）幼稚園の5歳児を対象とするが，園全体で共通理解

をして進める。（4）研究のまとめ役は寺尾が当たる。

2．2．2事前保育観察

平成17年9月14日水曜日（9時～9時30分）に，寺尾

と高橋は幼稚園を訪問し，5歳児の保育の状況を観察し

た。5歳児はどれくらいの長さなら大人の話を集中して

聞いていることが出来るのだろうかという疑問の答えを

兄いだすためと，実際の5歳児の活動状況を自らの目で

確かめるためであった。観察の結果，20分程度なら話を

聞いてもらえるだろうという結論を出した。テレビ視聴

の場合，15分程度が人が集中して視聴できる単位とされ

る場合があることも参考となった。

具体的な英語活動等ついては寺尾と高橋が話し合い，

次のように進めることとした。（a）英語の歌を用いて園

児に活動をさせる。（b）活動の時間は1回につき20分。

（C）指導案は高橋が作成し，必要があれば他の教員の意

見を得て訂正，加筆することがある。（d）授業者は高橋

がメインで行う。（e）教材は高橋が作成。適宜他の教員

が補助をする。（8谷石，山田はピアノで歌の伴奏をす

る。また，園児とともに活動に参加する。（g）活動後，

事後研究会を開催し，全員で振り返り，気づき，観察等

に基づく研究を行う。

2．2．3英語活動と事後研究会

附属幼稚園での英語活動を行った当日に毎回事後研究

会を持ち，当日の活動の振り返りを行った。英語活動自

体をすることだけが目的ではなく，幼稚園児が英語活動

にどのように関わっているかを話し合い，園児の学びの

可能性を兄いだしていこうとしていたのであった。以下

に，毎回の英語活動と事後研究会について，および寺尾

の「気づき」を述べる。

第1回　英語活動（すみれ組・わかば組）、

日　時：平成17年9月20日（月）10時20分～11時00分

場　所：各保育室



使用した歌は，次の通り。一一Hcllo So喝．－（amngedby

Takahashi），一一Open Shut Them一一，”Seven Steps”導入した

英語の語，文は次の通り。一一What coloris this？”Red，

yellow，green，など。

英語の歌は高橋が自ら歌い導入を行った。一一Hello

Song一一の歌詞は，挨拶ということで掛け合いになってい

るので，寺尾も歌を歌って参加することになり，最初戸

惑いがあった。

第1回事後研究会

日　時：平成17年9月20日（月）16時30分～17時30分

場　所：附属幼稚園

出席者：寺尾・高橋・名須川・谷石・山田（敬称略）

英語活動についての気づき，観察して分かった羊とな

どを順次発表して意見交換をした。そこで，「園児は楽

しんで活動に参加していたこと，活動を嫌がったり活動

から取り残されたような園児はいなかった」等の共通の

理解が得られた。

第2回美恵活動（すみれ組・わかば組）

日　時：平成17年10月18日（火）10時20分～11時00分

場　所：各保育室

新しい活動は，一，Standup！一㌧HWhat．syourname？”，一一My

nameis？．一一　どちらも，歌を歌いながらの活動である。

すみれ粗では園児が自分の名前がローマ字で表記されて

いる名札を谷石教諭のところに取りにいく活動になり，

全員が終わるまで同じ歌が歌われることとなった。

10月31日がハロウィーンということで，高橋は魔女の

衣装を身につけて登場。寺尾も高橋が用意してくれた魔

女の帽子をかぶり参加。このことは園児に活動への参加

をより興味深いものにしたようであった。活動後，すみ

れ組の園児が握手を求めてきたが，大変うれしく感じた。

’’What．s yourname？MMy nameis○○．”の活動では，

高橋の対話の相手となり，教授者として活動に参加。前

回に比べ，寺尾の活動への具体的参加度が増加した。こ

の回以降サブの教授者として活動に参加することとなっ

た。

第2回事後研究会

日　時：平成17年10月18日（火）16時30分～17時30分

場　所：附属幼稚園

出席者：寺尾・高橋・鈴木・名須川・谷石・山田

「すみれ組では偶然ではあったが，ローマ字で自分の

名前が書かれた名札を先生から貰ってかけるために，

”My nameis○○．”と園児が言わなければならない状

況が出来たことで，真のコミュニケーションを出来たの

は良かった」と皆の意見が一致した。

第3回英語活動（わかば組・すみれ組）

日　時：平成17年11月28日（月）10時30分～11時10分

場　所：各保育室

新しい活動はl－Listen，listen，Whatis　this sound？一．

－16　－

Animaltalkの歌。To rnarket，tO marketの歌。今回はわ

かば組から活動を行った。最初1．Standup！MSitdown！．一

が分からない園児がいた。これは，前回にこのクラスで

は十分に練習をやっていなかったからである。また，予

定の活動を二つとも実践しようとしたため園児が理解出

来ないまま進んでしまった部分があった。グループが順

番に教授者と行う活動を取り入れたため，待っている園

児の中には日本語で話をしている子どもがいた。英語活

動としては問題ありと判断をし，次のすみれ組での活動

に教室を移動する短い時間の中で，寺尾と高橋は打ち合

わせをして活動内容の組み立てを変更した。このうち合

わせ自体，園児に聞かれる可能性があるので英語で行っ

た。すみれ組では，動物の名前と鳴き声を中心に活動を

行い，買い物をする活動は行わなかった。動物の英語で

の鳴き声は寺尾が発音して導入を行った。

第3国事後研究会

日　時：平成17年11月28日（月）15時00分ん16時30分

場　所：附属幼稚園

出席者：寺尾・高橋・鈴木・名須川・谷石・山田・寺倉

「鳴き声の日本語と英語の比較は園児にとって難しかっ

たようだ」，「鳴き声と動物の名前を園児が混同していた」，

「乳幼児は，これは何から始めるので，物の名前から始

めるのが良い」という意見が述べられた。次回はまず動

物の名前から十分時間をかけてもう一度行うことにした。

20分の活動ではよくぼらずに丁寧に時間をかけることも

必要であるし，歌の難しさにもよるが一度に複数の歌を

導入するには慎重になるべきことが分かった。

全島での振り返りの後，附属小学校英語活動に長く関

わってきている寺倉教諭に小学校での英語活動について

の報告をしてもらった。

第4国英語活動

日　時：平成17年12月20日（火）10時00分～10時30分

場　所：遊戯室

特別活動として，附属幼稚園の3歳児，4歳児，5歳

児全員にクリスマスソングを英語で歌う活動および一部

既習の歌を用いた活動を行った。当日使用するクリスマ

スソングはCDに録音して幼稚園での保育の時間に適宜

利用して貰えるようにしてあった。当日，園児たちは英

語の歌詞をよく覚えており，教授者としては驚きであっ

た。1月17日の事後研究会において確認したところによ

ると11月28日以降12月22日までの間朝の時間とお弁当の

時間にCDでクリスマスソングを園児に聞かせていたと

のことであった。

一部の活動は5歳児にとっては既習の歌でありどのよ

うに体を動かすか知っているものであってできて当然と

も言えるが，4歳児，3歳児も見よう見まねで一緒になっ

て参加してくれていた。この回は特別活動ということで

事後研究会は行っていない。



第5回英語活動（わかば組・すみれ組）

日　時：平成18年1月17日（火）10時30分～11時10分

場　所：各保育室

実践された活動は，Animal talkの歌。動物の名前。

Whereis the dog？r－Head，Shoulders”，．．

高橋の事前の指導案に基づく活動内容は，作成依頼を

してあった教材が予定通りには届けられなかったことか

ら急きょ変更となった。そのため5種類の動物（犬・ね

こ・あひる・かえる・さる）の絵を幼稚園で準備しても

らった大きなフラフープの中に置いて，たとえば，

．．whereisthe dog？一一　と聞いて，その絵を見つけて手で

触るという活動を行った。園児全員が一度に絵にタッチ

する活動では危険も感じられたので（boys，girlsという

語は未導入であったが），すぐさま男女別，または数人

ずつのグループ活動に変更した。第3回同様，教授者と

しては実際に活動を行いながら適切な方法を探って柔軟

に対応する能力が求められることが判明した。一一Head，

shoulders”一一の歌は今回初めて導入したが，既に知って

いる園児もいてスムーズに導入できた。

第5回事後研究会

日　時：平成18年1月17日（火）17時00分～18時00分

場　所：附属幼稚園

出席者：寺尾・高橋・名須川・谷石・山田

事後研究会においては，12月の特別活動についての振

り返りも合わせて行った。幼稚園の教諭からは「園児が

縄跳びをしながら，Onc，tWO，threeと歌っていることが

ある」，「園児がいろいろなものについて英語で何と言う

のだろうと疑問を持つようになっている」という園児の

変化についての気づきを聞くことができた。この回に，

「園児の態度の変化などについての質問紙によるアンケー

ト調査」を保護者対象に行うことを決定した。また，幼

稚園教諭にたいするインタビュー調査を依頼し，快諾を

得た。

第6回英語活動（すみれ組・わかば組）

日　時：平成18年2月21日（火）10時00分～11時10分

場　所：各保育室

実践された活動は，動物の名前などの復習，絵本を教

材として動詞とそれの表す動作である。すみれ組では，

動物の名前の復習の後，たとえば，Whereis the cat？と

聞かせて，園児に床に置いてあるねこの絵を取りに行か

せた。高橋が準備したBig Bookの絵本を用いて，動詞

を使った表現を聞か‾せそれが表す動作を高橋の実演をま

ねて園児が行った。たとえば，Thelittle bopperis swin

ging．では皆が自分の体を揺らしたのである。日本語で

の訳は全く与えていない。使用したBoppersの歌は，「10

人のインディアン」のメロディーを用いた，歌詞の異な

るものである。最後はGoodbyeの歌でお別れをした。

すみれ組での活動から床の上に置かれた絵を取りにい

ー17　－

く活動では危険も伴うことが分かったので，わかば組で

は，英語での質問を聞いた後，ボードに貼った絵及び，

寺尾が手に持っている絵の中から探して園児に指差しし

てもらう活動に変更した。絵本を用いた活動ではすみれ

組よりは時間をかけて動詞とそれが表す動作を導入した。

10の動詞を一度に扱うため活動中何をしたら良いか分か

らない園児がいると困ると判断したからである。

Boppersの歌とGood byeの歌はすみれ組と同様。

第6回事後研究会

日　時：平成18年2月21日（火）17時00分～18時00分

場　所：附属幼稚園

出席者：寺尾・高橋・名須川・谷石・山田

わかば組で，体を動かす活動に参加していない園児が

いたが，先生に伺ったところによると体調が良くなかっ

た子と，それに同調した子とのことだった。原因が判明

し教授者としては安堵した。すみれ組でもわかば組でも

英語活動のある前日は園児が尭しみにしているとのこと

であった。英語活動を始めて六か月の問に「Stand up！

に対して，立っんだよ！と言わなくても，動作ができる

ようになった」，「動物の名前だけでなく，It▼s a cat．の

ように答えて言える園児がいる」ということが報告され

た。今回の絵本は教材としての評価が高いことで意見が

一致した。

2．3英語活動に関連する調査研究

プロジェクト研究として，幼稚園での英語活動の影響

による園児の変化および幼稚園教諭の立場からの園児と

自らの変化について気づきを調べることした。

そこで，保護者に対する質問紙を用いたアンケート調

査を平成18年2月27日（月）から3月3［】（金）にかけ

て，すみれ組・わかば組の保護者46名を対象に実施した。

結果33名の母親から回答を得ることができた。

幼稚園教諭へのインタビュー調査は，3月20日（月）

と29日（水）に，半構造化インタビュー方式で寺尾が実

施した。それぞれの調査結果および分析結果の詳細につ

いては別に発表の予定である。

2．4活動全体を振り返って

筆者自身は過去において6年はど英語教育機関での英

語・英会話教授の経験がある。その時の学習者は中学生

から高校生，大学生，そして社会人であった。個人教授

のレベルでは，小学生に対して口頭コミュニケーション

としての英語を教えた経験はあるが，5歳児に対する英

語の教授は初めての経験であった。外国語教育学の専門

家として成人の学習者の問題を研究中であるが，たとえ

対象学習者の年齢が異なっていても，英語と園児の関わ

りに大変興味があった。7月21日に開催した会議におい

て，早期英語教育の視点ではなくて，あくまで自然な遊



びとしての英語活動の中で英語を体験してほしいものだ

と他の研究員同様考えていた。英語活動をきっかけとし

て園児が英語に興味を持てるようになれば良いが，英語

嫌いになってはいけないという意見を今も持っている。

5歳児のための英語活動では，5歳児にふさわしいコ

ンテンツ，教授法が必要であることは言うまでもない。

高橋から小学校での英語教育の実践・研究を踏まえて，

歌を中心とし，TPRもとりいれた英語活動の指導案を作

成することの提案があった。日本語教育の現場でも歌を

教材として日本語が学習される場合がある。授業以外の

時間にも日本語の歌の好きな学習者は日本語の歌を通し

て楽しく日本語を学んだと報告してくれる。幼稚園では

保育に歌が用いられることは自然であるため，5歳児は

歌を通して抵抗なく英語と接することができると判断で

きた。

六か月の実践を通して，実際に園児と接してみて英語

の歌は園児に受け入れられたことが分かった。活動当日

だけではなく，幼稚園において保育の中で何度も繰り返

し歌われたことも判明した。保護者へのアンケート調査

の結果からも家庭で英語の歌を歌っている子どもが33名

中26名いることが判明した。これは，「お子さまは家庭

で英語の歌を歌うことがありますか」と保護者に尋ねた

結果であるから保護者の知らないところで英語の歌を歌っ

ている子どもがいる可能性もある。

今回の英語活動は早期英語教育の時点からの実践では

ないし，音声，リズムなどに重きをおいて活動を計画し

ており，文字を教授するという考えは全く持っていなかっ

た。しかしながら，寺尾，高橋にとって目の前にいる園

児の名前が分かることは必要であったので，前もってロー

マ字で書かれた名札を作成してもらい園児に首から下げ

てもらっていた。名札作成の際にはどのようなっづりに

するかを協議し，ヘボン式を基本とし，長母音の表記は

母音を重ねる方法をとることとした。名札を導入した10

月18］までに，すみれ組では「名札を見せて，これ誰の

かなあ？という対話を行った」こと，また，わかば組で

は「同じローマ字を園児が見っけて発言するなど，文字

に対して園児の反応がよかった」という報告を受けてい

たが，六か月の活動の中で，園児は自分の名札がどれか

が分かるようになってきたという幼稚園の先生の報告が

あった。「分からない子には周りの子が助けている」と

いうことであった。活動を通して，また同じクラスのよ

りよく分かる子どもの助けによって，新しい学びが起こっ

ていることが確認できたと言える。

園児は保育室の中だけで英語と関わるのではなく，園

の庭にいる時も，寺尾・高橋を見っけると，－lHcllo！！－I

と話しかけてくれた。ある園児は大学の施設内において，

たまたま筆者を見っけ，英語での会話を試みてくれた。

わずか6回の実践であったが，歌と遊びを通して，それ

－18　－

も仲間，幼稚園の教諭，専門の大学教員とのインタラク

ションを通じて学びが始まっていることが実感できた。

（寺尾　裕子）

3．2005年度の5歳児英語で遊ぼう！の取り組み

3．1目的と実践方法

本事業の目的は，「自然な遊びの中で日本語という日

常の言語とは異なる英語のリズムや響きを身体で感じ，

新しい言語感覚の芽生えを培う。また，新しい言葉にも

好奇心をもってかかわり，英語に興味・関心をもつ気持

ちを育てる。」とし，園児の日常の保育を通して，英語

遊びを行い，英語に慣れ親しむこととした。そのため，

英語の「聞く・話す」等のスキル面を重視するのではな

く，英語を使った遊び（歌・ゲーム等）を活動の中心と

して実施した。詳細は，以下の指導内容の通りである。

3．2具体的な毎時間の取り組みについて

毎時間，授業者が「指導案」を作成し，その内容に沿っ

て，活動に対する園児の反応を見ながら授業を進めた。

平成17年9月14日　く水〉　9時15分～10時頃　遊びの様

子を観察

3．2，1．初めて英語遊びを実施

テーマ：Hello！英語で遊ぼう！

日　時：平成17年9月20日

10時30分～10時50分・10時50分～11時10分

場　所：各保育室

授業者：高橋美由紀

本時の目的：英語で挨拶をしてみよう。英語の昔に慣れ

よう。園児の身近な活動から英語を学ぶ。

本時の内容：

時 間 内　　　　　 容 留意点・使用教材等

3 分

7 分

H e llo ！

ぬ い ぐるみ

先生のピアノ伴奏

N ic e to m e et y o u ！

H e llo S o n gの 歌

H e llo，h e llo，h e llo ，h o w a re y o u ？

I’m n n e，P m 丘n e，Ilm 丘n e th an y ou ．

9 分

色 とアクション （交通教室で習 ったこと） を覚え る

赤，黄色，緑の色紙cros sw alk （横 断 歩 道 ）

Sig n a ls （信 号 機 ） （C o lo rs p ro te ct u s．） （園児のカード‘と

R ed is S to p ！ して使用）

信号機の模型

色 を見て，動

O ec n is G o ！（L o o k b o th w a y s．）

Y e llo w is W a it！ （W a tch o u t！）

a re d li帥 t （赤 信 号 ），

a ycllow ［（英 ・カナダ）an am bcr］lig ht （黄信号）

a g recn l唱h t （青 信 号 ） 作をする。

ペットボトル3 本

一 緒 に歌 う

色 の マ ジ ッ ク シ ョー

T o u c h th e co lorの ゲ ー ム

S ev c n stc p s の歌

O p en ，Sh u t th e m の歌 の 一 部 を抜 粋

1 分 S ec y o u！ S c c y ou



授業を終えて：

・園児は，コミュニケーションを行うための状況が把握

できないので，指導者が尋ねた文をオウム返しに繰り

返して真似してしまう。ノ1ペットを使用してもうまく

いかなかった。したがって，指導者は園児に発話を促

す活動だけにした方が良かった。

・園児だけでは発話がうまくできないため，指導者と園

児は一緒に発話する。

・活動は，AllEnglishで進めたことで，園児達が日本語

ではない別のことばの世界を感じさせることができて

良かった。これは，異文化理解教育を進める上でも重

要なことであった。

・この活動では，英語の歌を中心にして行うと，園児の

興味・関心は高くなる。

・この活動を通して，以下の語彙が発話ができるように

なった。Hello，red，yellow，green，blue，black，White，

pink，1～7の数字。

・園児は，自分の名前を「英語らしく言いたい！」とい

う気持ちが強かった。

・色を認識して，色を話す活動に繋げて行く時に，視覚

教材だけでなく，実際にペットボトルを振って透明な

水の色が，赤，青などの色に変化することをマジック

ショーとして行ったことは，園児の色についての関心

度が高くなり良かった。

・園児は20分間集中して英語に親しむことができた。

・英語の歌は，先生の伴奏かアカペラで行ったのでテン

ポを遅くして園児が歌いやすくなったので良かった。

3．2．2英語で自分の名前を認識する

テーマ：My nameis～

日　時：平成17年10月18日

10時30分～10時50分・10時50分～11時10分

場　所：各保育室

授業者：高橋美由紀，寺尾裕子

本時の目標：自分の名前を英語で言おう

本時の内容：

時 間

配 分
内　　　　　 容 備　　 考

導 入 ＜H ello S o喝＞ 先 回の復習

椅子に座 っている状態か

3 分

展 開

H ello，hc llo，he llo，h ow a re y ou？

I’m fine，rm 伽 e，rm 丘nc，th ank y ou．

＜S tand u p＞

Stand u p，1．2．3 ら，立っ （1，2，3．足踏み）

S it d ow n，1．2．3 立った状態から座る（手を叩く）

寺 尾 と高橋 でデモ

＜W hat’s y ou r n am e？＞

3 分

発 展

A ：H c llo，he llo，W h at．s y ou r n am c？

W h at’s y o ur n am c？

W h at．s y o ur na m e？

H e llo，he llo，W h atrs y ou r n am e？

B ：M y n am e is 鞄 垂 ・

く名前を代 え る＞

A：Hello，hello，Whatls yourname？

Whatls yourname？

What．s yournamc？

Hcllo，hello，What．syourname？

B：My nameis Anpan man．

My nameis Syokupann man．

My namcis Curけman．

Mynamcis Doraemon．

My nameis Doramichan．

A：Hello，hello，What’s yourname？

What’s yourname？

Whatrs yourname？

Hcllo，hello，What－syourname？

Mynamcis園児の名前．

信号の色で
Ⅵ鴨at color？

Red，yellow，伊een

＜Seven Steps＞

1，2，3，4，5，6，7．】，2，3，4，5，6，7．

1，2，3．1，2，3．1，2，3，4，5，6，7．

くOpen shut thcm＞

Open shutthem，0pen Shutthem・

Give alittle，Clap，Clq），clap・

Openshutthem，Open Shutthcm・

Putthemonyour塾．（head等に代える）

Openshutthem，OpenShutthem・

Give alittle，Clap，Clap，Clap．

Opcn shut thc叫Open Shut them．

Putthemonyour如（head等に代える）

絵を裏向きで見せる

絵を表に向ける
（絵を代えて5回歌い

ながら行なう）
子供達が知っている絵
アンパンマン，ドラえ
もんなど

直接園児に尋ね，

園児が答える。

授業を終えて：

・園児にとってinputの量が多いと思われたが，歌を通

して活動したために，かれらが負担に感じている様子

はなかった。

・日常生活の保育で日本の歌を習うのと同様に発話に繋

げていった。

・先回学習した歌は，担任が日常の保育で扱っているこ

とから，既にマスターしている園児も多かった。

・園児遠がよく知っているキャラクターを使用して，

What－s yourname？で「人物当てゲpム」を行ったた

めに，彼らの英語に対する興味・関心が高かった。そ

のため，答えのパートであるMynameis～．の発話

は直ぐに覚えることができた。

・英語で自分の名前を発話することに対する興味・関心

も高かった。

・英語の歌は園児が楽しく歌えるだけでなく，動作を通

して言葉が定着できるように，T．P．R．を使用して歌え

るものを選曲した。

3．2．3第4回目の取り組み

テーマ：知っているよ，その動物

日　時：平成17年11月28日

10時30分～10時50分10時50分～11時10分
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場　所：各保育室

授業者：高橋美由紀，寺尾裕子

本時の目的：動物の英語の名前を知る。英語の音に慣れ

よう。鳴き声を通して異文化体験をする。

本時の内容：

時 間 内　　　　 ．容 留 意点 ・使 用 教 材 等

3 分

7 分

H c llo！

動物 の絵 カー ド

N icc to m cct y ou！

W h at．s yo ur n am c？（復習）

L isten，listen，W ha t is th is sou n d？

で動物の絵を見て，どの鳴 き声か当てる。 鳴 き声

わか った園児 は絵を取 る

9 分 A n im al T al kの歌 鳴 き声 を まね しよ う

自分の名前で はな‘く，動

物の名前で言 ってみる。

自分 の名前と混乱を避 け

るために，M yを使用 しな

いで，I am を使用する。

B ig， Sm a llの 形 容 詞 が

A cat says m ew ，m eW ，A cat says m ew ，m eW

I am a cat，I am a cat．

T o m ark ct，tO m arkctの歌

T o m arket，tO m ark ctと歌いなが ら， 4 人 導 入 で きれ ば，動 作か

～ 5 人のグループで動物 を買いに行 く。 ら入れ る。

1 分 S ee y ou！の歌 Se e y o uの C D

授業を終えて：

・動物の名前については問題はなかったが，鳴き声は抽

象的であり，園児にとってイメージすることが困難で

あった。

・マザーグースのTo rnarket，tO marketの歌は園児には

曲の馴染みもなかったため，導入することが困難であっ

た。

・最初から授業者が多くの動物を紹介しすぎて，園児が

動物を選ぶ時間がかかりすぎた。

3．2．4第6回の取り組み

日　時：平成18年2月21日

10時30分～10時50分10時50分～11時10分

場　所：各保育室

授業者：高橋美由紀，寺尾裕子

本時の目的：動物の英語名の復習。身体の英語名を知る。

1～10までの数と動作で楽しもう

本時の内容：

匝画 内　　　　　容 留意点 ・使用教材等

i：：

l

H ello！

動物の絵カード

N ice to m eet you！
Hcllo song．
Scven steps song．
Point the 虫 ，POint th e 嬰！，Put it on
your垣垂・
動物名がわかった濁児は，動物を指し示し，5種類の動物 （犬，ね
その動物の絵をとってくる活動とした。 こ，あひる，かえる，
人数制限して順番に行った。 さる）の絵

Big Bookの絵本と歌で，1～10までの
数と動作を導入する。絵本で数を導入
し，さらに動作を真似して10の動作を
行なった。その後，Oncli鵬知01i鵬

（1～7までは既習で

ある）

th ree little b opp ers，fo ur ljttle，n v e little， 「10人 の イ ンデ ィア ン

Six 血 1e b opp ers，SeV en little．，eigh t little，の曲」

n inc 抽 k bo ppc rs，tCn little b op pers are （B ig B oo k とC D ）

蜘 ！
（下線部 の動作 を変え て 9 回歌 う）

1 分 G ood bye，gOO d bye，gO Od by e to yo u． G oo d by cの歌 （C D ）
G ood bye，gOOd byc．O h！sce y ou 癖 n！の歌

授業を終えて：

・動物の名前を聞いて，その動物の絵を採りに行くゲー

ムとした。園児の反応はとても早く，一度に絵の所に

集まってしまうため，人数を3～4人として順次行っ

た。

・園児は，動物の鳴き声と動物の名前の英語での言い方

が理解できた。

・初めて絵本を使用した英語活動を行ったが，園児達は

日本の絵本の読み聞かせと同様の反応であり，特別に

英語の絵本を意識している様子もなかった。

・絵本の内容が，数と動作を示すものであったため，

T．P．R．（TotalPhysicalResponse）を使用した活動を行っ

た。

3．3「英語遊び」の効果

「英語遊び」は，園児が歌や遊びを通して英語を学ぶ

ことを中心にした活動とした。歌やチャンツは，指導者

が園児に文構造や語彙を強化するために使用できる。歌

はリズムとメロディーがあるので，子ども達にとって記

憶に残りやすく，インプットやアウトプットが容易にで

きる。

活動で使用した歌は，リズミカルでフレーズに繰り返

しが多いので覚え易く，園児が自然に動作と発話を習得

することができるものであった。指導者は歌のフレーズ

毎に，言葉と動作を何度も繰り返し，園児は指導者の言

葉を聞きながら，指導者の動作を真似して歌っていた。

また，歌の活動は，園児が楽しく踊って，英語のリズム

に慣れるととができるだけでなく，T．P．R．（Total

PhysicalResponse）＝「聞いて反応する」活動を行うた

めのものである。園児は，リスニング活動で聞いたセン

テンスを，歌に乗せて動作によって理解することができ

る。また，指導者は児童が歌に合わせて表現する活動を

観察して，歌詞の英語を理解しているかどうかを判断す

ることができる。

このような理由から，「英語遊び」では，歌を使用し

た活動を多く採り入れたが，園児が歌から英語の発話へ

と繋げることができたので，効果的であったと思われる。

さらに，「英語遊び」に，園児らが楽しく参加していた

ことや，授業者らに積極的に英語で話しかけてきたこと

から，この活動の本来の目標は達成できたと思われる。

また，指導者と「英語遊び」を実施した後，園児は担

任と英語の歌や簡単な英語でのやりとりを日常の保育の
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中で実施した。そのため，「英語遊び」は，特別な活動

ではなく，「日常保育の一環」として捉えることができ，

園児遠は学習を意識しないで母語と同様に言葉を習得し，

定着させることができた。　　　　　（高橋美由紀）

4．幼児期における英語の意味

現在の英語教育の動向として，小学校での英語が次期

の学習指導要領で必修になる可能性が高いことがいわれ，

にわかに注目を浴びてきた。当然，小学校以前の幼児教

育における英語にも関心が寄せられている。昨今のいわ

ゆる幼児のおけいこごとのランキングでは，スイミング

を超えて英語塾が大流行でもある。平成12年度あたりか

らは，幼稚園・小学校等の異校種の連携研究にも研究テー

マとして挙げられている。当時は，私立大学付属学校連

携事業として，幼稚園から大学までの一貫した英語教育

について「国際人を育てる」という名目で，連携教育と

して掲げる学校もあった。また，この傾向は平成15年度

頃からは，小申連携を中心とする研究として，公立学校

でも開発研究指定校として「幼・小・中」学校における

英語教育の可能性を探る試みがされている。それは，前

述したように小学校英語の必修化検討の方向も含めて，

非常に熱を帯びて実施されている。現在，小学校の9割

近くで総合学習の時間に英語に関する内容を実施してい

ると言われている。

幼児期に英語にふれる目的は，いきなり，小学校では

じめての英語にふれるよりは，「英語は楽しいものだ」

という認識を5歳児く‾らいの幼児期後半でもっことであ

り，よく「英語に慣れ親しむ」といったことが述べられ

る。また，言語教育の効果は幼いうちの方があるとか，

幼児期から親しむことで，バイリンガルのようになる，

といった幻想を抱く場合もあるらしい。少なくとも，バ

イリンガルになるには，日常の中で2つの言語をしっか

りと使う必要性のあるところでしか育たないことは明ら

かである。元々，言葉の習得は，幼児の生活実践と結び

ついてこそなされるのだからである。

従って，本附属幼稚園で英語の保育内容を開始したの

は，そのようなバイリンガルのような夢のような話を真

に受けたわけではない。すなわち，幼児にとっての英語

は，小学校の準備として英語に慣れ親しむという目的だ

けではなく，さらなる意味をもっていると考える。それ

は，第一に保育内容としての意義，そして，第二にリズ

ムとしての英語の特性，第三に人権教育，第四に保護者

への警告，としての意義である。

まず，保育内容として「英語」を考えると，特に幼児

後期にとっては日本語とは別の言語であり，さらに，

「英語」という名称をどこかで聞いたことのある未知の

ものとしての内容である。複数の幼児から，実際に聞い

た言葉であるが，「大人になったら使える，大学で習う

もの」という，大人になるということと自分の未来への

夢と重なる「憧れ」ような響きをもつものらしい。幼児

期は，自らの心身をフルに活用して，体験してさまざま

なことを覚え，身体で獲得する時期である。従って，総

合的な活動である「遊び」をとおしてこそ，学びを深め

ることが可能である。「英語」もひとっの保育内容であ

り，日本語の絵本を読むことも，英語を使って遊ぶこと

も，またボール遊びすることも，それぞれの特性はもち

ろんあるが，結局それらを道具として使うことで学びを

深めるのである。

第二に，リズムとしての英語であるが，これは，英語

のもつ特性の一つであると言える。それは，よく，英語

の歌にあわせて身体を動かしたり，動作をしたり，振り

付けで踊ったりするのだが，いずれも英語のアップテン

ポなリズムに幼児自身の身体がよく合わせられるのであ

る。いわゆる「ノリがいい」状態で英語の歌にあわせて

身体を動かすのである。これは，英語自体がもっている

言葉のリズムによるものであろう。わが国のわらべうた

の時の幼児の身体の動き，声，リズムは日本語に合って

いるが，アップテンポのフォークダンス系の曲には英語

による歌の方が身体の動き，声，リズムは一致してくる。

第三に人権にかかわる問題であるが，世界中には日本

語，英語のはかに数多くの言語が存在する。たまたま，

英語は汎用性が非常に高い言語であるが，それぞれの地

域にはその土地にふさわしい必要な言葉がある。そのこ

との第一歩として自分たちの住んでいる地域の日本語が

あり，他の国の人の言語のひとっである英語が存在する

ということである。それをまず，知識ではなく，「他の

言葉がある」ということを実感することが英語にふれる

大きな目的のひとっとして考えなくてはならないことで

ある。

第四に保護者への警告という意義がある。これは，早

いうちから英語の塾通いを抑制することである。保護者

の意向としては，語学は楽器と同じく，早いうちにふれ

させることでより大きな効果があると期待して，塾へと

幼児を駆り立てている。確かにそのようなこともあるだ

ろうが，それは文字を伴う不自然な語学教室であったり，

アルファベットを読めることだけで優越感にひたるよう

な，偏った英語教育である場合も実際には存在する。そ

のような中で，大学の研究として，年齢にふさわしい

「英語を楽しむ」「英語って面自そう」といった気持ちを

もたせる試みは，かえって幼児期に必要なことと言えよ

う。「幼児に英語なんて必要ない」という前に，英語に

ふれさせるというのであれば，どのような．方法がその後

の第二言語に対する意欲へつなげていくことができるの

か，というテーマでの吟味がさらに必要になってくるの

である。今の英才教育に追い込むのではなく，もっとも
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幼児期の可能性をもたせた方法を模索する意義は，保護

者への啓蒙としてもあるだろう。

以上，幼児にとっての英語の意義について，述べてき

たが，次にこれからの課題について述べよう。まず，今

後小学校につなげる英語教育を考える上では，英語教育

における幼小連携が欠かせないであろう。そのためには，

英語のCDや教材に関して，幼児にふさわしい開発と指

導方法を確立する必要があろう。そこでは，日本語には

ない，英語のもつリズミカルな躍動性にふれる方法が開

発されるべきであろう。それらが幼稚園の教諭が指導で

きるような体制も研究課題として挙げられよう。

実際に保育の一貫として1回20分程度の「英語で遊ぼ

う！」の活動であったが，幼児は目を輝かせて全身で楽

しさをあらわしている。何が彼らの興味をそそるのであ

ろうか。生き生きと発音する幼児の姿から「英語より日

本語の確立の時に，必要なのか」とか「幼児はすぐに忘

れるから意味があるのか」「やらせではないか」といっ

た批判を超える保育内容への可能性を感じる。もっと，

幼児たちと楽しく意味ある内容を開発していきたいと考

える。　　　　　　　　　　　　　　　　（名須川知子）

5．幼児教育専門家による英語活動の振り返り

5．1園児にとっての英語活動について

2学期より始まった「英語で遊ぼう」は園児にとって

楽しみな活動の一つであった。何より，「英語の先生」

に出会えることが楽しくて「今日は英語があるの？」と

聞き，「あるよ」と答えると「やった！」と心待ちにし

ている。初めて来られた時「あの先生は何人？」と聞く

ほど英語しか話されない先生のことが不思議な存在であっ

たようだ。

しかし，英語の教室に通っている園児も数名いること

から，先生に教えてもらった「英語の歌や遊び」は「そ

れ知ってる」とすぐに親しみを覚えていた。日頃おとな

しい女児が教えてもらった「セブンステップ」を「知っ

てる」と，にこっと笑顔で教師に話しかけていた。また，

教えてもらった「ハローソング」を毎日のように歌って

いると教師との掛け合いもできるようになり，掛け合い

を楽しむ姿が見られた。そして，自分の英語の名札をも

らい，それを付けて遊ぶうちに，自分の文字が分かるよ

うになった園児もいる。名札をみんなに見せると「あ，

それ僕の」「それは○○ちゃんのや」「僕と一緒の字があ

るなあ」と文字にも関心をもっている様子が見られるよ

うになった。そして，先生が帰られるときには「シーユー」

「グッバ～イ」と自分から声をかける姿もみられ，英語

の時間を楽しみにしている様子が伺えた。

このように月一回の「英語で遊ぼう」を楽しみにし，

英語に触れることで，家庭より英語の絵本を持ってきて
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見せ合ったり，知っている英語を伝え合ったりする園児

も出てきた。また，少しでも英語を知ったことから自信

もつき，自分から友達に積極的にかかわろうとする姿や，

様々な遊びに取り組もうとするなど，普段の遊びにも変

化が観られるようになった。

このような園児の変化は家庭でも観られ，「英語のあっ

た日は喜んで話をしてくれる」「今まで歌をあまり歌う

ことが無かったが幼稚園で教えてもらった英語の歌をよ

く歌って聴かせてくれる」「一人でもよく英語の歌を口

ずさんでいる」などと家庭でも園児の成長を喜ぶ声も聞

こえてきた。

また，引っ越しをする友達をみんなで見送った時，自

然と幼児の口から「シーユー」と出た時は，側にいた保

護者も驚き「幼稚園での英語で遊ぼうの成果が出てきた

のかな？」と喜びの声も上がった。

数回の「英語で遊ぼう」であったが園児にとっては楽

しい活動のひとっであり，「英語が大好き」「もっと英語

を知りたい」と思える活動になったことは今後の「英語

教育」につながっていくと思う。　　（谷石　宏子）

5．2附属幼稚園における英語活動を娠り返って

附属幼稚園における英語活動では，子どもたちが興味

を持って参加する姿が多く見受けられた。特に，歌を

歌ったり身体を動かしたりする場面では一人ひとりがしっ

かりと声を出していたり，思う存分に動きを楽しんでい

るようであった。またゲームの場面では，用意されたプ

ロップに興味を持ち，ゲームの内容を理解しながら参加

していた。

しかし，子どもたちが言語としての英語を理解してい

たかどうかは検討の余地がある。積極的に参加していた

子どもたちの中には，課外で英語教室などに通っている

者もおり，そのような機会のない子どもたちに比べて，

参加のあり方が異なっていたように思われる。既に得ら

れた知識を使っているケースばかりとは限らないが，心

理的にもtスキル的にも，今までに英語のレッスンを受け

たかどうかは，子どもたちにとって自信のありようが連



うのであろう。

それでも，担任の努力によって，歌などの定まったパ

ターンの活動にはほぼ全ての子どもたちが参加できてい

たように思われる。これは月一回の英語活動の時ばかり

でなく，日々の生活の中で子どもたちが英語の歌に触れ

ていたことによるものである。日常場面におけるこうし

た働きかけによって，英語の歌やカウンティング，あい

さつなどが子どもたちの生活の一部となっていたことが，

数少ない英語活動の日を楽しみにする姿勢を形作ってい

たと言える。

全体として，幼稚園段階で英語活動を導入したことは

子どもたちの育ちに寄与していると考えられるが，いま

一つ考慮すべき点として，多文化理解の側面を加えるこ

とであろう。技能としての英語だけではなく，英語を使

うということについて，それを使う人々の存在や，英語

を使うことによって文化や背景の異なる人々とのコミュ

ニケーションが可能になるということを指導の中に組み

込んでいくことが望まれる。そのためには，英語活動を

一つの区切られたものと捉えるのではなく，園生活全体

の中で一貫した教育方針のもとで行われるべきものと考

える。今後は，活動後の振り返りだけではなく，年間を

通して英語活動で何をねらいとして考えるか，また事

前の打ち合わせによって個々の活動レベルで何をねらい

として設定するかを話し合う必要があろう。

いずれにせよ，今回の英語活動は，授業者の創意工夫

と担任の日々の努力によって子どもたちにとって有意義

なものとなったと考えられる。将来的には，小学校との

連携を視野に入れつつ，幼稚園での英語活動の意義と方

法について，さらなる検討をしていくことが望まれる。

（鈴木　正敏）

6．おわりに

研究員全員の協力と努力により，平成17年度に附属幼

稚園において一回20分，全五回の英語活動と12月の特別

活動30分を実施することが出来た。また，事後研究会を

全五回実施することができた。活動実践中の観察，事後

研究会での振り返り等によって以下のことが明らかとなっ

た。

（1）英語の歌を中心とする英語活動は保育内容として

うまく機能した。（2）園外で個別に英語を学習している

子どももそうでない子どもも同様に英語活動に参加する

ことができた。（3）クラスの中のよりよく分かる子の助

けにより園児に新しい学びが起こった。（4）予期してい

なかったが，園児の英語の文字への関心の芽生えと学び

があった。

英語は世界の言語の中の一つである。世界中には日本

語と異なる言語を母語とし，異なる文化の中で生活して
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いる人々が存在する。英語を使用することによって，英

語を母語とする人々やそうでない人々とコミュニケーショ

ンが可能となる。今後は，そういった視点を明白にした

上で園児に対する英語活動に取り組むべきであろう。園

児が「自分が使っているのとは異なる言語を話す人々が

いるんだ」ということを実感することが，園児が英語と

触れあうことの大きな目的の一つに挙げられなければな

らないということである。そして，年間を通じての英語

活動のねらいというものが明示できるのかどうかを考慮

して研究を進めていかなければならないだろう。幼小連

携という視点での英語活動への取り組みもまた忘れては

ならない。園児に対する英語活動についての研究結果か

ら小学校での英語活動に視野を広げることが今後の私た

ちの研究の可能性の一つとなるだろう。（寺尾　裕子）
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教師のコミュニケーション能力向上のためのファシリテ一夕ー研修

Facilitator Trainlngfor Teachers to Enhance Their Communication Skills

松　本　　　剛＊

MATSUMOTO Tsuyoshi

学校教育にコミュニケーション能力を伸ばすことが求められている。ベーシック・エンカウンター・グループにおける

ファシリテ一夕ーのありかたを学ぶことは，コミュニケーション能力の開発に貢献することにつながる。ここでは，学校

教師のファシリテ一夕ー研修を通して，コミュニケーションのありかたを体験的に学び，集団にかかわる自分自身のあり

かたをより向上させることをめざした。分割ふりかえり方式によるファシリテ一夕ー研修の事例を通して，気持ちの再体

験・体験過程の促進，グループ・プロセスへの視点を深める研修のありかたを考察した。

Enhancementofcommunication skillsis requiredin schooleducation．Teachersrlearnlnghowitis to be fhcilitatorsinbasic

encountergroupswillcontributetotheimprovementincommunicationabilitiesofstudents．1nthe facilitatortrainlngforteachers

Showninthis paper，the goalwasthat the teachers sbould experience the communicationin the group settings andleamthe

better way how to committhemselves tothe groups．Throughthe case study ofthe fhcilitator trainlngln Which feedbacks

WereeXChangedaftershortgroupexperiences，thetrainlnglnWhich feelings are re－eXPerienced，eXPerienclngWaSCarried forward，

andthe understanding ofgroup process were deepened was examined．

キーワード：ファシリテ一夕一，エンカウンター・グループ，教師のコミュニケーション

Key words：Facilitator，Encounter group，Teachersr Communication Skills

2001年現在，10年前と比べて「まわりの人とうまくコ

ミュニケーションがとれない」生徒が増えていると中学

教師が考える割合は86．6％（とても39．2％，少し47．4％）

であったという（2001，ベネッセ）。教師と児童・生徒の

関係は変化し，かつての上下関係を維持することはもは

や現実的な考えではない。今もとめられるのは，教師が

生徒のコミュニケーション能力を伸ばすことを痩助する

ことであろう。ベーシック・エンカウンター・グループ

（以下BEG）におけるファンリテ一夕ーのありかたは，

このような状況に対してコミュニケーション能力の開発

に貢献することができると思われる。

1　日　的

ベーシック・エンカウンター・グループ（以下BEG）

は，10人前後のメンバーと1，2名のファシリテ一夕ー

で構成される。決められた課題なしに，参加者自身が自

由な話し合いを中心としてコミットしあう場である。メ

ンバーは相互の関係の中で，自分自身をふりかえり，他

者と出会うプロセスの体験を重ねる。

学校教師など教育に関わる参加者を中心に構成される

「教育のためのBEG」が1979年より現在まで実施されて

ホ兵庫教育大学（臨床・健康教育学系）

いる。グループという関係の中で，BEGのプロセスを経

験することにより，教育者としての参加者自身にとって，

多くの示唆が与えられている（畠瀬，1990）。その体験

はグループにおけるメンバーとしてのものが中心であっ

た。その体験を通じて，学校という集団における自分自

身のありかたをふりかえる形で，研修が教育に生かされ

てきたといえよう。

グループにおけるファシリテークーの役割は，学校教

師が児童・生後や保護者，教員などの集団とのコミュニ

ケーションをはかる際に参考になる。学校教育は，一方

的に情報を伝える場ではなく，コミュニケーションを通

じて，知識を伝え，相手の人格にかかわる場である。自

由な話し合いにどのようにかかわることができるかを学

ぶことは，教育者としての資質を向上させることにつな

がるものと思われる。

BEG参加者はファシリテークーとともに時間を過ごす

中で，その役割を学び取ることができるが，生徒が教師

とともに時間を過ごしたからといえども教師にはなれな

いのと同じように，実際にその役割を担う体験をしなけ

ればグループのファシリテートを学ぶことはできない。

教師がBEGのファシリテ一夕ー経験を行うことによって，

平成18年10月20日受理

ー　25　－



体験的で実感を伴った個々のありかたをみなおすことが

でき，集団にかかわる自分自身のありかたをより向上さ

せることができると思われる。

2　ファシリテークー研修グループについて

1992年の清里プログラム（スタッフ畠瀬・野島，畠瀬・

高松，畠瀬・松本）以降，有馬研修会（スタッフ畠瀬，

畠瀬・松本），関西人間関係研究センター（KNC）にお

ける通い研修などを通して行われてきたェンカウンター・

グループのファシリテークー研修に，筆者はかかわって

きた。筆者の経験から本研修の特徴をしたい。

1）ファシリテ一夕ーの役割

ロジャーズはエンカウンター・グループを「現代人の

孤立・疎外感（非人間化）を克服し，人間性（純粋性・

信頼性）の回復をめざす」場であると紹介している

（Rogcrs，1970）。エンカウンター・グループは普通10人

から15人ぐらいの人々とファシリテークー（促進者）と

呼ばれる人で構成され，期間中は，ゆったりとした時間

の中で，あらかじめ話題を決めない自由な話し合いを中

心に過ごし，その目的は「個人の成長，個人間のコミュ

ニケーションおよび対人関係の発展と改善の促進」にあ

る。

エンカウンター・グループにおけるファシリテーショ

ンのねらい（野島，1999）は次にまとめられている。

①　グループの安全・信頼の雰囲気形成，

②　相互作用の活性化，

③　ファシリテーションシップの共有化，

④　個人の自己理解の援助，

⑤　グループからの脱落りL、理的損傷の防止

同様に，BEGにおけるファシリテ一夕ー（促進者）の

役割は次の3点にまとめることができるとされる（野島，

1999）。

①　（正直・率直・素直な参加態度について）参加者

の様子を見守る

②　場へのフィードバック

③　メンバー間（グループの力）による個々へのかか

わりの促進

2）研修の方式

1セッションを2分割する。まず参加者のうちの2人

がコ・ファシリテークーとなりグループ経験を持つ。通

常のグループではスタッフがファシリテークーの役割を

とるが，本グループではスタッフは前半グループの輪の

外側にいて，メモを取りながら観察者となる（ビデオ撮

影／録音）。休憩後，スタッフも加わってグループをふり

かえる。初回と最終回はスタッフがファシリテークーと

なり，スタッフを含めた全員で話し合う。この方式によ

るファシリテ一夕ー研修を「分割ふりかえり方式」と呼

ぶこととする。

この構造は第1セッションではメンバーにスタッフを

意識させる。しかし，参加者の感想「最初観察されてい

るという目を感じていたが徐々になくなった」にみられ

るように，セッションを重ねることによりスタッフの存

在はそんなに気にならなくなるようである。構造に慣れ

るという要因以外に，ふりかえりのありかた（ファシリ

テークーの批評者にならないこと）がメンバーの安心感

に大きな影響を与えると思われる。EGは「場の安全」

を大切にすることを基本とするものであり，EGの促進

を学ぶ場もまた安全を感じられるものであることが大切

である。

ふりかえりではスタッフがファシリテートする。まず

そのセッションのファシリテークーに感想・経験したこ

と，気になる場面，メンバーに聞きたいことをあげても

らう。メンバーには，残っている「感じ」を聞く。メン

バー全員でそれぞれにこたえながら，ファシリテートに

ついて考える。スタッフはグループ・プロセスに沿いつ

つ，ファシリテークーの気持ちの明確化を行ったり，メ

ンバーが心残りに思っていることに関わったりすること

が多く，評価的にその場を進めたりすることはない。ま

た場合によっては，セッション後に残っているメンバー

の気持ちに焦点を当てることもある。流れの中で，とき

にはファシリテ一夕ーが再度メンバーに関わりをやりな

おしたり，時にはグループの続きのようになったりする

場合もある。私は，このふりかえりセッションも，広い

意味ではひとつのエンカウンター・グループとして捉え

ている。グループをふりかえり，検証していく作業はファ

シリテ一夕ーとしての幅を広げていくことに役立っ。ま

た各人の対人援助におけるありかたをふりかえる場にも

なっている。

3）グループの特徴と留意点

本グループは人間中心のグループ・リーダーシップの

ための相互研修を意図している。グループをふりかえり，

検証していく作業は，ファシリテ一夕ーとして，グルー

プにおける自らの援助者としてのありかたを捉えなおし，

幅を広げていくことにつながる。本グループがもつ特徴

や留意点についてここにまとめておきたい。

①　ふりかえりセッションについて

グループの中で気になったやりとりについて，グルー

プ・プロセスを追いながら，すぐにふりかえることがで

きるという構造を持っていることは重要である。各人の

発言にまつわるさまざまな記憶が残っている状態でふり

かえることができるからである。そこでは，基本的には
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ノウハウを教えたり教わったりすることには重点を置か

ず，スタッフがファシリテートについてグループに関わ

ること自体によってグループをより深く捉えなおす経験

をすることが重要である。

話し合いはまずファシリテ「ター自身がファシリテー

クーという役割を取った体験について語り，自身が気に

なったやりとりを紹介する。その発言を元にメンバー全

員がファシリテ一夕ーの関心を話題の中心にする。他の

メンバーやスタッフが気になった内容についての話し合

いは後回しにする。ファシリテ一夕ー体験者自身を大切

にした進め方を行うことが大切である。

グループ・プロセスをふりかえる際に，グループをそ

の外から客観的に観察していたスタッフの観察はおおい

に役立つ。ただ，その観察の報告が客観的事実に基づく

分析や単なるファシリテ一夕ーをはじめとするメンバー

へのやりとりとその結果の指摘に留めてしまうことは望

ましいことではないと考える。（例；「その発言の後に

この発言があったためにこういう結果になってしまった」）

プロセスを追いながら，メンバーはそのときに何を感

じていたのかを追体験し，今ここでは何を感じているの

かを自分自身に問い直し，それを伝え合う姿勢が大切で

ある。外からの分析ではなく，現象学的な追体験こそが

大切なのである。このようなふりかえりを心掛けた結果，

ふりかえりセッションでメンバー間の関係が深まり，次

のセッションにつながる話し合いが行われることが多く

なった。

参加者は「グループの動きが，すぐふりかえることで

よくわかった」など，プロセスやキーワードなどを元に

ふりかえることが参考になったという意見が多い。又，

「スタッフの間，タイミングが参考になる」といった意

見や「スタッフに思いを率直に指摘されたことで話しや

すくなった」など，スタッフのファシリテートや自己開

示のありかたが参考になったメンバーがいる。課題は限

られた時間の中で，どこまでふりかえりを深めることが

できるかということであろう。

②　ベーシック・エンカウンターとの違い

あえてこのような構造をとることは，ファシリテ一夕一

に焦点をあてるという前提を参加者が共有しながら場を

進めるということである。意欲の高い人達が参加してい

るので，グループの問題を共有しやすく，グループ中に

心理的な傷っき体験が起こりそうになっても，メンバー

相互の関わりによって処理されていく場合が多いが，そ

れはメンバー構成による要因もまた大きい。筆者の経験

では多数回参加を条件としないグループではスケープ・

ゴート現象（ある特定の参加者への発言の集中による当

事者の傷．っき）もみられた。そのような現象が起こった

ことについて話し合うことにより，その構造をメンバー

が自覚しあい，互いを理解しあおうとする傾向は見られ

るのであるが，それでもドロップ・アウトするメンバー

が出ることはある。グループ経験の豊富さが，内容にと

らわれてしまうことなく，このような現象にも対処でき

る余裕を作ると思われる。グループ体験を3回以上経験

していることを参加条件としているのはこのためである。

さらに安全な場をスタッフが保障するために，最初の1

～2セッションと最後のセッション（場合によっては中

間にも）はスタッフがファシリテ一夕ーとなり，グルー

プの課題をスタッフも含めて話しあう機会をもっように

している。

このような構造をとらなくても，BEGの進行のプロセ

スでファシリテ一夕ーのありかたをふりかえることは可

能であろう。ファシリテークーもメンバーのひとりなの

であるから，自らのありかたをグループ・メンバーに問

うことは可能であるし，実際にグループの後半でファシ

リテークーのありかたがグループにもたらせる意味につ

いて話し合う機会はある。ただし，それが自然発生的に

メンバーの口から発せられるものであれば話題になりや

すいが，ファシリテ一夕ーから「私（たち）どうでした

か？」とメンバーに問いかけることは，やはりメンバー

の発言を優先したいと考え，ファシリテークーが遠慮す

る場合も多いと思われる。またこのような場合には，全

体を通じたファシリテ一夕ーの存在についての話し合い

になることが多くなり，細かい場面へのふりかえりには

なりにくい。

これらを考えると，この形式によって，ファシリテ一

夕一に焦点をあてることを前提とすることが，ファシリ

テ一夕ー自身にとってもメンバーにとっても，それぞれ

のファシリテークーへの率直なコメントを出しやすい場

を作っていると思われる。

③　グループ・メンバーの構成による違い

筆者は参加資格について，「何らかのグループ体験を

3回以上経験していること」としている場合と「特に参

加条件をつけない場合」の両方を経験した。この条件を

満たすメンノヾ－の場合と満たさないメンバーが半数近く

を占めるグループではグループのプロセスが変わる。筆

者の経験では，3回の参加という条件を満たす場合には，

グループの中におけるファシリテークーの役割について，

グループ・プロセスを元に検討しようとする傾向が強い。

一方満たさない場合，EG多数回経験者と未経験者，1・

2回程度経験者との間における関心に差が生まれるよう

である。多数回経験者はファシリテークーの役割，グルー

プの流れをふりかえろうとするが，末～2回経験者はグ

ループの中での自分自身の戸惑いをもっと話したかった

り，内容（contents）にとらわれるあまりこだわりが強

くなってしまってグループの流れ（process）を見る余裕
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を持てなくなってしまったりする場合が散見された。こ

の場合，ファシリテ一夕ーのありかたをふりかえる場と

いうよりも，ふりかえりがグループそのものになってし

まうことも多かったように思われる。

筆者の経験から考えると，ファシリテ一夕ーのありか

たをふりかえるには，やはりメンバーはBEGを少なくと

も3回以上経験していることが望ましいのではないかと

思う。ただしその場合は，初回参加者の戸惑いなどをふ

りかえりの場で話し合うことがなくなってしまうといっ

た実際的な課題を考える機会が持てなくなってしまうか

もしれない。どのようなグループ構成が望ましいか，今

後の課題となるようにも思われる。

本研修への初回参加のメンバPは満足度に差が見られ，

技法的なものを求める傾向がある。複数回の参加者は，

客観的に研修の成果を捉え，自己をふりかえるコメント

が増えていく（松本，1999）。この形式の研修を重ねる

ことにより，エンカウンター・グループのファシリテー

トを深め，一般の対人関係場面にも応用できるグループ

観をもっことができるようになることが期待される。

④　ベテランとのコ・ファシリテ一夕一方式との比較

細かいグループ・プロセスをふりかえりながら，ファ

シリテークーのありかたを相互研修するにはベテランファ

シリテークーと研修ファシリテ一夕ーがコ・ファシリテー

クーとしてセッションをその都度ふりかえる方法もあり，

九州大学ではこの方式によってファシリテークー研修が

行われている。より実践的でかつスーパーヴィジョンと

しての意味合いをもたせた有効な方法であろうと思われ

る。

コ・ファシリテ一夕一方式では，本方式のようにその

場にいるメンノヾ一の思いを確かめながらグループをふり

かえることは難しい。また，コ・ファシリチーター形式

での研修を行うにはかなりのグループ経験が必要であり，

それまでの自らのグループ経験を整理し，ある程度自分

の課題や特徴を把握しておく作業が事前に必要であると

思われる。そう考えると，コ・ファシリテ一夕一方式は

本研修よりも高度なレベルでの研修であるといえよう。

コ・ファシリテ一夕一方式は本研修を重ねた後のアドヴァ

ンス・コースとしての研修と捉えることもできる。

3　教師のためのファシリテ一夕ー研修グループ

の実際

ここまで述べてきたファシリテ一夕ー研修は，必ずし

も心理臨床を専門とするエンカウンター・グループのファ

シリテ一夕一になるためだけのものではない。学校教師

にとって，学校で起こる重大事は非構成の場におけるも

のが多くを占めているのであって，このような研修を重

ねることにより，教師自身が教育現場において余裕をもっ

た教育活動を行うことができると考える。学校教育にか・

かわるメンバーにとっての研修のありかたについて考え

たい。

①　グループの募集（構成）

参加資格を，「学校教育にかかわっている人で，何ら

かのグループ体験を3回以上経験していること」とした

グループについて述べる。実際には学校教師，指導主事，

教育大学大学院生がメンバーであった。

②　セッションの進め方

2時間半のセッションを】単位として研修を進める。

まず参加者のうちの2人がコ・ファシリチーターとなり

1時間半のグループ経験を持つ。筆者（スタッフ）は観

察者としてグループの輪の外側にいる。10分の休憩後，

50分間筆者も加わってグループをふりかえる。

ふりかえりではスタッフがファシリテートする。先述

したように，まずそのセッションのファシリテークーに

感想・経験したこと・メンバーに聞きたいことをあげて

もらう。メンバーはそれに答え，それぞれフィード／ヾッ

クを行う。メンバー全員でふりかえりながら，ファシリ

テートについて考える。スタッフはグループ・プロセス

に沿いっつ，ファシリテ一夕ーの気持ちの明確化を行っ

たり，メンバーが心残りに思っていることに関わったり

するようにし，評価的にその場を進めることはない。流

れの中で，ときにはファシリテークーが再度メンバーに

関わりをやりなおしたり，場合によっては，グループの

続きのようになったりする場合もある。本グループにお

いては，教師としての自らのありかたをふりかえること

が多いこともその特徴である。

4）グループとふりかえりの一事例

グループでのやりとりとそのふりかえりの一場面を事

例として，本研修の具体的なありかたについて考察する。

本事例は全10セッションの中の第3セッション。この

セッションにおけるファシリテ一夕ー役割はA・Bの2

人。メンバーC・D・E・F・G・H，筆者（S）はオブザー

ノヾ－としてグループの輪には入らない。

グループの進行につれて，打ち解けた雰囲気ができて

きた。

①　グループ経験

ひとっの話題が終わり，さらに5分の沈黙の後，Cが

クラスの児童との人間関係がうまくいかなくなったと話

し始める。自信なさげで，ゆっくりと，しかし10分間話

し続けた。C「クラス運営に困ることがあるんです。a

くんはとても元気で私に反抗的。注意したら泣き出して

しまった。『どうも伝わらないな』と思う。日頃私があ
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まり言わないのがいけないのか。言うことを聞いてくれ

ない。bさんは分かってくれてる子だと思っていた。そ

の子から『先生嫌い』と言われてしまった。私には原因

がわからない。Cさんとも最近うまくいかない。辛かっ

た。最近どうもうまく児童と接することができない。自

分が感じていることと児童が感じることがちょっとずれ

ている。」

ここでD・Fが「aくんは向こうも悪い，bさんとは

やり直せると思う」とうまくいかないCの児童との人間

関係の内容に反応する。Cは「いいですか？一人でしゃ

べってるけど」と遠慮しつつ質問に答えている。ここで

Gが「どうしたら児童とうまくいく関係ができるかって？

誰だって大変ですよ」と発言。それに対してC「私はた

だ困ってる」と言いながら当惑した様子である。Gはさ

らに「誰でも教室の中の人間関係に悩んだりする。皆同

じだ」とやや～般化して何度か同じ内容を繰り返す。声

がやや大きくなり，少し憤慨した様子である。それに対

してCは，子どもとの関係を「何がどうなってるのかが

わからなくて困っている」とかみあわない。

Hが何か言いたそうにしている。Aが「何か言いたい？」

と質問する。H「Cさんは困ってないかなあ。いろんな

方向から言われると，わからなくなる」。それに対して，

Cは「私のことだけれど，よくわからなくなってしまう。

今そんな感じがしています」と言う。

ここで，Dは「一方通行な感じ。相手との関係なんだ

から」，Eも「あなたの方で解決するなら一人ひとりと

話すしかない」と再び話の内容に話を戻そうとする。C

は「相互関係だと思っています。その上で私に気づかな

いことがあるなと思っている」と話題に乗りつつ今の課

題を語り，「時間が気になる」と長く話していることを

申し訳なさそうにしている。

Aが「話してみて，話す前と変わりませんか？」と今

の感じを質問。C「今は最初のようにドキドキしていま

せん」Bは「それを聞けてよかった」と答える。Dが

「もっとうまく子どもたちとやっていけるといいね」と

述べる。

時間になったことをファシリテ一夕ーであるBが告げ，

終了。

②　ふリかえり

このグループに関するふりかえりの時間がどのように

進んだかを紹介する。ふりかえりは，セッションでオブ

ザーバーだったスタッフ（S）が進める。

i）全員が一言

Sが「グループを終えて，今何を感じているかを簡単

に一言ずっ」話すことを提案。思い思いに一人ずつ感想

を語る。Cは「ゆっくり話そうと思いっつ，私のために

時間をとりすぎて迷惑なんじゃないかと思っていた」，
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Fig．グループの構造

Gは「Cさんにちょっと言いすぎたようだ」と語った。D

「自由に動けた。Cさんに真剣に関わった」H「もう少し

Cさんのことばが聴きたかった」と語った。ファシリテ一

夕ーのA「もうちょ．っと時間はしい」，B「皆真剣に聴い

ていた。今どう思っているかに焦点づけられたらよかっ

た」ということであった。

這）ファシリテ一夕ーへの質問

次にSが「ファシリテークーとしてどうだったか」を

2人のファシリテークーに聞く。

Bが「CとGのやりとりの時，Gはずいぶん関わってい

たけど，動きを十分にファシリテートできなかった」と

いうので，Sは「では今もう一度確認してはどうか」と

BにGへの関わりを提案。BがGに「Gは何を言いたかっ

たのですか？」と質問する。

Gは「皆同じなのに，と少し感情的になっていたよう

です」とのこと。Gは「『考えていないで行動した方が

いいのに』と思って，発言を遠慮しているCさんに少し

イライラしていたんです」ということだった。C「私は

Gさんがどうしてイライラしでいるのかわからなかった

けれど，私の遠慮する態度と言われると納得します」と

いうやりとりがある。このやりとりは感情的なものでは

なく，Cは控えめに，Gも淡々と話を進めた。S「Gは

『考えていないで行動したほうがいい』とも言いたかっ

たのですね」と言うと，Gは「そうです」と領いた。さ

らにSが，「GはCにイライラするんだろうか？」とGに

問うと，Gはしばらく考えた後，「・・いや，私の方が

いっもの自分と重ね合わせてそう思っていたみたい。イ

ライラしたのは私自身への気持ちでもある。私もうまく

いかないことがあるから。セッションでははっきりわか

らなかったけれど」と自分のこととして反応。B「その

ことが聞けてよかったです。私がはっきりしなかったの

はそのあたりだった。こんなふうに進んだらもっと分か

り合えたかもしれない」と言い，一段落する。

邑）再びCの気持ちに焦点化

次にSがCに「やりたいことができましたか」と質問。



．Cは少し考えた後，「子どもと難しい関係ができると，

やたら厳しく自分を見たりする」と自分の今を語った。

Gはそれに「なるほど」と反応。Bが「なんでそんなに

自分に厳しいの？」と聞くと，Cは「自分に自信がない」

という。S「『自分が感じていることと他の人が感じる

ことがちょっとずれている』とか，『よくわからなくなっ

てしまう』とセッションの中で言われたかな」と確認す

ると，C「そうです。私は今の自分をどう考えたらいい

んだろうかと。皆さんには私と違う受け止められ方をさ

れたかもしれない」とのこと。S「グループでは『どう

したらいいか』の話が多かったけれど，Cが本当にやり

たかったことは，そんな自分をどう考えていくかだった

のですね。皆の意見はCの言葉から触発された言葉で，

Cはそれに律儀に答えていた。私はCにもう少しゆっく

りと関わっていってはしかった」。Cはやや困惑しなが

ら「私の出し方がまずいと患っていた。だんだん話が変

わり，難しいなと思った」と自嘲ぎみに語った。

料）プロセスにかかわる発言をとりあげる

S「Hの『皆から質問されて答えて，困ってないかな

あ』という発言は今への問いかけになったのではないか。

その発言を引き出したのはAのHへのかかわりだった。

AはHが何かを話したそうな感じを受けたのかな？」と

聴くとA「何か言いたそうにしていたので声をかけた」

とのこと。Hは「おかげで言えました。皆真剣に言って

いたので迷っていた」という。S「この場の雰囲気から

自分が感じていることを伝えるのは，場をファシリテー

トすることにつながることが多い。誰がファシリテート

してもいい。ファシリテークーがその状況をわかってい

るともっといい」と言うと，Aは「なるほど，指摘する

ばかりが話してもらうことにつながるわけではないので

すね」と語る。Dが「あれでちょっと冷静になれた」と

感想を述べ，メンバーは皆領いた。

Ⅴ）再びCの発言

Cが自分自身のことを再び話す。C「Gの言いたいこ

とはわかりにくかった。私はどうするべきかを考えたかっ

たのではないと今は思う。相手に本意が伝わらない私が

いる。この人は私に対して何を伝えようと．しているかが

わかっていない・・」そう話すうちにCの感じが変化し，

まとまりが出てくる。C「自信持ってやれる所までやら

なきゃしょうがないやって今は恩う」という言葉で少し

落ち着いた様子になった。

③　考　察

このグループのふりかえりについて考察したい。先述

したように，ふりかえりの時間にはスタッフがファシリ

テートし，グループ経験をもう一度見直しながら，グルー

プ経験のファシリテークーに焦点を当てつつ，全体の体

験過程を深めていこうとする。まずメンバーには，残っ

ている「感じ」を聞き，ファシリテ一夕一に感想・経験・

したこと・メンバーに聞きたいことをあげてもらう。メ

ンバー全員でそれぞれにこたえながら，ファシリテート

について考えた。スタッフはグループ・プロセスに沿い

つつ，ファシリテ一夕ーの気持ちの明確化を行ったり，

メンバーが心残りに思っていることに関わったりした。

その際，できなかったことを指摘するのではなく，どの

ように進めていく可能性があるかを見出していく視点を

持つことに留意した。

i）気持ちの再体験・体験過程の促進

ふりかえりでは，当然ファシリテ一夕ーの関わりにつ

いて話し畠うことが多いが，セッション後に残っている

メンバーの気持ちに焦点を当てることも大切にしている。

ここでは，ファシリテ一夕ーであるBがCとGとのやり

とりにどう関わるか，が気持ちにふれるきっかけになっ

た。SはBに再度ここで関わりをしてみることを提案し，

本事例でもCの体験に焦点が当てられつつふりかえりが

進められている。その過程でGの気持ちの整理が行われ，

Bの疑問を具体的に解消していった。またふりかえりを

通じてCのまとまりも増していった。

ファシリテ一夕ーのトレーニングという視点に立っと，

もっと客観的にグループを眺め，「どう進めるか」に焦

点が当てられるべきだという意見があるかもしれないが，

ここではスタッフは個々の体験過程の深まりをより求め

ている。

グループの続きのようになることに意味があるか，と

いった議論があるかもしれない。しかし，筆者は，ふり

かえりもひとっのエンカウンター・グループとして捉え，

体験過程の深まりをふりかえりに持たせることが，ファ

シリテークーの研修として意味が大きいと考えている。

この場はhow toを教える場ではなく，体験を深める場で

あるという認識がスタッフには強いのである。メンバー

はファシリテークーとして効果的な促進ができるように

なるには時間がかかるかもしれないが，具体的な場面で

より感じたり，より自己として関わる経験を積んだりす

る体験が深まり，そのような体験を重ねることこそがファ

シリテ一夕ーの研修として大切であると考えている。そ

して，このような積み重ねが，他者との自分自身のあり

ようをふりかえるきっかけとなり，自分自身のありかた

を形作ることに貢献すると思われる。

這）グループ・プロセスへの視点

グループの中において一人のメンバーに対するかかわ

りの集中はよくみられるが，プロセスを十分に認識しな

いまま進めてしまうと，こう着状態が続き，ひいてはス

ケープゴートが作られてしまう場合がある。そのような

状況につながることがないようにグループを見る目を養っ

ていくためにも，グループのふりかえりは重要である。

Hの『皆から質問されて答えて，しんどいんじゃないか
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なあ』という発言はまさにグループ・プロセスへのかか

わりである。それまでCの話の内容に対する解決法や直

接的に感情を伝えることが繰り返されていた状況，場に

対する発言であるといえる。その発言を引き出したAの

Hへのかかわりも，Aが感じ取った場への視点がその背

景にあったと想像できる。このようなかかわりを取り上

げていくことがファシリ‘テ一夕ー研修には欠かせない。

このような視点は教室における児童・生徒たちの日常の

関係を見る目を養うことにもつなかっていく。教師には

児童・生徒との人間関係を問われる職業である。このよ

うな体験が日常の関係に反映され，学校における心理的

安全の確保に貢献できると考える。

おわりに

教師が生徒のコミュニケーション能力を伸ばすことを

援助する研修のひとっとして，BEGにおけるファシリテー

クー研修は，その開発に貢献することができると思われ

る。また，自分自身を冷静に見っめなおす訓練にもなり，

教師のストレス・マネジメントに貢献することも期待で

きる。

今後も事例研究を重ね，このような研修のありかたに

ついてさらに考察を進めたい，また，研修の効果を測定

していくことももとめられると考えている。
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中学校移行における児童生徒の学校適応促進に関する研究

Students’SchooIAqjustmentduringTransitionto

MiddleSchoolandaSupportProgram

学校教育研究センター　教授　古　川　雅　文

（KOGAWAMasafumi）

教育臨床講座　教授　浅　川　潔　司

（ASAKAWAKiyoshi）

中学校新入学を目前にした児童を対象とし，中学校生活における目標と不安，および目標達成の

ための方略と不安への対処法について，自由記述による質問紙法により調査した。その結果，中

学校生活への目標としては，部活動，学習，友人関係に関することが主要なものであり，不安と

しては，学習に関することと，対人関係に関することが主要なものであることが明らかになった。

また，目標達成方略としては，心構えや努力といった，具体性に欠ける内容が多く見られた。と

くに，学校適応感が低い児童は，目標達成方略や不安対処法の具体性や適切性が低いという結果

が得られた。こうした点に鑑み，目標達成，問題解決，動機づけと不安への対処法を中心とした

中学校新入生のための学校適応促進プログラムを作成した。

キーワード：中学校入学，学校適応，目標，不安，適応促進プログラム

KeyWords：tranSitiontomiddleschool，aqiustmenttoschool，gOal，anXiety，prOgramfbrschoola句ustment

問題と目的

中学校新入学は，新入生にとって学校環境の激変や新入生自身が思春期という身体的にも心理

的にも急激な発達的変化を遂げる時期であることもあいまって，重要なライフイベントのひとつ

であり，乗り越えるべき危機的な移行事態であると捉えることが出来る（古川・浅川・小泉，1992）。

この小学校から中学校への移行に関しては，これまで多くの研究がなされてきた，。米国におけ

る研究を概観すると，大部分の研究は，新入学に伴うネガティブな影響を報告している。例えば，

有能感（Harter，Whiteselle，＆Kowalski，1992；Wigneld，Eccles，Iver，Reuman，＆Midgley，1991），内

発的動機づけ（Harteretal，1992），学業成績（Blyth，Simmons，＆Carlton－Ford，1983：Chang，Elias，＆

Schneider，1998），友人関係（Berndt，Hawkins，＆Jai0，1999），およびセルフエスティーム（Seidman，

Allen，Aber，Mitchell，＆Feinman，1994，Wigfieldeta1．，1991）などが，入学後に低下または悪化した

という結果が得られている。また，わが国でも，いくつかの研究があるが，ここでは，入学前の

適応状態と入学後を比較しているものに限ると，次のようなものがある．。すなわち，中山（1989）が

学習意欲の低下，小泉（1995）が学校への関心と学習意欲の低下を報告している．。

しかしながら，米国での多くの研究に比べて，我が国での研究は十分に行われているとは言い

難い。また，社会背景や学校の文化的環境等の変化による違いも考えれば，中学校新入学時の適

応過程について，さらに検討が必要である。

本研究では，中学校移行にあたって，児童が設定する目標と，入学後への不安に焦点を当て
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て検討したっ目標（goals）は，スナイダーの提唱する希望理論における重要な要素である（Snyder，

2002．2003）．，学校適応を含めた生活全般の適応に関して，Snyder（1992，1993）は，「希望（hope）」

が重要な働きをしているという「希望理論（Hopc Theory）」を提唱している。彼の定義によれ

ば，「希望（Hope）は，発動性（agency：目標に向かうエネルギー）と経路（pathway：目標に

到達するためのプランニング）の両者のから相互作用的に引き出される感覚に基づく，ポジティ

ブに動機づけられた状態である（Snyder，Irvingi＆Anderson，1991）」という。すなわち，希望に

は3つの要素があり，まず目標を設定すること，そして，その目標を達成するための方法を知り，

段取りを考えること（経路的思考）と，目標に向かう努力を維持すること（発動的思考）が重要

であり，そのどれが欠けても，高い希望をもっているとはいえない（Snyder，2002）。

Snyder（2003）によれば，希望は，適応に関連しているという。すなわち，これまでの研究で，

希望の高い生徒は，学業成績がよく，スポーツでも好成績をあげることが知られている。高希望

の小・中学校の生徒は，学力検査でよい点を取り（Snyder，Hozaeta1．，1997），高希望の高校生や

（Snyderetal．，1991），大学新入生（Chang，1998；Curry，Snyder，Cook，Ruby，＆Rehm，1997；Snyderet

a1．，2002）は，全般的成績が高いことが知られている。我が国では，篠原・勝俣（2000，　2001）

が，小学生および中学生のコンピタンス尺度の開発のなかで，「希望」得点との関係を検討して

いる。その結果，有能感（コンピタンス）と希望との相関が高いことが確かめられた。このよう

な希望，およびその主要な要素のひとつである目標は，学校適応が大きな課題となる学校移行期

において，特に重要になってくると考えられる。

また，不安も，新入学後の学校適応に影響を与える重要な要因と考えられる。これらの要因に

関連した研究として，小泉（1995）は，中学校入学にあたっての期待と不安を調査し，中学校で

の学習や部活に期待が高く，対人関係での不安が低い生徒が最も適応的であり，対人関係での不

安が高い生徒が最も適応に困難を感じることを兄いだした。

しかながら，入学前の児童はどのような目標をたてるか，何に対して不安を感じるのかといっ

た具体的な内容については，いまだ十分に明らかにされているとは言い難い。名城・石川・嘉数

（1986）は，中学校への児童の期待や不安を自由記述させ，その内容を分類しており，この研究

結果が小泉（1995）の期待・不安尺度のもとになっている。ただ，20年前の研究であり，その内

容的変化や，何が主な内容であるかの分析などがさらに必要であると考えられる。

本研究では，また，目標と不安に，そのときの児童の学校適応状態がどのような影響を及ぼす

のかについても検討した。小泉（1995）の研究では，期待と不安と学校適応の関係を検討したが，

期待と不安の高さ，すなわち量的な側面での関連を明らかにしたに留まっている。本研究では，

目標達成への方略や不安への対処方法の巧拙と学校適応感との関係を検討したい。

本研究のもう一つの大きな目的は，上記のような危機的な移行事態である中学校入学に伴う学

校への順調な適応を促進し，またそこで発生する恐れのある不適応等の問題を未然に予防するよ

うな，中学校新入生を対象とするプログラムを開発することである。このプログラムの開発にあ

たっては，上記のSnyderの希望理論，全体論的発達論的システム論的アプローチ（Wapner，＆

Dcmick，1998），行動変容にかかわる理論などを参考にして，その内容を開発していくこととし

た。
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研究I：中学校入学に向けた児童の目標と不安に関する調査研究
目　的

中学校入学前の児童のもつ，中学校生活での目標，不安の内容と，目標達成のための方略，不

安への対処方法について，その実態を把握する。また，児童の学校適応感と目標達成方略や不安

への対処法との関係を検討する。

方　法

訴査対象者　小学校6年生339名（男子180名，女子159名）。

調査内容

（1）学校生活適応感尺度・簡易版；浅川・尾崎・古川（2003）の学校生活適応感尺度の項目を削減

し簡易版を作成した。各下位尺度について負荷量の高い方から3項目を選択した。ただし，下位

尺度の「家族」．は割愛した（質問項目はTablc2を参照）。

（2）中学校入学にあたっての目標と目標達成のための計画，不安および不安への対処法につい

ての自由記述。具体的項目は次の通り。

入学前：①中学生になったらやってみたいこと，②それを実現するためにどのようなことをし

たらうまくいくと思うか，③中学生になることで，不安に思っていること，、④そうな＿らないため

にはどのようなことをしたら，うまくいくと思うか。

調査時期と手続き　中学校入学前の3月15－19　日に，無記名式で，学級ごとに学級担任が実

施した。

結　果

使用した尺度の信頼性と妥当性

学校生活適応感尺度簡易版　浅川・虐崎・古川（2003）の学校適応感尺度の原尺度のデータを用

い，全項目を使用した場合の下位尺度得点と今回の簡易版で使用した項目の下位尺度得点の間で

積率相関を求めた。その結果，全項目の合計得点で．96，下位尺度で．90以上の高い値を得た（Tablc

l）。

得点間の相関係数

係進路意識学習意欲合計得点

坂の対応
止′－1ブ・ニ土UJd

lel　学校生活適応

相関係数　　．94　　．92　　．94　　．90　　．93　　．99　　．99　　．97

α係数　　　．86　　．75　　．76　　．70　　．70　　．73　　．70　　．82

注1）下位尺度名は簡略に標記した。正式名称は，Table2を参照。

注2）使用したデータは，浅川・尾崎・古川（2003）である。

学校生活適応感尺度簡易版を用いた今回の調査データに基づいて因子分析（主因子法，バリマ

ック数回転）を行ったところ，先行研究とほぼ同様の6因子が抽出された（Table　2参照）。た

だし，原尺度では友人関係因子に含まれていた「私は学校に行くのが楽しい」という項目は，他

の因子にも高い負荷量を示したため削除した。学校生活適応感尺度は，収束的妥当性等を吟味し

た先行の適応感尺度（浅川・森井・古川・上地，2002；内藤・浅川・高瀬・古川・小泉1986）と

類似の因子構造で構成されていることから，本尺度は因子的妥当性を有すると考えられる，つ
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の医l子分析とアルファ係哉1e2　学校生活適応層

因子名および下位尺度名

部活動への参加（α＝．92）

私は，部活動に参加することが楽しい

私は部活動に意欲的に取り組んでいる

＿如法放逐．むム楽しい　　　　　　　　　　　　　　蓬吐

進路意識（α＝．76）

私は自分にあった進路を考えている　　　　　　　　．872

私は自分の進路のことを真剣に考えている　　　　　．692

＿＿私良臨＿鼠二且猛追通運　　　　　　　　　　　　　j優

学習への意欲（α＝．75）

私は勉強に積極的である　　　　　　　　　　　　　　．786

私は，勉強が楽しいと思う　　　　　　　　　　　　　．655

＿＿私にL二予習食復翌と毎月ヱ主星よう．努力⊥エ虹る＿＿＿●皿＿＿

教師との関係（α＝．71）

私は，この学校の先生を信頼している　　　　　　　．726

私は，この学校で相談できる先生がいる　　　　　　．646

＿＿基はL●こ乃登校空気軌；．話土星先生が止る＿＿＿－●ヱ玖＿＿

友人関係（α＝．鮒）注り

私には何でも話せる親しい友人がいる　　　　　　　．796

私には悩みを聞いてくれる友人がいる　　　　　　　．779

＿＿匙は蟄払方土色誠監しい　　　　　　　　　　　　ユ5L

自己肯定感（α＝．62）注2）

何をしても失敗しそうで，心配だ　　　　　　　　　．672

友達からどう思われているか気になり，不安である　．646・

今の自分に自信が持てない　　　　　　　　　　　　　　．369

注1）項目「私は学校に行くのが楽しい」は削除し，2項目のα係数。

注2）下位尺度算出時には逆転項目として扱う。

また，クローンバックのα係数を求めたところ，尺度全体ではα＝．73で，各下位尺度のα係数

は，「自己肯定感」がα＝．62と，やや低い値を示したものの，他はすべて．70以上であった（Table

2参照）。以上の結果から，本研究で使用した学校生活適応感尺度簡易版は，十分な信頼性と妥

当性を有するといえよう。

中学校入学に伴う目標と不安について

目標と不安の内容　自由記述の目標と不安の内容をFigurelおよびFigurc2に示した（10名未

櫛の項目は「その他」の項目として扱った）。目標内容についてカイ2乗検定を行ったところ，

有意差が認められた（目標：ズ2（4）＝297．0，ク＜．01，不安：ズ2（乃＝448．5，ク＜．01）。ライアンの

名義尺度による下位検定の結果，目標については，部活＞学習＞友人関係＞趣味≒生活となり，

不安については，学習＞友達＞いじめ≒先輩≒なし≒部活≒生活≒教師となった。
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部活　　　学習　　　友達　　　趣味　　　生活　　　その他

目　線

Figurel中学校入学前の児童が抱いた中学校での目標

学習　　友達　いじめ　先輩　　なし　　部活　　生活　　教師　その他

不安内容

Figure2中学校入学前の児童が抱いた中学校での不安

目標と不安への対処方法　次に，比較的目標としてあげた者が多かった，部活動，学習，友人

関係についての対処方法について分類した結果をTablc　3に示す。この表に示されているように，

これらの目標に対する対処法として，「取り組む姿勢」「積極的行動」といった，前向きではあ

るが，どちらかといえば抽象的と思える内容が多かった。

不安への対処法については，不安としてあげた者が比較的多かった学習と友人関係についての

対処法をTable4に示した。この結果から，不安への対処法については，学習に対して「予習復

習をする」，友人関係に対して「積極的に行動する」など，直接に問題解決に取り組むようなタ

イプの対処方法が多かった。

Table3　中学校入学前の児竜の目標への対処方法

且盈　　　　　　　　　　　　　　　対処方法

部活動　取組姿勢　入部する　自己選択　対人関係　体力増強　時間有効

120　　　　　35　　　　　17　　　　　12　　　　　　7　　　　　　4

学習　　取組姿勢　予習復習　授業集中　勉強量　　その他

31　　　　　28　　　　　27　　　　　14　　　　　　7

友達　　積極行動　接し方　　対人理解　部活友人　自信信頼　その他

45　　　　14　　　　　4　　　　　4　　　　　3　　　　　3
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Table4　中学校入学前の脾竜の不安への対処方法

目標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対処方法

学習　　予習復習　勉強量　　取組姿勢　授業集中　質問相談　習慣計画　その他

76　　　　　32　　　　　24　　　　　15　　　　　12　　　　　10　　　　　13

友達　　積極行動　接し方　　仲良く　　対人理解　その他

66　　　　　22　　　　　15　　　　　　8　　　　　　7

学校適応感と目標・不安および対処方法との関連

目標や不安への対処方法について，Table5に示す評価基準によ．って，各対処方法の評定を行

った。具体的には，内容の具体性と適切性について評定し，それらの合計得点を対処方法の評価

得点とした∴評定に際しては，2名の現職教員がそれぞれ独立に評定を行った。評定者間の評定

得点の相関係数は，r＝．71であり，一定の信頼性があることが確認された。一致しなかった評定

得点については，両者の協議により決定した。

Table6　日櫻及び不安に対する対処方法の得点化基準

1．　目標および不安に対する対処方法の内容が具体的か

・はっきりしている（4点）

・どちらかといえばはっきり（3点）

・どちらかといえばぼんやり（2点）

・ぼんやりしている（1点）

2．目標および不安に対する対処方法の内容が適切か

・適当である（4点）

・どちらかといえば適当である（3点）

・どちらかといえば適当でない（2点）

・適当でない（1点）

Figure3は，適応感得点の高低により，ほぼ1／3ずつ，高適応群（男子55名，女子33名），

中適応群（男子47名，女子44名），低適応群（男子45名，女子40名）に分け，対処方法の評

定得点の平均値と標準偏差を示したものである。この値に基づき，群（3）×性（2）の2要因分散分

析を行ったところ，群（巧2，200）＝5．58，ク＜．01）および性（巧2，200戸11．97，ク＜．01）の主効果に有意差

がみられた。性差については，女子の方が男子よりも平均点が高かった。群差については，多重

比較の結果，低適応群＜中適応群≒高適応群であった。
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低適応群　　　　　　　中適応群　　　　　　　轟適応群

学校適応感による群

Figurc3学校適応の群ごとの目標・不安への対処方法評定点

考　察

中学校入学に伴う，目標としては，部活動，学習，友人関係がその主たるものであることが明

らかになった。また，不安としては，学習と人間関係に関すること（友達，いじめ等）が主たる

ものであることがあきらかになった。これは，松林（2003）の研究結果とほぼ同様であり，中学

校入学における目標や不安がこれらの内容であることは，かなり一般的な傾向ではないかと考え

られる。

次に，目標達成の方法として考えていることは，主要な目標である部活動，学習，友人関係と

もに，「取り組む姿勢」「積極的行動」という動機，態度，努力を重視した目標が多いことがわ

かった。それに比べて，具体的な方略について述べたものが少なかった。「一生懸命頑張ろう」

という気持ちだけでは，目標達成が困難なことが予想されることから，中学校移行を控えた児童

には，具体的な方略について考える機会を与えることが重要であろう。

不安に対する対処法略として考えていることは，学習に対して「予習復習をする」，友人関係

に対して「積極的に行動する」など，直接に問題解決に取り組む，いわゆる積極的対処が多かっ

た。これは，ある意味で望ましいことであるが，積極的対処法が常にうまくいくとは限らない。

そうしたときに，論理療法などの考えを応用して，動機を維持したり，問題解決方略を使って，

別の方法を考えたりすることが必要となると考えられる．。

最後に，中学校入学前の児童の適応状態によって，適応の目標と不安への対処方法が異なるこ

とが示された。すなわち，高いまたは中程度の学校適応感を感じている児童に比べて，低い適応

感を感じている児童の目標や不安への対処方法は，具体性・適切性といった側面において劣るこ

とが示された。このことから，小学校での適応感の低さが，中学校でさらに強まることが心配さ

れる。米澤ら（1986）の研究でも，小学校での適応感が，少なくとも1学期間は大きな変化がな

く持ち越されることが報告されている。こうしたことが，中学校入学後において，不登校などの

不適応行動が激増するという現象を発生させるひとつの要因となっていることが考えられる。

これらのことから鑑みて，中学校入学という，環境移行事態において，このような不適応感を

低減させるための対策が必要である。そのためには，研究Ⅱで開発を目指すような介入プログラ

ムがひとつの手だてであると考えられる。
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研究Ⅱ：中学校入学時における学校適応促進プログラムの開発

目　的

中学校新入生を対象とする学校適応促進のためのプログラムを開発することを本研究の目的と

した。

方　法

Snyderの希望理論にもとづき，目標の設定，計画立案，動機づけと動機の維持を中心にした，

中学校一年生用のプログラムを開発する。そのさい，目標設定に関するエクササイズに関しては，

Wapnerの全体論的発達論的システム論的アプローチ，Sheldon＆Elliot（1999）の自己一致モデル

（selトconcordancemodel），および多理論統合モデル（Transtheoretical Modcl；Prochaska，DiClemente，

＆Norcross，1992；上地・竹中・鈴木，2003）等を参考にした。また，計画立案の部分に関しては，

一般的問題解決の方法（Elias＆Tobias，1996），動機づけと維持に関しては，論理療法（石隈・

伊藤，2001）の考えを参考にした。

次に，このプログラムは，この種のプログラムは特定の教科・領域で行われるべきでなく，．総

合的に，学校生活のさまざまな部分にくみ込まれるべきだという，社会性と感情の教育（Social and

EmotionalLeaming：以下SELと略記する；イライアス他，小泉（編訳），1999）の考えを取り入れ，

短学活やホームルームの時間，あるいは道徳の時間など，学校の実情にあわせて取り入れること

ができるようにし，各エクササイズは，モジュール形式で活用できるように工夫した。そして，

それぞれのモジュールが，SELでいう　8つの能力のうち，どの能力に主に関連しているかを示し

た。

緒　異

本研究で開発したプログラムのねらいと構成については，次のようにした。

＜プログラムのねらい＞

このプログラムは，中学校1年生を対象に，中学校という新しい環境の中で，生徒たちが希望

をもって充実した生活をしていくためのものです。全体の理論は，スナイダー（Snyder，C．R．）

という人の「希望理論」を土台にしています。希望理論では，希望を持つためには，「目標の設

定」，目標達成のための「方法と計画」，目標を達成するための「意欲」の3つの要素がすべて

そろっている必要があるといいます。目標がなければ，何に向かって努力すればよいのか，何の

ために努力するのかわかりません。また，しっかりした目標を持っていても，どのようにすれば

その目標を達成できるのかを知らなければ，無駄な努力の未に挫折してしまうかもしれません。

加えて，その目標を是が非でも達成するぞ，という強い意欲があり，それを維持できなければ，

正しい方向で努力していても，面倒くさくなったり，うまくいかなかったりといったことで，途

中で投げ出してしまうかもしれません。

このプログラムは，以上の3つの要素を生徒たちが自ら考え，より高い，よりすばらしい希望

をもつように手助けするものです。これまでの調査により，このプログラムを行うことで，生徒

たちはより強く希望を感じ，学校への適応状態もよくなることが示唆されています。

このプログラムに含まれるエクササイズは，SELのねらいとする能力の中では，とくに，「自

己のコントロール」「責任ある意思決定」「人生の重要事態に対処する能力」に関係しています。
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それぞれのエクササイズの名前と関連する能力は，次の表の通りです。また，朝の会や終わりの

会といった短学活での活用の場合の標準的な回数を示しました。もちろん，それぞれを1時間の

授業の中でじっくりと行うことも可能です。

なお，プログラム実施のポイントとして，生徒たちの目標達成計画について，個別相談（個別

指導）をぜひ行うことをお勧めします。生徒たちは，無理な目標や計画を立てたり，うまくいか

なくて挫折しそうになることがあります。それを放っておくと，希望を持たせようとするエクサ

サイズが，逆に希望を低下させ，やる気をなくさせる危険性があります。このとき，教師による

適切なアドバイスや励ましが，生徒には大きな力になるのです。

＜プログラムの構成と関連する能力＞

エクササイズ名 回数
関連す る能力

a b C d e r g h

1．希望 リス ト作成 1 ◎ ○ ○

2．具体的 目標の設定 1 ◎ ○

3．目標 の性質 （一貫性） 1 ○ ◎

4．目標達成の利得 と損失 1 ◎

5．目標 の構造化 3 ◎ ○

6．計画立案 2 ◎ ○ ○

7．実行 と変更 1 ○ ◎

8．個別相談 各 自 10 分程度 ○ ○ ○

9．肯定的思考 とセル フ トーク 2 ○ ○ ◎ ○

10．目標 の整理 1 ○ ◎

関連する能力（◎：主要な育成能力，○：副次的な育成能力）

a：自己への気づき，b：他者への気づき，C：自己のコントロール，d：対人関係

e：責任ある意思決定，r：生活上の問題防止スキル，g：人生の重要事態に対処するスキル

h：積極的・貢献的な奉仕活動

今後の課題

今後の課題としては，このプログラムの有効性の検証と，実践事例をふまえた改良である，。ま

た，実際に学校や教員が使う場合の使い勝手のよい材料（テキスト，PCプログラム，CDなど）

の開発も必要であろう。
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情報通信機器の普及とコミュニケーションの変化

兵庫教育大学学校教育研究センター客員研究員

兵庫県立神戸甲北高等学校教諭

山上通恵

myamagami＠seagreen．ocn．ne．JP

要旨：新しい情報通信機器の普及によって、従来のコミュニケーションにはなかった点が指摘されているが、そ

れが問題点として解消を目指す必要があることなのか、新しい観点として受け入れていくべきことなのかの評

価は世代や個人によって異なる。携帯電話の普及を背景とした急激なコミュニケーション環境の変化に対応し、

変化する人間関係を主体的に望ましい方向に向ける指導の在り方について考える。

1．はじめに

いつの時代も洋の東西を問わず、世代間のコミ

ュニケーションは断絶しがちである。世代間とい

っても親と子、祖父母と孫といった文字通りの世

代の違いだけでなく、極端な例ではわずか数年前

の卒業生が現在の在校生に対してギャップを感じ

るものまでさまざまである。特に急速に新しい情

報通信機器が普及しつつある現代社会においては、

その所持の有無、利用の習熟の差異を主因とする

コミュニケーションの齢齢が、異世代間のみなら

ず同世代間においても起きている。

この稿では、情報通信機器の利用を背景とした

コミュニケーションの変化に対して、機器の利用

の習熟とともに身につけるべき態度を考え、それ

を身につける機会や場面を考察する。

2．世代間伝承の逆転
多くの場合、文化や習慣は「親から子へ、子か

ら孫へ」とゆるやかな変化をしながら伝承される。

そこには先代の体験に基づく主張があり、次世代

を思いやる気持ちもこもったものである。

例えば交通安全に関する問題では、仮に子供が

自転車に乗る技術を習得しても、「これでもう好き

な所に自由に行ってよい」という親は少ない。「こ

の公園の中だけ」「広い道に出てはいけない」など

という安全を配慮した事細かな指示をするのが通

常であろう。こうした指示は自らの体験を背景に

していることは想像に難くない。一方で子どもた

ちは発達段階に応じた「冒険心」を出し、親の出

す制約を徐々に破っていきながら、行動範囲を広

げていく。健全な親子関係であれば、親もそれを

承知しており、行動を見守りながらその成長を喜

ぶ、といった図式が成り立とう。

さて、昨今の情報通信機器、子どもたちを取り

巻く環境で具体的にいえば携帯電話の普及および

活用については、前述した世代間の伝承は全くな

いといってよい。原因には、ごく最近に親と子供

がほぼ同時にその利用を始めたこと、また子供の

世代の利用が非常に積極的であり、一歩も二歩も

親の先を歩いていることがあげられる。

1979年に移動電話（自動車電話）として世に

出た携帯電話は、当初普及の勢いは鈍かったが、

1993年の保証金制度の廃止、1994年の端末買い

取り制度の開始、1995年の阪神淡路大震災で証明

された有効性などを理由に、短期間に普及が加速

した。さらに1999年i－modeサービスが開始され、

通話以外の機能の開発が競われるようになったこ

ろから爆発的な普及を見るようになる。（グラフ

1）

それまでは電話の機能を中心とした事務機器

であったが、インターネット接続や写真撮影機能、

電子マネー機能などを持たせて、たまたま電話も

できる「実用的なおもちゃ」として受け止められ

ている．。実際、このころから「携帯電話」は「ケ
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ータイ」と称されるようになる。

保守的な親の世代は、その通話以外の付加機能

を「おまけの機能」ととらえたが、それが中高生

にとっては友人関係を保つための「必須の機能」

であり、極端な例では「通話の機能はいらないの

でその分料金を下げてほしい」という意見をもつ

子供まで出たほどである。

親にとって「得体の知れないもの」になった「ケ

ータイ」を利用して、子どもたちは活動の次々に

世界を広げていく。「どこへいったら危ない」とい

った指導の根拠を、未体験の親は持てない。利用

の制限は利用料金にゆだねられることになる‘が、

当初は一カ月に数万円の利用料金が発生したりし

て社会問題柱なったりもしたものの、通信事業者

間のサービス競争の結果、現在では低価格の定額

制がほとんどであり、親は料金を根拠にした利用

の制限もできなくなった。

中高生という反抗期と「ケータイ」の所持の時

期が重なることもあり、親が強く子供に対して指

導することができなくなっているとともに、機器

に対する知識が子供たちのほうが多いことも、知

識が少ない親の立場を弱くしている。

どこかで誰かが強い立場で指導する必要があ

ることは常々言われることであるが、例えば学校

では構内への持ち込みや利用を禁止するなどの対

応が多く、コミュニケーションの指導と位置付け

て積極的に指導する例は少ない。

3・．コミュニケ「ションと技術
プラトンの対話編「ハイドロス」には文字の発

明について、「文字によりエジプト人の智慧は高ま

り、物覚えもよくなろう。それは記憶と叡智の秘

訣なのだから」というテウトと、「文字の発明は、

学ぶ者の心に忘れっぽさを植えつけることになろ

う。なぜなら、もはや記憶力を使うことがおろそ

かにされるから」というタムウスの対立を描いて

いる。

現代においても「パソコンで入力しプリンタで

印刷した文字は、機械的で人間的な温かみに欠け

る」などを理由に毛嫌いする人がいるが、これも

一世代さかのぼると、「ペンでは味気ない。毛筆で

書くべき」となろう。新しい技術が現れた時、保

守的な集団からは必ずこのような意見が出る。ど

ちらも正しいのであるが、その時代においてどち

らがより求められているかを考える必要がある。

すなわち、文字によるコミュニケーションにおい

ては、第一にその文字が判読できることであり、

「味わいはあるが判読できない手書き文字」では

コミュニケーションは成立しない。「人間らしさ」

や「温かみ」はそのあと考えるべき問題であろう。

若い世代は、電子メ⊥ル、特に携帯メールにお

いて絵文字を散りばめ、文字だけでは伝わらない

感情を表現しようとしている。PCメールにおい

ても記号を組み合わせた顔文字を使うことは珍し

いことではない。これらは若い世代であっても文

字だけの味気なさに気づき、より豊かなコミュニ

グラフ1携帯情報通信機器の普及　通信自書およびTCA（社団法人電気通信事業者協会）の資料を参考にして作成
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ケーションを成立させようとしている工夫として

肯定的にとらえるべきであろう。

ただし、その使い方にはTPOがあることは誰

かが指導すべきであると感じることも事実である。

改まった文書や目上の人へのメール、レポートな

どに顔文字、絵文字が入っていたりすることは、

保守的な感覚の人には受け入れられず、感情を害

することのほうが多い。発信者の意図と異なる受

け止め方をされ、望ましいコミュニケーションが

成立しない典型的な例である。

4．コミュニケーション行為の本質

多くのコミュニケーションの指導は、従来から

あるコミュニケーション技術が若い世代に定着せ

ず、人間関係の悪化を招いている現状に対してテ

コ入れしようとするものである。ここで注意しな

ければならないのは、衰退するコミュニケーショ

ン技術が、間違いなく普遍的なものであることを

示すことができ、何としても次世代に引き継ぐべ

きものであるかどうかの検証である。もしそれが

時代の変遷によって退化するコミュニケーション

技術なのであれば、それは強いて指導すべきもの

ではないことになる。すなわち、対象となるコミ

ュニケーション技術が、その時代においてコミュ

ニケーションの本質にどのように関わっているか

の判断をしなければならない。

ハーハマスは『「コミュニケーション行為」と

は、人と人が相互の了解や合意を追求し、達成す

ることであるが、他人の言うことを理解したり、

より有力な論拠を甘受したり、そして意見の一致

を得たりする能力を蓄えることが、各人の相対的

な立場を認めながらも、普遍的な社会批判の根拠

を成し、より民主的な社会伝達や交流を可能にす

る』と述べている。

ゆるやかな世代の遷移のなかで、古典的なコミ

ュニケーション論と新しい情報通信機器の使い方

の指導は全く別物であり、指導者には新旧のコミ

ュニケーション技術の差異を踏まえた、普遍的な

コミュニケーションのあり方を融合させた指導が

求められる。

5．新旧のコミュニケーション技術の共存

新しく開発された技術が、従来あるものより不

便であればそれを選択する理由はない。従来から

あるものよりも便利であるからこそ支持されて生

き残っていく。しかし、全面的に改善されたもの

である必要はなく、一部に従来のほうが良い点も

あるが、それを補って余りある長所が認められる

ことで十分支持されることが多い。

のろLを上げるコミュニケーションに比べれ

ば、電話は非常に現代的な通信技術である。しか

し今日では電子メールに取って代わられる場面が

目立つ。電話が実際に対面することに取って代わ

った時代とともに考えてみる。

現代において、手書きの文字が人柄を表わすと

され、まだ電子メールに抵抗を感じる人がいるよ

うに、電話の普及の初期には、実際に会い相手の

表情を見ずにコミュニケーションをすることに対

する抵抗は当然あったはずである。あるいは手書

きの文字で人柄をしのぶといったことも手伝い、

機械を通ってきた声でこれまで通りのコミュニケ

ーションの質を保持することは困難であったと思

われる。それでも遠隔地と即時にコミュニケーシ

ョンができる効能が、徐々に認知され普及してい

った。

同様に現在、電話を駆逐する勢いの電子メール

であるが、それぞれ互いの持つ短所を補完してい

る関係であるため、電話が将来的に消滅するとい

うことは考えにくい。電話の欠点を解消した電子

メールの特徴として

①　受信者の都合を問わずにコミュニケーシ

ョンが始められる

②　内容が記録に残る

③　発信者が明示される

④　一斉同報が可能である

などがあげられる。逆に電子メールの欠点として

は

⑤　非同期である

⑥　受信に費用が発生する

⑦　マナーが確立されていない
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などがある。

電話でひとしきり．打ち合わせをした後で、「で

は今の内容を整理してメールで送ります」といっ

たことは珍しいことではない。電子データとして

共有し、後で「言った」「言わない」などの混乱を

未然に防ぐ方策である。

⑥については、現在ではほとんど意識されてい

ないが、ダイアルアップでインターネットに接続

したり、パケット従量制の課金がされる場合など

には注意が必要であろう。また⑦については、電

子メールのマナーの確立以前に、PCメールの文

化の携帯メールの文化の差異も考えなければなら

ない場合がある。特に中高生の間では、携帯メー

ルの受信即返信がルールとして存在するなど問題

が多い。また携帯メールでは、RFC2821を無視

して、「．」（ドット）で始まったり、＠の直前に「．」

があったり、また「．」が連続したりするメールア

ドレスが許されるなど、PCメールとの間でコミ

ュニケーションが成立しないようなローカルルー

ルがまかり通っていることも問題である。中高生

の間では、携帯メールの利用が圧倒的に多いため、

それを許していないPCメールのシステムが悪者

にされることが多い。

6．誰が指導すべきことか

結論からいうと、すべての保護者に指導する力

がない現状では、包括的に学校で指導するしかな

い。しかし、当たり前のことであるが責任は保護

者が持つべきである。

筆者の勤務する高等学校では、3月の中旬の入

学検査の後、数日後に合格発表が行われ、合格発

表当日の午後に保護者同伴で合格者説明会が開催

される。この日は高校生活3年間で唯一保護者の

出席が義務付けられている日である。

本来、授業料の納付やカリキュラムの説明など

の場であるが、数年前からこの保護者が全員出席

する機会をとらえて、保護者に対して生徒を取り

巻く情報社会の危険性について説明し、生徒の行

動の責任は第一に保護者にあること、「難しい」「わ

からない」ではすまされないことを20分程度で

説明する。中学生の時から携帯電話を持つ生徒も

多く、また高校入学を機会に携帯電話を買い与え

る家庭が多い中で、携帯電話を持つことで得るこ

と、失うことを強調する。たった20分ですべて

を理解させることは不可能であるが、これを機会

として短い春休み中に、家庭において携帯電話の

利用のルールづくりを考えてもらい、またそれを

通じて親子の対話を深めてもらいたい意図がある。

また国語科における表現の指導、情報科におけ

るメディアリテラシーの理解、公民科における現

代社会の考察など、さまざまな機会をとらえて指

導が可能であり、また日常的にもクラス担任によ

るホームルームでの指導の機会も考えられる。

7．まとめ

自分の属するコミュニティが持つ文化に対し

て、他のコミュニティの文化に差異ある場合、そ

の差異に対して違和感を持ち拒絶する集団と、そ

の差異に対して興味を持ち受け入れる集団が生ま

れる。

コミュニケーションを、この二つの集団を穏や

かに交流させる行為ととらえると、その指導は、

いかにその交流を積極的に進め活発にするかとい

うことに置き換えられる。そこには他者理解が必

須であり、また自己主張も求められる。変化の激

しい現代社会において、こうしたことを体系的に

指導する場を学校は持っていない。人間関係の崩

壊（いじめなど）の機会をとらえたマイナスをゼ

ロ水準に戻す指導で精一杯であるのが現状である

が、ゼロ水準をプラスに転じる指導の場面や教材

の開発が必要である。
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学校における児童生徒の学習効果を上げるための

総合的研究、
学校教育研究センター・学校問題解決研究部門

研究組織

（平成16年度）
古川雅文（学校教育研究センター教授）
寺尾裕子（学校教育研究センター助教授）

鈴木正敏（学校教育研究センター助教授）
ダリル・ヤギ（外国人研究員）
渡追　滞（センター長・生徒指導講座教授）
渡鮒言（兼任教官
浅川潔司（協力教官
今井裕之（協力教官・
吉田達弘（協力教官・
岡　秀郎（協力教官
寺倉邦明（協力教官
古田猛志（協力教官
柚本和也（協力教官

・教育基礎講座助教授）

・教育臨床講座教授）

言語系教育講座助軸受）

言語系教育講座助教軌

・附属幼稚園長）

・附属小学校教諭）

・附属小学校副校長）

・附属中学校教諭）

高芝久美子（協力教官・附属中学校教諭）
（平成15年度における共同研究者；所属は当時）
金柴淑（外国人研究員）
田中康善（協力教官・附属小学校教諭）
高島英幸（総合学習系教育講座教授）
（平成14年度における共同研究者；所属は当時）
石橋尚子（協力教官・幼年教育講座助教授）

田中亨胤（協力教官・附属小学校長）
小林多隆子（協力教官・附属中学校副校長）
高橋藤一郎（協力教官・附属小学校教諭）

プロジェクトの目的と全体の流れ

学校における最終的な目標は，児童生徒の

学力を伸ばし，豊かな教養と人間性を滴養し，

生きる力と社会性を備えた社会人となる基礎

を築くことであるといえよう。そのためには，

授業を中心とした学習方法・内容を充実する

とともに，児童の社会性などの人格面を十分

に発達させ，楽しく有意義に学ぶ条件を整え

る努力が必要となる。本研究は，こうした枠

組みから，学校における児童生徒の学習効果

をあげるための研究を行い，教育現場で利用

可能なプログラムや教材等の開発を目的とし

たものである。

研究の全体的な流れとしては，商品化をめ

ざすプロセスをたどった。この点は，繰り返

しになるが，最終年度の発表であるので，以

下，確認しておく。すなわち，①研究者が考

えている教育の理論を現場に押しつけるので

はなく，教育現場において現に発生している

問題をすくい上げることを研究の出発点とす

る。②そこから出発して応用可能な理論をさ・

がし，または新たに理論を構築し，さらには

その理論から導かれる実践の具体的方法を考

案し，実践するというプロセスを重視する。

③加えて，その実践を検証し，一般化し，広

く利用可能な形にして，頒布していく。以上

のプロセスを①実践の理論化，②理論の実践

化，③実践の商品化とよび（三野，aX眩），学

校教育研究センターのプロジェクトはこうし

た3段階を念頭に置いて進めていく計画であ

る。これをまとめたものが表1である。なお，

ここでいう商品とは，必ずしも販売を目的と

したものではなく，学校教育の現場で広く利

用されることに主眼が置かれたものである。

蓑1商品化までの渦程

・実践の理論化

実践に学び，理論を構築する

・理論の実践化

理論から導かれる実践の計画，実行

・実践の商品化

実践の検証．一般化．頒布

研究経過報告

以上のような目的と研究の枠組みに則り，

過去3年間において，主に次のような研究活

動を行ってきた。
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研究1　学校における諸問題と教師のニーズ

に関する研究

研究2　小学校における英語学習への児童お

よび保護者の態度に関する研究

研究3　学校教育に関わる商品化に関する国

際調査研究

研究4　教師のカウンセリング・スキル能力

とニーズに関する研究

以上の研究に関しては，これまでのプロジ

ェクト研究発表会等で発表してきた。今回の

発表では，最終年度に当たり，開発した3つ

の教材について紹介・報告する。

研究成果報告

研究5　教師のための基本的カウンセリン

グ技法習得のためのプログラム開発

前述の教師を対象とした調査から，教師は，

基本的なコミュニケーション・スキルのうち，

生徒の感情や考えの理解を伝えること，話の

内容の要約や明確化，信頼関係の形成といっ

たことに関するスキルが弱いと認識している

ことが明らかになった。したがって，これら

の習得を中心にして，教師のためのカウンセ

リング・スキル研修プログラムを開発するこ

とにした。また，教師は，カウンセラーと違

い，カウンセリングだけ行うのではなく，授

業やその他の指導（学級経営，部活動，進路

指導，生徒指導等）も行わなければならなし㌔

このことも考慮してプログラムを構成する。

プログラムの開発にあたっては，米国と日

本で豊富なスクールカウンセリング実践と研

修講師経験を持っダリル・ヤギ氏を中心に行

った。

教師のためのカウンセリング・スキル研修プ

ログラム

基本的なカウンセリング・スキル訓練は，

講義，実習，ロールプレイ，および討論を含

めた2日間のセミナーである。初日には基本

的なカウンセリングの知識と概念を学習する。

その内容は，下記のマニュアルの構成に示す。

二日目には，基本的なカウンセリング・スキ

ルを学習する。ここでは，主としてさまざま

なカウンセリング・スキルについてのロール

プレイとその観察により，スキルの習得を目

指す。また，特別な援助を要するさまざまな

児童生徒に対する基本的なカウンセリング・

スキルとコミュニケーション・スキル，およ

びカウンセリングにおける教師の役割につい

て議論する。そして，進行中の問題とフォロ

ーアップについて，指導者と話しあう。さら

に，発展的プログラムとして，日常の教育活

動における自己評価，コンサルテーション，

ケースカンファレンス等を行うことも可能で

ある。

実習マニュアル部分の構成としては，まず，

実習の「基本的な考え方」を示し，その後に，

準備物と実習の手順を提示した。最後に，「実

習の意味と学校教育への応用」について解説

した。
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．2日間セミナーのプログラム

1日目：コミュニケーションとしての基本的

カウンセリング・スキルの理解

1．自己への気づきと＿他者への気づき

2．関係の形成：信頼と共感

3．信用：その意味と意義

4．双方向過程のコミュニケーション

5．傾聴：なんて言ったの？

6．コミュニケーションにおける障害

7．一日目のまとめ

2日目：教師のための基本的カウンセリング・

スキルの習得

A．基本的カウンセリング・スキル

B．日常の教育活動における基本的カウンセ

リング・スキルの意識的利用

C．学級における基本的カウンセリング・ス

キルゐ意識的利用

D．進行中と予後の活動に関するセミナー

発展的プログラム

A．2日間訓練セミナー

B．学級における基本的カウンセリング・ス

キルの意識的利用についての自己評価

C．1か月後セミナー

1．上記Bについての討論

2．ケースカンファレンス

3．新規のカウンセリング・スキル訓練

まとめと今後の課題

以上のプログラム内容は全く新しいもので

あるとはいえないが，教育実践現場において

教師が自学自習とか，指導者を招いての校内

研修等に手軽に利用できるという特色がある。

今後の課題として，教師による実際の利用か

ら，使い勝手や意見をフィードバックしても

らい，さらに利用しやすいものに改定するこ

とと，授業や課外活動などにおけるスキルの

実際の利用に結びつけたものへと発展させる

ことがあげられる。

研究6親子のコミュニケーションに関する

啓発ビデオテープの作成

この開発研究は，兵庫教育大学地域交流推

進センターの著作物であるビデオライブラリ

制作の一環として行われた。すなわち，学校

教育研究センターは，制作協力という形で携

わった。視聴の対象者は，地域の保護者等で

ある。学校教育研究センターにおける研究成

果を地域に還元することの一環として行った

ものである。

ビデオテープの内容

ビデオテープは約45分である。内容はつぎ

のとおり。

・導入

・思春期の特徴

・現代の若者の特徴

・カウンセリングにおけるコミュニケーショ

ン技術（傾聴，共感性，信析関係）

・ロールプレイによる親子のコミュニケーシ

ョン・スタイル

（1）注意を向けない

（2）アドバイスばかり

P）説教

叫）よいコミュニケーション

・コミュニケーションにおける障害．

・カウンセラーから親子のコミュニケーショ

ンへの提言（ダリル・ヤギ先生へのインタ

ビュー）

・教師期待効果と親子のコミュニケーション

（秋光恵子先生へのインタビュー）

・ハーバーマスのコミュニケーション的行為

理論からの提言（渡追満先生へのインタビ

ュー・－

・まとめ
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今後の課題等

以上のビデオ作成により，外国人研究員等

を迎えて行った研究の成果を地域に還元し，

保護者等への啓発的役割を果たせたと思われ

る。ただ，製作者としては，より多様な内容

を盛り込みたかった。ビデオというメディア

は，印刷物よりもインパクトが強い面がある

ので，教員向けの研修や，模範授業等につい

ても，映像化することが有力な手段であり，

今後も継続して映像教材，プログラムの作成

を発展的に行うことが今後の課題である。ま

た，広範囲な発信の方法についても，検討し

ていく必要があろう。

研究7　小学校英語学習のための

「教材開発」研究

本研究は平成14年4月に本センターの学校

問題解決部門によって「学校における児童生

徒の学習効果を挙げるための総合的研究」プ

ロジェクトの一環として始まったものである。

まず、「小学校における英語学習への児童およ

び保護者の態度に関する研究」として、平成15

年7月に兵庫教育大学附属小学校の2年生か

ら6年生の児童およびその保護者にたいして、

質問紙法によるアンケート調査を行った。調

査結果の分析については平成15年10月およ

び平成16年3月に公にした。調査結果から英

語学習への児童の肯定的な態度が確認出来た

ことを受け、「小学校英語学習のための教材開

発研究」に取りかかり、CD－ROM教材を作成

することとした。英語教材開発の留意点等に

ついては平成16年11月のプロジェクト研究

発表会において公にした。日本の’Rlkl湖C’

に題材を採ったお話をベースとして教材を開

発することにし、具体的には「まんじゆうこ

わい」を英訳して用いることにした。理由は

（1）物語り自体がおもしろいこと＿、（2）同

じ構文が繰り返し用いられるので学習効果が

期待出来ること、（3）教材をもとにして児童

によってロールプレイが行えることである。

「まんじゆうこわい」の英語教材開発

平成15年度からの継続研究において，平成

16年度では「まんじゆうこわい」の教材化を

進めてきた。その際に，以下の3つのコンポ

ーネントによって構成することとした。

1）物語コンポーネント

落語でかたられる「まんじゆうこわい」の

話を童話風にアレンジし，イラストとナレー

ションを加えて楽しめるようにした。Ⅹ）場面

を日本語と英語で構成し，その話をもとに，

美術を専門とする者にイラストを依頼した。

デジタル画像で描かれたシーンを，英語母語

話者によって録画されたビデオと同時に提示

できるようにプログラミングした。同時に，

テキストとして英語あるいは日本語を画面下

に提示できるようにもされている。

この物語コンポーネントを使用することに

より，児童生徒がお話そのものを楽しむこと

ができると同時に，ネイティブの発音・スピ

ード・表情などを習得できるようになってい

る。この教材をもとに，児童生徒がロールプ

レイを行う際の練習のため，ビデオ部分を繰

り返し再生できるようにもなっている。
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2）翻駅コンポーネント

「まんじゆうこわい」を英語劇としてロー

ルプレイすることが，この教材の目標となっ

ている。その際に，「ぼくは／わたしは，一一

がこわい」という部分を改変することによっ

て，自分たちオリジナルのものを制作できる

ように意図している。

ここでは，まず自分たちで「こわい」もの

をその理由とともに考え，インターネット翻

訳によって英語化することを考えている。翻

訳によって得られた英文のテキストデータを

画面上のボックスにペーストし，発音ボタン

を押すことによって，A汀（Aぉi血嘘hn卵ge

Tおh訂）の援助をえずに発音を練習すること

ができるようになっている（ただし，現在の

ところMac OS X上に限る）。ただし，あくま

でこれは補助的なものであって，AIJによっ

て正確な発音を指導されることが望ましいこ

とは言うまでもない。

3）語彙コンポーネント

お話の中で扱われた語彙やフレーズ，文章

などの表現を，日本語の語彙と結びつけて学

習することによって，より定着度を増すこと

が考えられる。そこで，学習者自身が参画し

て構成することのできる，マルチメディア辞

書の開発を行った。プログラムは，デ「タベ

ースソフトウェアのFueM永erIhである。Ⅲe

M彿ぽnOによって，「0WOwnncd珊孤γ」と

いうデータベースを作成し，ウェブ上で共有

することができるようにした。

このデータベースには，「えいご」「はつ

おん」「ことば・ぶんしょうのいみ」「つか

うばしょ・とき・ばあい」「なんのなかま？」

「ことばのしゆるい」「さんこう」「さくL

や」「さくせいび」「しゆうせいび」の項目

が設定されているっ

「えいご」には単語の他，フレーズや文章

そのものを入れられるようになっている、，「は

つおん」には音声ファイルを配置することが

できる。ここでは，さしあたって開発者と英

語母語話者によって録音されている，。「こと

ば・ぶんしょうのいみ」には児童生徒なりの

語彙で意味を入力できるようにするものであ

る．。「がぞう」には，その単語やフレーズ・文

章のあらわす状況などが一目で分かるような

静止画像・イラスト・動画などを貼り付ける

ようになっているっ　ものの名前など，単純に

静止画像やイラストで表現できないものは，

動作をともなった説明的場面を児童生徒が演

じて入力することを想定している。

「つかうばしょ・とき・ばあい」「なんのな

かま？」「ことばのしゆるい」には，それぞれ

ポップアップメニューによって内容を選択で

きるになっている．。これらの項目については，

中学校・高等学校で扱われている文法と整合

性をとりながら，なおかつ小学校の児童でも

理解できるものを作成するため，現場での検

証を必要としている．コ

「さくLや」「さくせいび」「しゆうせい

び」とあるのは，これらの項目を作成した個
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人の功績と，さらにそれを充実させたという

経緯を記録しておくためのものである。この

項目が必要かどうか，あるいは児童生徒らに

よって支持されるかどうかについても，検証

していきたいと考えている。

画面には，「あたらしいもの」「けんさく」

というボタンが配置されている。「あたらしい

もの」ボタンは新規レコードを追加する場合

に使用する。「けんさく」ボタンは検索画面を

表示し，キーワード検索を行う際に利用する。

他には，「ぜんぶをいちどにみる」ボタンで一

覧表示をさせることができる。検索機能は，

一覧表示をしている際にも利用できる。また，

「？」ボタンによって，「このじしょのつかい

かた」の画面を表示させることもできる。

このマルチメディア辞書は，学習者自身に

よって作られ，改訂されていくものであり，

辞書としての役割を果たすと同時に，今まで

学習したことを記録していく，ポートフォリ

オ的な役割も担っている。また，データベー

スとしてファイルをコピーすることが容易な

ため，学校での学習場面で共有すると同時に，

個別の使用にも供することができる。

今後の課題ならびに研究計画

これまでの研究開発で，マルチメディア化

された教材を開発してきた。今後は，教材の

有効性について，実際の小学校英語活動の場

面で使用することによって検証をしていきた

いと考えている。それには，附属／ト・中学校

のご協力を仰ぎたいところである。本学附属

学校園においては，幼・小・中の連携を目指

して研究を進められているところであるが，

中学生がロールプレイをする小学生の指導を

担ったり，辞書の項目についてお互いに交流

したりすることも計画できれば，より効果的

であろう，。その点については，実行可能性の

有無も含め，附属校園と協議していきたいと

考えている。さらに、小学校での英語活動に

繋がるような、幼稚園での英語活動について

の研究を来年度以降考えていきたい。

部門の今後の研究方針

以上の研究をふまえ，来年度からは，新た

な3年計画として，コミュニケーション能力

の育成に焦点を当てた研究を行っていく予定

である。

具体的な研究プロジェクト（下位プロジェ

クト）として，以下の4つを考えている。

（1）小学校英語教育に関する研究：平成16年

度までの研究を発展させ，幼稚園から中学

校までを通した英語教育カリキュラムの開

発と，実践的な学習内容，方法，教材の開

発。国際的に通用する日本人育成を視野に

入れ，異文化理解の内容を盛り込むことも

研究する。

（2）学習における児童生徒のコミュニケーショ

ン能力育成に関する研究：効果的な学習を

進める上でのコミュニケーションの役割に

ついて研究し，実践的な授業方法，教材を

開発する。

β）子どものコミュニケーション能力育成のた

めのプログラム開発：学校で活用できる実

践的プログラムの開発。

（朔教師のコミュニケーション能力向上のため

のプログラム開発：教師は，子ども，保護

者，同僚と円滑なコミュニケーションを行

うことが，効果的な教育のための基盤とな

ると考えられる。これらのスキルを習得す

るためのプログラムと教材の開発。
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関連研究発表等リスト

（プロジェクト以外の個々の教員の研究発表は除く）

放射ows，S．（aX妃）学校崩壊再生のリーダーシ

ップ　学校教育研究セ．ンター特別講演会（映

像資料；鈴木正敏通訳）

寺尾裕子・古川雅文∴鈴木正敏・金栄淑・今

井裕之・吉田達弘（aXB）小学校における英

語学習への児童の態度に関する研究　学校

教育学会第14回研究大会発表抄録，11－12．

兵庫教育大学・小学校英語教育研究プロジェ

クトチーム（2（カ胎）附属学校における英語

教育に対する児童および保護者の態度に関

する調査研究　調査報告書

金柴淑（aX蜂）馳叫　崩bd】軸帥血

址血Ⅷh旬粕n証dhKom兵庫教育大学

学校教育研究センター特別講演会資軋ト9．

古川雅文・三野耕・鈴木正敏・岡秀郎（2（X姥）学

校教育に関わる商品化に関する国際調査研

究　平成14年度教育改善推進費（学長裁量

経費）による研究研究成果轍告書，乳101．

古川雅文（研究代表者）（aX鳩）子どものコミ

ュニケーション能力育成に関する研究　平

成15年度兵庫教育大学学校教育研究セン

タープロジェクト研究研究報告

三野耕・古川雅文・寺尾裕子・鈴木正敏・山

城新書・上西一郎・渡逓満・浅川潔司・今

井裕之・吉田達弘・岡秀郎・千駄忠至　学

校教育に関わる商品化に関する国際調査研

究　平成15年度教育改善推進費（学長裁量

経費）による研究研究成果報告書，lL16．

払n，Yα唱－S止（印刷中）lja汀紀r馳1匹W∝m邸止血

Genαd bldishqassesatKomnUniversides．

学校教育学研究，17巻．

寺尾裕子他（投稿準備中）小学校英語教育に対

する児童および保護者の態度　日本教育工

学雑誌

11癖，D．T．，＆K喝aW礼M．（投稿準備中）

Kno雨d詳♂甜d森山sh∝Ⅲ通G血on∬d

mdi喝dJ御伽e血．進路指導研究

学校教育研究センタープロジェクト研究発表会

学校問題解決研究部門専任教官・兼任教官・

及び協力教官　学校における児童生徒の学

習効果を上げるための総合的研究　兵庫教

育大学学校教育研究センタープロジェクト

発表会　加氾年10月，忽XB年2月，ⅩXB

年10月，2（X叫年3月，2α姶年11月
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学校教育に関わる商品化に関するt国際調査研究

研究代表者　古川雅文（学校教育研究センター）
研　究　者　三野　耕（学校教育研究センター長）

鈴木正敏（学校教育研究センター）
岡　秀郎（附属幼稚園長，学校教育研究センター協力教官）

1．問題と目的

学校教育研究センターにおけるプロジェクト

の特徴は，実践的研究プロジェクトであるとい

うことである。つまり，①研究者が考えている

教育の理論を現場に押しつけるのではなく，教

育現場において現に発生している問題をすくい

上げることを研究の出発点とする。②そこから

出発して応用可能な理論をさがし，また新たに

理論を構築し，さらにはその理論から導かれる

実践の具体的方法を考案し，実践するというプ

ロセスを重視する（例えば，上寺，1986参照）。

③加えて，その実践を検証し，一般化し，広く

利用可能な形にして，頒布していく。以上のプ

ロセスを①実践の理論化，②理論の実践化，③

実践の商品化とよび（三野，2（氾2），学校教育研

究センターのプロジェクトはこうした3段階を

念頭に置いて進めている。これをまとめたもの

が表1である。

裏1商品化までの過程

・実践の理論化

実践に学び，理論を構築する

・理論の実践化

理論から導かれる実践の計画，実行

・実践の商品化

実践の袷証．一般化．頒布

また，平成16年度に始まる国立大学法人化

において，各大学は，これまで以上に地域貢献

を行うと同時に，目に見える形での社会貢献が

求められている。これまで，どちらかといえば，

専門領域の研究と教育のみが重視されてきた大

学の体質改善が求められているといえよう。
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こうした背景の上に，本学においては，学校

教育において利用可能な教材・教具，教育プロ

グラム，研修プログラム等の開発と利用促進が

求められている。

ところで，このような商品化のプロセスやそ

れらの商品の利用は，海外におけるほうが，わ

が国よりも一歩先を行っており，一般に普及し

ているという実態があるように思われる。しか

しながら，実際にどのような内容が取り上げら

れ，どのような手順を踏んで，商品の開発，頒

布・販売が行われているかについての先行研究

は，みあたらないのが実状である。

そこで，本研究は，上記のように緊急かつ重

要な課題である，学校教育に関わる商品化ゐ諸

問題を，国際調査により明らかにしようとする

ものである。

2．調査方法

調査対象：英国ロンドン市グリニッジ地区，

プロムクラフト小学校の校長，教員，保護者，

生徒。同地区の教育委員会指導主事。グリニッ

ジ大学，及びケンブリッジ大学教育学部の教官。

飼査手続：調査は主として英国において行わ

れた。英国は，数年前より政府が教育に力を入

れ，学力向上をめざし，この側面ではわが国よ

り進んでいる。英国における調査は以下の手続

によった。

（1）プロムクロフト小学校における調査：英

国，プロムクロフト小学校は，ロンドン郊外の

グリニッジ地区にあり，幼稚園から小学校まで

の学年からなり，生徒数は全校で約560‾名であ

る。この小学校は，1900年代後半には全英の学

力テストで，平均値以下であったが，2000年代



に入って，ほぼ平均に近い点数になっている。

周辺は，閑静な住宅街で，労働者が多く移民の

姿も見かけた。

今回は，学力テストが全英でもほとんど最低

の荒れた小学校を，学校改革によって，最高点

に近い得点を得るところまで再生させたシャロ

ン・ホローズ校長がこの小学校に赴任したとの

ことで，その状況等の視察も兼ねて訪問した。

さらに，幼稚園と小学校の両方を兼ねている学

校としては，本学の附属学校と同様であり，幼

少連携教育の様子についても視察した。

調査の中心は，授業観察と，校長および教員

へのインタビューであった。また，保護者への

インタビューも行った。加えて，実際に授業で

使われている教育プログラムの実践を観察し，

その会社の派遣指導員に，商品化についての実

状を聴取した。

（2）教育委員会：ロンドン，グリニッジ地区

の教育委員会指導主事に話を聞いた。主として，

教育プログラム，教員研修，教材や教育プログ

ラムの利用状況等についてインタビューした。

（3）大学教官：グリニッジ大学およびケンブ

リッジ大学教育学部の教官に，大学における教

員養成カリキュラム，現職教員への研修プログ

ラム等，および教材や教育プログラムの開発に

ついて質問した。

グリニッジ大学の教官とは，プラムクラフト

小学校で面接し，ケンブリッジ大学の教官には，

大学に出向いて面接した。

蘭査時期；2002年11月12日－11月19日
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3．結果と考察

以上の調査から次のことが明らかとなった。

（1）商品化の方法と過程について

①商品化にあたっては，消費者のニーズがど

こにあるかを把握する必要がある。また，それ

だけでなく，一歩先を見越しての商品を考える

必要がある。このためには，学校現場のニーズ

調査とともに，最新の教育実践，教育研究情報

を常に取り入れる必要がある。

また，学校教育現場におけるニーズは，教師，

保護者，児童生徒によって異なっていることが，

面接調査から明らかになった。このため，これ

らについて多角的な調査が必要である。しかし

ながら，最終目標は，児童生徒の学習と成長発

達にあることを銘記しておく必要がある。

②次に，学校教育への応用の場合，革命的な

アイデアでなくとも，現場で利用しやすいよう

なモジュール形式にすることで，十分に商品と

して利用されると思われる。

③商品の形態としては，物理的な「物J　にこ

だわる必要はない。商品の形態は様々である。

例を挙げれば，紙やプラスチックで作った教材，

CD教材，冊子の形をとることが多いが，電子媒

体としてインターネットで利用してもらうこと

もできるし，研修を一つの商品としたり，ある

プログラムを実践できる人材を派遣することも

一つの商品であるといえる。

④商品の開発には，チームによる共同作業が

必要である。そのチームでは，各自の専門性を

生かすとともに，報告・連絡・相談といったメ

ンバー間の緊密なコミュニケーションが必要で

ある。また，強力なリーダーが全体の管理運営，

効果の発表・宣伝，利潤のメンバーへの還元と

いったことをこなす必要がある。

⑤商品化にあたっては，学校教育現場での実

践とそこからのフィードバックが不可欠である。

また，いちいち情報を収集するだけでなく，教

育現場の声を逐次受け付けたり，教育実践を自

動的に電子化して蓄積できるようなシステムを



工夫する必要があろう。

最後に，広く利用してもらうためには，宣伝

が必要である。この場合，教育委員会との提携

または協力，修了生等の人的ネットワーク，イ

ンターネットを活用した宣伝等が有効である。

このためにも，本学独自の情報ネットワークの

構築と，学校における教育の情報化が必要であ

るといえる。

図2プロムクロフト小学校における授業風景

（2）商品化する内容

商品化する内容については，さまざまなもの

が考えられる。現在，学校教育研究センターで

は，「学校における児童生徒の学習効果を上げ

るための総合的研究」，「問題解決に要求される

『確かな学力』を育成するための情報通信技術

の応用と教師の情報活用の力量形成に関する研

究」，「子どもの自然体験活動において学校教員

に求められる指導資質能力に関する研究」とい

う3つの研究プロジェクトを実施し，そのなか

で，教材開発，教育プログラム開発，共同学習

ソフトウェア，自動翻訳ソフトウェア，教員用

ブックレット等の開発を行っている。ここでは，

以下，特に学校問題解決研究部門における商品

開発を中心に，その内容と開発のコンセプトに

ついて論述する。

学校問題解決研究部門における商品化の内容

と方向性については，次の表2のようなものが

考えられている。ただし，具体化のためには，

さらに周到な準備と計画が必要となる。
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表2商品化の内容と方向性

・教材，プログラム，研修（ワークショップ），

人材のパッケージ

・卒業生・修了生ネットワーク，学校教育学

会の活用，研究会組織の構築，活用

・学校管理職（校長・教頭）のリーダーシッ

プ研修

・何でも相談室の活用，教育援助チームの結

成と活用

・問題行動傾向をもった幼児児童生徒をスク

リーニングするための心理テスト

・教師，保護者，生徒，地域の参加するチー

ム結成のコンサルテーションと援助

次に，表2のなかで，今回の海外調査の目的

の一つでもある学校管理職のリーダーシップに

ついて考察する。NHKでも放映されたシャロン・

ホローズ校長の学校改革の概要は，彼女へのイ

ンタビューも加えて，これを整理すると，表3

のように要約される。

表3シャロン・ホローズ校長の学校改革とリー

ダーシップ　（強力なリーダーシップ）

・保護者を巻き込んだ

必ず一緒に宿題をやるという誓約書を書かせた

・目的の明確化（子ども第一主義）

・人事（ヘッドハンティング），資金の確保

・教え方の下手な教師の授業指導

1授業の目的を子どもに明確に示す

興味を持たせる内容と方法を用いる

上手な教師のやり方を観察させる

・アシスタント（メンター）の活用

・ときには規則をも無視するような熱心な活動

・学外者のアドバイスを聞いた

シャロン・ホローズ校長によれば，表3のよ

うな強力なリーダーシップは，学級崩壊などで

荒れた学校の場合に，特に有効であるという。

しかし，ある程度学校が落ち着き，さらなる目



標をめざしての学校改革が必要な場合には，教

職員の自律性と意欲を高め，それによってチー

ムの士気を高めるようなリーダーシップがより

有効であるという。これは，いわゆるテンパワ

ーメントのリーダーシップとでもよべるもので

あろう（渕上，1995；古川他，2002：Norden－

Powers，1994）。このリーダーシップの特徴を

これらの参考文献と，ホローズ校長への面接内

容をあわせてまとめると，表4のように整理で

きる。

表4エンパワーメントのリーダーシップ‘

・眉標（ビジョン）を明確にする

具体的でわくわくする内容（インスピレーショ

ン）を含むこと

・「ビジョン会議」の開催

教育委員会，保護者，教師などなるべく多くの

関係者を参加させる

・情報を共有する（開示する）

・自分の方が得意でも，まかせる

・コミュニケーションを人間関係

人の話をよく聞く（傾聴）

相手を受け入れる

自分の意見を上手に主張する

・多くの人々を巻き込む

家庭，学校，地域の協力，人的資源の活用

・危険を冒す勇気（やんちゃ）

少しぐらい規則に違反していても

・自主自立　－→　内発的動機づけ

こうした学校改革のためのリーダーシップに

関して，学校教員や管理職を対象とした研修プ

ログラムを開発したり，学校改善を目標とした

アクションリサーチを計画し，学校教育現場の

教職員と共同で教育研究実践を行っていくこと

が一つの商品化の形であると思われる。

なお，こうしたリーダーシップと共同実践・

共同研究の原理は，ひとり学校問題解決研究部

門の商品開発に関わるというよりは，学校教育
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研究センター全体の研究体制，ひいては，兵庫

教育大学のこれからの研究体制の一つの理想的

な原理を提示しているとも考えられる。

結論

以上の結果より，商品化の過程と方向性をあ

る程度明らかにすることができた。すなわち，

商品化にあたっては，ニーズ調査，商品化の形

態の柔軟性，チームによる共同作業，指導者の

リーダーシップ，宣伝とネットワークなどが重

要であるといえる。

ただし，未だに十分明確でない点がある。た

とえば，具体的に商品化する内容，e－ラーニン

グの利用可能性，海外における学校教育，特に

学習指導と学級経営の特色の詳細等である。こ

れらの諸点について，より詳細に解明し，商品

化を具体化していくために，さらに調査が必要

であろう。

加えて，なるべく労力を少なくして商品開発

し，広く学校教育現場に流布していくためには，

学校教育の情報化によって，教材，学習指導案，

教育プログラム等の情報が自動的に蓄積され，

それが多くの教員に利用されうるような情報シ

ステムが有効である。こうしたシステムの開発

もまた，商品化に関わる緊急かつ重要なこれか

らの研究課題であると考えられる。
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学校教育に関わる商品化に関する国際調査研究

研究代表者　三野　耕（学校教育研究センター長）
研　究　者　古川雅文・寺尾裕子・鈴木正敏・山城新書・上西一郎（学校教育研究センター）

［学校教育研究センター兼任教官］渡遺　構（生徒指導講座）
［学校教育研究センター協力教官］浅川潔司（教育臨床講座）・今井裕之（言語系教育講座）

吉田達弘（言語系教育講座）・岡　秀郎（附属幼稚園長）・千駄忠至（生活・健康系教育講座）

I．研究全体の問題と目的

本研究は，平成14年度に行われた研究の継続
研究である。即ち，学校教育研究センターにおい
て平成14年度から3年計画で設定されたプロジ
ェクト研究の特徴である「商品化」実現のため，
諸外国における実情を視察し，情報を収集してプ
ロジェクト研究の推進に役立てようとするもので
ある。
本年度は，学校教育研究センターで取り組んで

いるいくつかのプロジェクトに対応した調査研究
を3カ国で行った。すなわち，（1）米国においては，
児童生徒の社会性発達促進と問題解決を中心に調

査した。（2）ニュージーランドにおいては，①eラ
ーニング，②遠隔言語教育，③体験学習について
調査した。さらに，（3）韓国においては，小学校英
語教育に関する調査を行った。

Ⅱ．米国における調査研究報告

1．調査日的

①特別な援助が必要な児童生徒のスクリーニ
ング検査，②児童生徒の社会性発達を促進する
プログラム，③スクールカウンセリング，の分
野で先進的な研究と実践が行われている米国の

大学と学校を訪問し，情報を収集す．る。これら
の情報をセンターの学校問題解決研究部門で行
っているプロジェクトの「商品化」に役立てる。

2．調査方法
照査地域と対象校：ルイジアナ州ニューオーリ

ンズSoutheastem huisiana大学，マサチューセッ

ツ州ウースターClark大学，テネシー州ナッシュ
ビルVan血舟ilt大学，カリフォルニア州ペタルマ

casaGr弧血高等学校。

蘭査手続：調査は以下の手続によった。

（1）SoutheastemI，Ouisiam大学：D．Shwalb教授
に面接し，情報提供を受けた。

（2）Clark大学：M．Bamberg教授に面接し，ナラ
ティプ心理学の立場からのコミュニケーションに

関する研究情報を得た。

P）Vanderbilt大学：Ken批dy Center（障害児教育

センター）のJ．Rosemergy所員らの協力で，さま
ざまなプログラム等を観察し，アセスメント用具

についての説明を受けた。さらに，FastTfackPrqiect

－　61一

スタッフのAl1ison Fidler氏に面接し，同プロジェ
クトの内容についての説明を受けた。

（4）Casa Grande’高校：スクールカウンセラーの
D訂rylYa由氏より，業務の実際等について説明を
受け，授業や業務の様子を観察した。

蘭査時期；2004年2月25日－3月8日

3．結果と考察

（1）特別な支援を要する児童生徒へのアセスメ

ントとスクリーニング

ADHDのスクリーニングテストにしては，7種
類くらいあり，それぞれ長所と短所がある。我が

国では，十分な開発がされておらず，早急に有効
な尺度を開発する必要があると考えられる。

Fast Thck Prqjectにおいては，主として教師と
保護者による，チェックリスト形式のスクリーニ

ングテストが使用されていた。特に，幼児や低学
年児童に対しては，質問紙法による査定に無理が

あるので，参考になる方法である。

これらのアセスメント用具の利用に関しては，
米国では，法律，規則，および組織が整備され，
組織的に行われていることが明らかになった。

（2）社会性の発達を促進させるプログラム

Ⅵmderbilt大学のFirstTrackPrqjectサイトにおい
て，児童の社会性発達のためのプログラムに関す
る情報を得ることができた。以下に，そのプロジ

ュクトの概要を説明する。
fAST Trackプロジェクトは，子どもの問題行動

に対する予防介入プログラムである。その特徴は，

包括的・多角的であり，子ども，学校，家庭をす
べて含んだ活動である。米国のNationdIns血融e or

Mental Heal也の補助金を受け，4つの州にわたる

地域で同時に行われている（対象校は封小学校）。
プロジェクトの主たる目的：将来の犯罪の予防。

アセスメント方法：危険性の高い子どもの査定

には，小学校入学前にスクリーニングがなされる。

（1）教師による幼稚園児の攻撃行動，反抗的行動の
評定，（2）親による家庭での子どもの行動評定。

介入手続：主として子どもの社会性と読書能力

の促進，親の子育てスキルと親子関係の改善に焦

点をあてる。授業，課外活動，家庭訪問などさま
ざまな機会を作って実施。

＜全体的介入＞　n汀H（蹄omo血g刃temadve

Thinking Strategies）プログラムを使用。週に2－3



回，（a）感情の理解とコミュニケーション，（b）友達

付き合いのスキル，＿（C）自己コントロール・スキル，
（d）社会的問題解決スキルの4領域に関するレッス
ンを担任教師が行う。
＜選択的介入＞　友達グループ，親グループ，

親子の共有時間，学業の個別指導といった多様な

介入が，当該児童グループに対してなされている。
＜個別支援＞　個々の児童への支援としては，

家庭訪問，ピア・ペアリング，学業の個別指導が
行われている。

（3）スクールカウンセラーの業務

米国におけるスクールカウンセラー（以下SC
と略記する）の業務について，以下のことが明ら

かになった。

・米国のSCは，特に治療を要する生徒のみを
対象とするのではなく，包括的・予防的サービ

スを学校全体の生徒に提供している。
・Casa Grande高校には担任教師がおらず，進路

指導，勉強・成績に関する相談，個人的相談な
ど，日本では担任教師が行う仕事を，ガイダン

ス授業も含めて，すべてSCが行っている。
・SCは，相談室で来談者を待っているだけでな

く，校内を巡回し，クラスに入り込み，チャン
スをとらえてカウンセリングを行っている。

・不登校など，生徒に問題が生じたとき，およ

び援助を必要とする生徒がいる場合には，法律
に基づいたチーム援助による対応がなされる。

以上の得られた情報と資料をもとに，センター
のプロジェクト研究で目指されている「児童生徒

の社会性発達促進のためのプログラム」，「教員の

カウンセリングスキル向上の研修プログラム」の
開発と商品化に活用していきたい。

（古川雅文・浅川潔司）

Ⅲ．ニュージーランドにおけるeラーニン

グに関する調査

1．日程

平成16年3月15日－21日

2．ワイカト大学における調査

（1）ワイカト大学におけるeラーニング

日本の大学，特に兵教大で現在構想されている

e　ラーニングとは，かなり趣を異にしている。サ
テライト教室のような離れた場所に学生を集め，

通信衛星やインターネットを利用するテレビ会議

によりリアルタイムで講義を行う，対面模倣型の

遠隔教育には，彼らはほとんど関心を持っていな
い。これには以下のようなポイントがある。

・一般家庭などバラバラの場所で，学射ま教育

を受ける（サテライト教室の概念が無い）
ニュージーランド内，特に家庭でのインター
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ネット接続環境は，アナログ電話回線＋モデム

接続など，低速ナローバンドがほとんどである
・各学生とのテレビ会議では，全ての学生に対
し等しくサービスを提供することができない

・現在，国内・国際間ともインターネット回線

の混雑状況が一定でなく，必ずしも安定したテ
レビ会議の運用が見込めない

そのため，各授業のⅥ旋bページ上に課題や評価
基準，文書や静止画（一部動画）といった教材が

載せられトそれを見た学生は課題に取り組んだ成

果をメールや電子ファイルとして講師に提出し，
評価結果や進捗状況がWebページに掲載されると

いう，Webに基づいた非同期的な遠隔教育が行わ
れている。また，学生同士の情報交換領域（Wcb

上の電子掲示板）や，講師との電子メールによる

質疑応答も併用されている。授巣によってはコン
ピュータとインターネットだけに頼るわけにはい

かないので，電話やファクシミリ，学生からの課
題提出等で郵送を併用している講師も多い。

なお，本学で構想されている　eラーニングの詳
細については，e　ラーニング研究開発ワーキング

グループによる報告書「兵庫教育大学eラーニン
グ白書・2∝蜂」をご参照いただきたい。

ワイカト大教育学部のcラーニング環境は，教

育学部がシラバスや研究者情報など各種の情報を

提供している「edLinked」と，大学独自のeラー
ニングプラットフォームである「ClassFbn皿」，そ
して学生にとって教務窓口に相当するポータルサ

イトである「igate」が有機的に連携して運用され
ている。約30人の学生の授業がeラーニングでの
標準想定であり，多い場合では60人近い学生が

いるクラスもある。評価は完全にオンラインであ

り，提供されている情報やテキスト等を参照しな
がら，ポートフォリオを仕上げるのが標準的な流

れである。提出は学生が作成した電子ファイルを

ClassFonmにアアブロードする形が中心であり，
必要に応じて掲示板によるディスカッションや電

子メールによる指導も交えながら学びを深める。

qassFonlmには使いやすいディスカッション環境
が組み込まれている。各々の書き込みには学生の

登録済プロフィールが自動的に添付される。それ

らの書き込みに対してさらに別の学生がレスを書
き加えていくといった流れで，ディスカッション

が深められていく仕組みとなっているd

また，キャンパスの講義室で実際に対面する授

業であっても，ほぼ全てのクラスでこのような環
境が補助的に使われている。

（2）ワイカト大学のeラーニングサポート体制

ワイカト大の教員のコンピュータ操作スキルは，
一通り不自由のない程度備わっている。彼らは教

材となるWebページを自分たちで作成し，電子メ

ールや電子掲示板で学生を指導し，提出された電



子ファイルを評価して学生にフィードバックする。

そのため，ワイカト大教育学部の「CⅧ1匹terand

Ⅵ厄bSup匹止1kam」は，－eラーニング環境の維持管
理や，教育学部内に設置された学生用コンピュー

タの管理，eラーニング環境に関する教員からの
質問への対応など，基幹インフラ部分に限定され

る。教育コンテンツの作成やeラーニング環境へ
の登録といった教育に関する作業を，教員に代わ

って担当することはない。教員向け操作研修とし

ては，最初の一週間の研修に組み込まれており，
後はWeb上に操作ガイドのツアーが自習用コンテ

ンツとして提供されている。学生向けは入学時30
分の利用ガイダンスのみである。また，学生から

のリアクションに対して教員が満足に応えないと

か，反応までの時間が長いと，サービスが惑いと
して，学生から厳しい抗議がなされる。

ワイカト大学教育学部内の学生用コンピュータ。
図書室内にあり、端末の奥にはディスカッション用の
テーブルが見える。利用することが出来る。

（3）ワイカト大学一兵散大・学教センターのテ

レビ会議

ワイカト大学では，テレビ会議を行うのにイン
ターネットは不安定で，確実な接続は難しいと考

えている。最初，我々が訪問中にテレビ会議を提
案したとき，彼らは確実につながる国際間デジタ

ル電話回線（ISDN）による接続を希望した。しか

し最終的には，こちらの事情を理解して，今回の
会議のためにインターネット対応のテレビ会議シ

ステムを購入してくれた。

音声についてはほぼ問題なく双方向でのコミュ
ニケーションが可能であった。しかし，画像につ

いては時々途切れ，鮮明さに問題があった。

しかしながら，音声を中心としたコミュニケー
ションには一応使えるという結果が得られたので，

事前の打ち合わせを十分にすれば，遠隔合同会議
や，共同研究，共同授業で利用可能である。

なお，ワイカト大学のキャンパスには，工学系
や事務室を中心に衛星アンテナが設置されており，

NHK World（NHKの衛星国際放送）が実際に受信

されている。このため，画質や音質にこだわった

伝送環境が必要であれば，兵教大に衛星中継車を
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持ち込み，PanAmSat－8衛星のトランスポンダーを

時間借りすることで，ワイカト大側で受信設定を
行えば，放送級の品質で映像・音声をワイカト大

に送信することは可能である。しかし，ワイカト

大からのアップリンクについては未確認のため，
双方向で高画質の通信が出来るかどうかは不明。

3．マッセイ大学における調査

マッセイ大は通信教育の流れから発展した，

We旺汀をeラーニングプラットフォームとする遠

隔教育環境（Mass－e－ba血喝）を積極的に展開し
ており，教員も学生Ⅵ屯bにアクセスすることが前
提となっている。また，講義室での対面授業で行

われるクラスでも，学生の登録数が5人以下であ

れば，強制的にWeb上での開講に移行させられる。
マッセイ大におけるeラーニングについては，

基本的にはワイカト大と同様，非同期の遠隔教育
である。また，htemd・Ex血nu血を問わず，Ⅵ屯b

が利用されている。また，恥b－SupI氾鵬cd（資料等
をWebに乗せるような補助的な形態で，学生にと

っては必ずしも必須でない），Web－b血anced（必

ずしも絶対ではないが，多く　Webを使う形態），
Web－Based（Webを使って学習を進められること
が学生に完全に求められる）の3つの形態で分類

されており，各授業について教員が選択する。

教材コンテンツ作成や登録など，教員にコンピ
ュータスキルが要求されるのはワイカト大と同様
である。しかし　強力な事務組織がサポートして

おり，電子ファイルとして教員が提出した教材を，

印刷・製本して学生に郵送したり，学生からの郵
送提出レポートを授業担当教員に届けるといった

サービスが展開されている。教員は学生指導に集

中できるが，Wゐ利用にあたっては，教員が自分
で電子的に登録したり，学生指導したりする。

また，eラ∵一ニングで学ぶ学生は，5人で共同体

を組織される。特にExtram血の学生の場合，一
人で学ぶことは不安にもつながることが多く，自

分と同じように学ぶ学生とグループを組むことで，
互いに相談することが出来る。また，そのための

オンラインコミュニティ空間も提供されている。

さらに，動画などのコンテンツを学生に提供す

るために，教員はCD－ROM作成環境を利用でき
る。動画，静止画，プレゼン，Webページ等，必

要なファイルを選択し，順番などを指定すれば，

CD－ROMへのデータ焼き込みが完了する。後はこ
れを学生に送付すれば良い。また，動画やnash

等の手間のかかるコンテンツについては，サポー

トデスクによる技術的支援を受けることが出来る。

4．おわりに

サテライトキャンパスへの遠隔教育が中心とな

る本学のe　ラーニングと，通信教育の歴史から発

展したニュージーランドのそれはかなり異なって



いる。本学が将来，完全にインターネットで完結

するeラーニング教育を行うには，個々の教員の
コンピュータ技術向上と，強力なサポート体制の

設置が欠かせないといえるだろう。これらの調査
で得られた情報を本学のeラーニング環境構築に

活用したい。　　　　　　　　　　　　　　（山城
新吾）

Ⅳ．ニュージーランドにおける遠隔言語教

育プログラムの調査
1．　日的
本研究は，ニュージーランドにおける遠隔言語

教育プログラム，教材などの実地調査を行う。将
来的な，非同期的な環境での言語教育を視野に入

れ，既に学校教育に遠隔教育が導入されてI、るニ
ュージーランドでの実情に関する情報を収集する。

2．調査方法
ワイカト大学，マッセイ大学を訪問し，（1）日

本語教育担当教員への面談，（2）遠隔教育担当教
員等への面談から大学教育・学校教育における遠
隔教育の現状についてなどの聞き取り調査をする。

3．調査結果
（1）ワイカト大学における遠隔教育と日本語教育

ワイカト大学訪問の目的の一つは，遠隔教育に
おける言語教育（日本語教育）の現状を実際に見
て，兵庫教育大でのeラーニングでの日本語教育

の実践を進める助けにすることであった。遠隔教

育についての報告は山城助手からなされるが，こ
こでは教育の手段としてe　ラーニングを実践する

予定の一教授者から見た遠隔教育について述べる。
ワイカト大学の遠隔教育は　今年で8年目を迎

えている。Dr．Mitchellの話では，当時は一部の
熱心な教員が遠隔教育の立ち上げに尽力したとの

ことであった。コンピュータに詳しくなくても　e

ラーニングを実施することができるかどうかが筆

者の興味の中心でもあるし，これからの大学人に
とって，避けて通れない問題であると思う。実際

にコースを開講している　Prof．Keown　の説明は大

いに参考になった。Web－basedで学ぶ場合，まず

もっぱら文字を読んで行くことになる。どのよう
に学習を進めるかが適切にデザインされているこ

とが必要である。Prof．Keownのものでは，トピ
ックの提示のもと，そのトピックに関する基本質

問，読むべき基本文献資料，基本ウェッブサイト

情報が載せてある。必要な文献購読の後，学生は

盛り込むべき内容，長さなど決められた条件を満

たしながらポートフォリオを作成する。次にディ
スカッションである。評価のスキーマも載せてあ

り，何が求められているのかが明確であるので学
生は安心して学習を進めることができる。

ワイカト大学では「日本語」を主専攻としてと
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ることができる。その場合，普通は3年で学位が

とれるが，学部入学以前の日本語習得の状況によ

って，4年かかる場合もある。また，副専攻，あ
るいは’S叩pO血ng su句ect’としても「日本語」を選
択することができる。専任の教員は3名である。

受講学生の人数が減ってきているので教員数が削
減されたと聞いた。大学で準備されている
ClassForumを使用しているが，学生に何かを知ら

せる場合と聴解練習用に限るとのことである。
（2）テレビ会議について

遠隔教育に繋がる実験として，テレビ会議シス
テム利用の会議をワイカト大学と兵庫教育大学・

学校教育研究センターを結んで2004年3月17日
に実施した。

ワイカト大学での参加者は以下の通りである。
Dr AIcorn，Prdf．Moss，支援スタッフの2名，

そして兵庫教育大学の我々4名（千駄，上西，寺

尾，山城）。兵庫教育大学側の参加者は，学校教
育研究センターの成田教授である。1時間半近く

に渡って，双方向的で，同期的な会議が持たれた。
議題としては，ワイカト大での遠隔教育と我々が

訪問によって学んだことなどであった。画像と音
声のずれがあり，衛星回線を通じてのものに比べ

ると質が落ちるものの会議としては十分なレベル

であった。語学の授業に利用するとなると，入門
レベルの音声指導では不十分であるが，中級レベ
ル以上でのオーセンティックなコミュニケーショ

ンを実践する手段としては利用出来ると判断した。

今回のテレビ会議のためにワイカト大学側では

設定を変更してくれたわけであるが，今後の共同
での研究等価値のあるものを提案し，一回だけの

イベントとして終わらせたくないと考える。
（3）マッセイ大学における遠隔教育と日本語教育

まず，Dr．Andersonのプレゼンの資料を参考に，

マッセイ大学のeラーニングについて述べる。マ
ツセイ大学ではキャンパスに通って授業を受ける

コース（Internal）と，WebCTでデザインされたe
ラーニングでの遠隔学習コース（Extramural）とを

同等のものとみなしている。非同期的なテクノロ

ジーを大切なものと考えており，WebCTを使用し

て何百ものコースを提供し，何千人もの学生が学
んでいる。オンラインプログラムとしては1995－

1996年度に開発され，初等教員養成教育にまず利

用され，その後中等教員養成にも拡大された。大

学に新たに採用された職員のためには研修があり，
その後も必要な場合に問い合わせをする部署が準

備されている。また，Web上にトレーニング用の

ページがあり自学出来るようになっている。
マッセイ大学における「日本語」教育の歴史は

古く，1965年に遡ることができる。調査時現在4

名の専任教員が在籍している。他のコース同

様，’Internal’，’Extramural，両方のコースが存在



している。1年生は英語で講義がなされる，Modern

Japan，という科目が必修となっている。学生のた
めの教材などがweb上にあるかどうかはそのコー
スを担当している教員によるようである。ない場

合はCD－ROMで学生に配ることになっているよう
だ。遠隔で学ぶ者と，通学で学ぶ者を区別しない

ところから，通学生が授業に出席することを重要

視せず，欠席が多いことが問題として担当教員か
ら報告された。日本語のように語学の授業では定

期的に出席することも大切であるのでこれは悪い

影響が出ている例であると考えられる。
（4）今後の本学での取り組との関わりについて

両大学は，非同期的なweb－basedのeラーニン
グでは既に我々の遥か先を行っている。教職員の

レベルも高く，専従のサポーティングスタッフが
雇用されていて教員は自ら担当する科目・コース

の内容に責任を持つことは当然であるが，その材

料を作成した後は専従のスタッフによってwebに
載せてもらえることは本学でも取り組んでほしい。

日本とニュージーランドでの共同の日本語教育

をe　ラーニングで実践することを希望していると

ころであるが，イベントではなく，事業の一環と
して学生が出席しなければならない形のものでな

いとワイカト大では参加するのが難しいとのこと

であった。また，学生の使用するコンピュータで，
日本語の文字が読み書き出来るようにすることか

らはじめる必要がある。ワイカト大の教育学部で
は兵庫教育大とつないで使用出来るシステムがで

きたので，早い時期に具体的な中身を考え，共同
研究の形で進めることが望まれる。

この調査で得られた知見を，本学における日本
語教育に活かしていきたい。　　　　（寺尾裕子）

Ⅴ．ニュージーランドの体験教育の調査
1．日約

本研究は，NZの体験教育情報を収集し，プロ
ジェクト研究や「商品化」研究の推進に役立てよ

うとした。そのため，体験教育に造詣が深いワイ

カト大のP．コーエン教授研究室を訪問した。本報
告はその内容と，教育省の「EOTCガイドライ

ン」等の参考資料をまとめたものである。

2．EOTCとは

EOTCとは，Education Outside The Classroom or

EducationOutsideTheCentreの略語で，教室や幼少

年センターから外へ出かけて体験学習することを

指している。例をあげると，近所へ出かけたり，
プッシュで一週間キャンプしたりあるいは博物館

などの諸施設へグループ訪問することなどいろい

ろな体験活動教育を意味している。特にCは教室

及びセンターの頭文字であることを，初等，中等
教育担当教師は熟知しているとのことである。
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3．EOTCの教育目標及びめざす学習成果

・小，中学生に学習内容に関連．したことやそれ
を深める楽しい経験をさせるための機会を設け
る教育。

・自分たちの持っている地域的な，国家的なあ

るいは世界的な伝統や遺産を正しく評価したり，
感謝したりする精神を養う教育。

・色々な視点から自分及び他民族（筆者注　マ

オリ）の土地や，天然資源あるいは環境保護な
どの知識・理解を深める教育。

・子ども達に学ぶ楽しさを感じたり冒険心やチ
ャレンジ精神など養う教育。

・都会や地方やときには荒野等を安全且つ自信
を持って動き回ることに必要なスキルを身につ

けさせる教育。
・自他を尊敬する精神を養う教育。

・責任を持って自分自身を生涯に渡って，ある

いは長く連続的に，あるいは楽しく学習しつづ
け，磨き続ける人に育てる教育。

・多様性を認め，公明正大の精神を養う教育。

4．EOTC実施計画案

（1）時間
授業は，1時間たっぷり体験活動中心に過ごす

という例が大変多い。（日本では，いわゆる座学

が中心である。）また，1日単位のデイ・トリッ
プのような体験活動もしばしば設定され，日本の

年に1回あるか無いかという程度の1日遠足とか，
1日工場見学とは，桁外れともいえる回数である

ようだ。毎週，頻繁に1時間または数時間校外学
習にでかけているようである。その他，学期末に

は地域のいたるところにつくられている数多くの

施設を使って，必ず2・3日あるいは1週間連続
規模の体験活動が実施されているようである。

（2）EOTC実施計画例（表1参照）

（D浜辺に住んでいる人や働いている人に，話し
かけてみよう。自然界の音を聞いたり，録音した

りそれらについて話し合ってみよう。
②民家に用いられているモザイク模様や対称的

な構造建築物の数をグラフに表して発表するため

の資料を集めよう。

③　人々が周りの風景や環境に溶け込もうと
してきているか探索しよう。

④－⑦　略

⑧歩くこと，走ること，投げること，平衡感

覚や野外ダンスや自由遊びなどの肉体的スキルを
伸ばそう。

5．今後の展望

NZにおける体験活動指導の特徴の1つは，活
動目標や内容が子ども達にわかりやすく提示され

ていることであった。自然体験活動指導における

子どもの活動計画作成や教員の指導計画作成を支



援する「リーフレット」類を創作し，それの「商　　品化」を研究する際に，上記の面接内容と「カリ

表1EOTC実施計画例
groundsand　environs 1∝aI匹Op】e and places urban　areas m laland natural places

b 噂uage
（国語科）

ビーチトリッ　プ後

の作文①

M athem atics

（数学科）

対称図形やモザイク

加工した物を歩きま

わって見つけよう②

Scierにeand Environm ent
（理科と環境科）

バリエニシダ群落の

観察③

TechnoIogy
（技術科）

港で，クレーンの動

きの観察④

SociaIsciences
（社会科）

訪問者のもてなし方

実習⑤

The　arts
（芸術科）

練習中の楽団員にイ

ンタビュー⑥

Physicalandpersonal

developm ent
（保健体育科）

アドベンチャーゲー

ム，問題解決学習⑦

学期末キャンプ⑧

キュラムガイドライン」を参考資料として，役立
てたり，活用していきたい。

（千駄忠至・上西一郎）

Ⅵ．韓国における小学校英語教育の現状に関
する研究

1．研究目的
外国語コミュニケーション能力の向上を目指し

ている，韓国の小学校の英語教育について，その
現状と問題点を把握し，英語教材開発に役立てる。

2．研究の手続き
2004年3月15日から19日まで，韓国・ソウル

教育大学（WonKey LEE教授）ならびに大邸教育大

学（Yong－Suk KIM教授）を訪問し，韓国での小学

校レベル英語教育について情報を収集・検討した。

3．結果と考察

ソウル教育大学のWonKey LEE教授は，韓国にお

ける英語教育の政策決定について，重要な役割を
果たしてきた。その中でも，小学校への教科とし

ての英語教育導入について，その背景や導入過程

に関する情報を得た。特に中等教育レベルでの英

語教育が，日本と同様の読解・文法中心であるこ
との反省から，コミュニケーションを中心とした

プログラムを目的として導入したこと，また小学

校レベルの教育内容そのものが中学校・高校レベ

ルでの英語教育に影響を与えるべく教育課程の編
成をしたことなどが言われた。初等教育から中等

教育への連続性の問題や，入学試験との関わりが，

コミュニケーションを育てる方向へと統一して変
革される必要性があることが，韓国における教育

政策の中で重要視されてきたといえよう。

大邸教育大学訪問に際しては，Yong－Suk KIM教
授からの情報提供を得た上で，大邸教育大学附属

初等学校および北大邸初等学校を見学した。
附属初等学校では，情報機器を効果的に活用し

た授業を見学することができた。パソコン上でソ

フトウェアを利用した個別の指導のほか，クラス

全体を対象とした指導では，テレビコマーシャル
を使って文字への関心を喚起するような活動が見
られた。また初期のフオニックスの導入などがな

されていたが，多くの生徒がすでに学校外の教育
機関で習得している様子がうかがえた。

一般公立学校の北大郎初等学校では，担任教師

によるAll Englishの指導を　見学することができ

た。1時間の授業を担任がすべて英語で指導をし，
身近なクラスメイトを登場人物とした簡単な物語

を楽しむ姿が見られた。また，小グループに分か
れて英語を使用したゲームや，言語活動が行われ

ていた。他にも，教室にはさまざまな活動を可能

にする視覚教材や劇化のための材料などが準備さ
れており，子どもたちが年間を通して多彩な活動

を経験していることが理解できた。それら教材に

ついては，KIM教授らの指導のもと，地元教員が

研修の機会をもつ際に，お互いの教材を持ち寄り，
共有化しているということであった。

韓国では初等学校に英語を導入した時点で，全

ての教員に研修を行っており，水準を支える機能
を果たしているようであった。しかし，学校外教

育機関の存在や全ての教員に研修がどれほど浸透

しているかについては，未だ課題を　残しているよ
うであった。

これらの調査結果を，現在プロジェクト研究と

して行っている小学校英語教材の開発における「商
品化」に役立てたい。
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研究の概要

1．日本と韓国における小学校英語教育の比較研究

学校教育研究センター外国人研究員・金柴淑氏を中心に，日本と韓国における小学

校英語教育の現状について，教材，資料，調査データ等を基に議論し，両国の小学校

英語教育の特徴を明らかにするとともに，その比較から，日本の小学校英語教育への

提言を行った。

2．小学校における英語学習への児童および保護者の態度についての調査研究

兵庫教育大学附属小学校の児童と保護者を対象に，英語教育に対する態度を調査し

た。

調査内容としては，児童には，①英語文化・英語学習への態度と経験，②英語学習

の結果，できるようになりたいこと，③学習方法に関する態度，保護者には，①英語

学習への態度と知識，②英語学習の是非，③英語学習の方法，について質問した。

主要な結果の一部について述べると，児童については，外国人と友達になったり，

英語で会話をするといった，海外の人とのコミュニケーションを求めており，授業方

法としては，コンピュータ等の機器を使い，ゲームをすることが好まれていた。保護

者については，小学校英語に興味はあるものの，実際に学校でどのようなことがなさ

れているか知らない保護者が多く，小学校で英語学習はすべきという好意的意見が多

く，学習内容としては，楽しく遊んで好きになり，会話に慣れることを望んでいる保

護者が多いことなどが明らかになった。

これらの結果は，次の小学校英語教育のための教材開発にあたっての基礎的データ

として参考とした。
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日本と韓国における小学校英語教育

金巣淑

（兵庫教育大学学校教育研究センター外国人研究員）

I．全体像

1．日的

1）小学校英語教育の目標（Goal）

国際化し，兢争が激化している昨今の

世界にあって，日本でも，韓国でも，他

の人々と仲良く暮らし，生き残ることを

教えることが緊急の課題となっている。

また，小学校における英語教育の最終目

標を国際理解であるとしている。さらに，

両国は，小学生が適切な判断もなく英語

圏社会の文化を享受し，自国の文化への

称賛を失うことのないように，国民とし

ての自覚（ナショナル・アイデンティテ

ィ）を育成することに注意を払うことも

留意している。

2）具体的な目的（Pur匹）

第一の目的は，英語への興味を強め，

英語学習への意欲を高めるという情緒的

な側面である。第二の目的は，基本的な

コミュニケーション能力の育成である。

小学校での英語教育は，中学校と高等学

校における長期にわたる英語教育の始ま

りなので，言語スキルを育成するよりも，

英語への肯定的な態度を育成することの

方が重要である。

2．特徴

1）会話昔話スキルの優先

コミュニケーション能力，特に口頭で

のコミュニケーション能力が優先され

る。日本の文部科学省（2（カ1）によれ

ば，もし小学生が話し言葉と文字（書

き言葉）の使用を要求されたら，英語

学習を嫌いになるだろうという。

「English TimeJ　「Kids Crown」

「I。飽血喝WorldJ「OneWodd」といっ

た日本におけるほとんどの児童用英語

学習教材で，文字は，キーとなる表現

の提示に用いられてはいるものの，聞

き取りと発話に焦点が置かれている。

韓国でも，会話スキルが優先されてい

る。3年生は聞き取りと発話のみ学習

し，3年生の教科書には，単元の表膚

以外にはまったく文字が書かれていな

い。上級生は，書き言葉スキルを学習

する。4年生で読みが，5年生で書字

が導入されるが，会話スキル教育は6

年生まで重視され続ける。

2）児童のニーズと興味の重視

構成主義の考えによれば，児童は英

語学習の中心におかれる。すなわち，

児童のニーズと興味に合った英語教育

が推奨される。日本では，文科省（MEXT，

2（船1）が，中学校へトピックを一挙に

導入することは避けるべきで，生徒は

英語学習におもしろさを感じるべきで

あると述べて，包括的に，この点を指

摘している。韓国文部省（Ministry of
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Developme鴫1努7）は，同様の考えをよ

り具体的に提示している。すなわち，生

徒の日常生活に見かけられ，生徒の興味

や認知的な特徴に一致した，トピック，

文化的側面，表現および語彙を選択し，

扱うことを推奨している。

3）活動の重視

英語の授業では，生徒はじっと座って

先生の文法説明を聞いたり，機械的にド

リルをすることを期待してはいない。小

学校の児童は，注意の持続が短く，長時

間じっと座ったり，機械的にドリルをす

ることができない。また，彼らはピアジ

ェのいう形式的操作期に達していないの

で，文法説明で使用される抽象的な用語

や概念を使うことが困難であろう。むし

ろ，彼らは元気いっぱいで，動き回るこ

とを好み，感覚器官を使った経験を通し

て学ぶことを得意とする。こうした性質

ゆえに，児童は，歌，チャント，ゲーム，

クイズ，劇，および視聴覚教材を見ると

いった活動で意欲的になる。

Ⅱ．個別の側面

1．塊状

日本では，小学校レベルでの英語は，

特別な学校ではずいぶん昔から教えられ

てきたが，一般には，2（わ2年に総合的学

習の時間の一部に導入された。2彿2年度

には，60％以上の小学校で英語授業が提

供され，これらのうちのかなりの学校

（63％）では年間，1－11時間が英語の

授業にあてがわれたことが報告されて

いる（松川，2∝B）。

韓国では，小学校英語は1努7年に

正課として始まった。そのため，すべ

ての児童は，年間により長い時間英語

を学習する。1997年以前，すなわち1992

年から1996年には，英語は自由裁量

の活動として提供され，学校は，r英語，

漢字，コンピュータから一つを選択す

るようになっていた。1娼2年から1！粉1

年には，英語は課外活動として教えら

れた。したがって，韓国の小学校では

英語が導入されて20年以上が経過し

ているといえよう。

2．学習内容と活動のタイプ

日本では，英語活動に含まれる内容

は決まっていない。「小学校英語活動

のための実践手引き」にガイドライン

が示されているが，教師はガイドライ

ンを実践し，何をどのように教えるか

を工夫することが要求される。そのた

め，教師は，初めて英語に接する生徒

が何に興味を持ち，英語を使って何を

することを期待しているかを知らねば

ならない。教師はまた，，生徒の期待に

沿った学習活動を開発し，生徒の参加

を促進しなければならない。

韓国では，国定カリキュラムに学習

内容と学習活動のガイドラインが示さ

れている。この点では，韓国と日本の

状況は大差ない。しかし，そのガイド

ラインはより具体的で，内容と方法が

－　72　－



明確に決められている。たとえば，基本

単語や有用な表現のリストが用意され，

一文に使用できる単語の数（最大値）も

決められている。ガイドラインを実践に

移すことの責任は教師にはない。教科書・

教材は，出版社か韓国文部省によって，

ガイドライン通りに作成され，教師は，

与えられた教科書・教材に従えばよい。

特に教師用の手引きは，内容，活動，お

よび手続きが詳細に記載されている。韓

国語と英語による教師の発言さえ手引き

に記載されているが，もし教師が欲すれ

ば，内容や活動を適切に変えることもで

きる。

3．教科書・教材

日本の多くの小学校では，特別の教科

書は使わず，教師が作成した学習指導計

画によっているように見受けられる。し

かし，いくつかの市販の英語学習教材が

ある。前述した「English TimeJ「Kids

CrownJ「LeamingWoddJ rOneWorld」に

は，共通した特徴が見られる。すなわち，

1）テープやCDを聞く，歌う，ゲームを

するといった活動に基づく，2）会話スキ

ルを重視しているが，最初からいくつか

の文字を提示する。「Kids Crown」には，

独特な領域を学習するセクションがある

ことは，特筆すべきである。アイデンテ

ィティの感覚を育成しようとしているよ

うに思える。

韓国では，1997年から2∝氾年の間に，

16の教科書・教材（生徒用教科書，教師

用手引き，およびビデオ）が出版社に

よって作成され，韓国文部省に認可さ

れ，使用された。しかし，2∝）1年から，

ただ一種類の教科書・教材（生徒用教

科書，教師用手引き，CD－ROM）が韓

国文部省によって開発され，全国の小

学校で使用されてきた。次の表に現在

使用されている教科書・教材の内容を

示す。

Fiq．1．3年生と4年生の教科書の単元檀成

見る・聞く　見る・聞く　象る・話す　廓lをしよう
聞く・繰り彙聞く・繰りi歌おう　　　ふリかえり
遊ぼう（1）チャント　読もう（4年）

Fig．2．5年生の教科書の単元構成

見る・．蘭く　見る・話す　線もう　　劇をしよう／
聞く・繰り彙聞く・繰りヨ書こう　　　活動
遊ぼう（1）チャント／轍ばう（3）ふりかえり

糖ぽう（71

F也．3．6年生の教科書の単元構成

胃．る・聞く　胃．る・話す　チャント／紬Iをしよう／
聞く・繰り彙蘭く・繰り彙書こう　　　活動
遊ぼう（り　読もう　　遊ぼう（3）．ふりかえり

4．時間部

日本では，新指導要領において，生

徒の発達段階と学習活動特性の両者の

査定に基づいて，各学習単元の時間割

に大幅な自由度が許されている。「総

合的な学習の時間」も例外ではなく，

柔軟に設定されるようである。文科省

指定校での実験結果では，ほとんどの

レッスンは，1単元を45分に割り当て

ている。しかし，5分とか，20－25分

と言った短時間の活動例や，90分とか
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半日，さらには一日といった長時間の活

動例もあった。

韓国では，時間割はもっと固定的であ

る。1労7年から2仰0年には，英語は，＿1

週間に2回教えられた。3年生から6年

生には，毎週，40分の英語授業を2回行

った。第7回の国定カリキュラムが実施

されてから，3年生と4年生は1週間に1

度，5年生と6年生は1週間に2度，英

語を教えられている。ただし，能力別英

語クラスに限り，部分的な自由裁量が許

されている。こうしたクラスの運営に関

しては，いつ，どのくらい頻繁に上級グ

ループと補習グループに分けるか，どの

くらいの時間を能力別クラスの活動にあ

てるかの決定は，教師にまかされている。

5．英語教師

日本での授業形

式は，教授者の観

点から，二つのタ

イプに分類できる。

日本人教師と外国

人教師が，あるい

は日本人の教師同

士が一緒に教える

チーム・ティーチ

ング，および日本

学級担任＋英語教師，および学級担任

＋学級担任である。これらの正規の教

師に加えて，英語の得意な日本人や海

外経験のある日本人，あるいは学校の

区域に住んでいる外国人や大学の留学

生が協力することもある。

韓国では，ほとんどすべての小学校

英語授業は，学級担任か，英語専任教

師によって行われる。韓国の英語専任

教師は，担任を持たず，複数のクラス

に英語のみ教える。韓国文部省は，ネ

イティブの教師を招碑する代わりに，

有能な小学校英語教員を養成する目的

で，国立大学と県および市の教育委員

会に，教員養成および現職教員研修の

プログラムの提供を依頼した。次の

Tablel　とTable2は，教員養成と現職

教員研修プログラムの例である。

TabIel教員養成プログラム
年

即

3

2

2

2

2

2

2

3

2

2

2

Z

」　．－．

一般英語
会脚
会話胆
英語学級経営
生活英語㈱
生活英語㈲
英作文
教育方法
英語言語学
米英文学
英語文法
英語教育理論

3

の教師が一人で教えるシングル・ティー

チングである。チーム・ティ

ーチングの典型的な組み合わ

せは，学級担任＋AIJ，学級

担任＋日本人英語教師＋AIJ，

TableZ現職教員研修プログラム
．「．＿＿．7　　　　　　　　　　＿■′ヽノ．7　L．＝；

未イティプ・スピーカー　　56時間
柱国人の婁語教育毒門寺　　　20時間

小学校教師　　　　　10時間
〟．7　L71ノ－41－　　　　　　　A瞳隕

苓会話
教育方法

モデルクラス
輪別強姦

A皇⊥
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Ⅲ．考察

1．日本から韓国への提青

1）時間割の柔軟性

日本では，時間割の柔軟性が許され，

さまざまなモデルが試行されている。一

方，韓国では，時間割はほとんど固定さ

れている。．固定的な時間割は，教師をマ

ンネリズムに陥らせ，生徒を退屈させる

可能性がある。この意味で，長時廟の活

動も短時間の活動もどちらもある日本の

モデルは，積極的に試されるべきだろう。

5年生と6年生にはビデオレターを作

成しての国際交流といった長時間の活動

が適切なモデルとなるかもしれない。現

行の全体の枠組みは維持しながら，1学

期に一，二度，この種の活動を挿入する

ことで，教師はマンネリズムを脱し，英

語でコミュニケーションするための，意

味のある，現実的な状況を生徒に提供で

きるだろう。短時間の活動は，より低い

学年の生徒に適していると考えられる。

韓国における現行の第7次カリキュラ

ムは，1年生と　2年生に学校での英語学

習を要求していない。しかし，低学年で

の英語の導入教育が議論されてもよかろ

う。1年生や2年生に英語を教える場合

には，短時間モジュールのような短時間

の活動の適用が積極的に考慮されるべき

であろう。

2）地域ボランティアの導入

日本では，いくつかの地域で，地域の

人材をうまく活用している。たとえば，

小学校が父母やそゐ地域在住の外国人に，
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学校訪問と授業活動への参加を要請す

る。この方法での地域の人材の協力要

請は，次の二つの意味で意義深い。1）地

方の特色を活用する，2）学校の活動を

地域に公開す－る。韓国では，地域のボ

ランティアに授業に参加してもらうよ

うなケースはあまり報告されていない。

しかし，韓国の現状をみると，地域の

ボランティアは，積極的に働いてくれ

ると思われる。

さらに，上記の2つの効果に加えて，

付加的な利点が期待される。すなわち，

地域のボランティアは，能力別クラス

の運営を手伝ってくれるかもしれない。

最近は，ほとんどの教師が，能力別ク

ラズの運営にてこずっている。その主

な理由は，一人の学級担任が，上級グ

ループと補習グループの両方をコント

ロールしなければならないからである。

もし，地域のボランティアが，一方の

グループを世話してくれたら，教師は，

もう一方のグループに専念できる。

3）教科書・教材開発の地方化

韓国の全国の小学生は，韓国文部省

が作成した，ただ一種類の英語教科書

を使っている。その結果，授業に変化

を持たせようと努力をしている教師も

少しはいるが，韓国の小学校英語教育

は単一化，標準化の傾向がある。現代

社会が個性化と多様化を重視している

ことに鑑みれば，この状況は改善する

必要があると思われる。これゆえに，

次期カリキュラムでは，多様な教科書



の開発が期待されている。しかしながら，

今すぐにでもこの状況は改善しうるだろ

う。各県および市町村の教育委員会は，

「Kids Crown」の地域学習のような地方

の特色に焦点を当てた自己補充型の教材

を開発し配布できるだろう。生徒は，自

分たちの地域について英語で学ぶ機会を

得て，アイデンティティの感覚を強める

かもしれない。この種の地域型の教材は，

生徒が自国の文化に興味と誇りを持つこ

とを支援するという，小学校英語教育の

目標の一つを達成するのに役立っだろう。

2．韓国から日本への提言

1）教科としての英語

日本では，約60％の小学校で英語を教

え，残りは教えていない。この状況には

二つの問題点がある。1）生徒に平等な教

育機会が与えられていない，2）中学校入

学時に，生徒の英語のレベルに差が出る

可能性がある。

英語を教科として教え，すべての生徒

に英語を学ぶ機会を与えるという示唆は，

慎重に行わなければならない。英語を総

合学習として学ぶか，教科として学ぶか

を検討する場合に，次の三つの場合を考

慮に入れなければならない。第一に，生

徒の英語学習への態度が考えられるだろ

う。兵庫教育大学の学校教育研究センタ

ーでは，2∝B年7月に附属学校で調査を

行った。2年生から6年生までの411人

中，346名（84％）が学校での英語学習

が好きだと答え，318人の保護者の75％

が小学校での英語教育に興味があると

答えていた。この調査はたったの一校

でなされたので，日本の小学生と保護

者の意見を代表しているとみなすこと

はできない。しかし，この結果から慎

重な推論を導くことはできるだろう。

第二に，他国における一般的な傾向

も考慮する必要がある。バングラデシ

ュ，ミャンマー，香港，中国，フィリ

ピン，マレーシア，シンガポール，ネ

パール，イラク，タイ，そして北朝鮮

といった多くのアジア諸国で，英語は

小学生レベルで教えられている。多く

のアフリカ諸国，ヨーロッパ諸国も例

外ではない（k，2∝）2）。

第三に，韓国の例が参照される。韓

国では，小学校での英語教育の実施に

関して熱い議論が交わされ，結論を出

すのが難しかった。しかし，英語の能

力を持った人材に対する社会的ニーズ

が緊急の課膚となり，1997年に政府が，

小学校での教科として英語を教えると

いう英断を下した。現在8年が経過し，

小学校英語はある程度定着したと言え

るだろう。

2）集中的な教師教育プログラム

韓国で小学校英語を始めるときの最

も深刻な問題は，質のよい教師の不足

であった。この問題を解決するために，

韓国文部省は，11の国立教育大学と＿16

の県および市の教育委員会に，教員轟

成と現職教員研修プログラムをそれぞ

れ開発するように奨励した。11の国立
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教育大学は，小学校英語教育のプログラ

ムを開発し，このプログラムに20単位を

割り当てた。プログラムの細かい部分で

は異なっていたが，実践的アプローチを

とるということは共通で，言語能力を育

成し，教師としてのスキルを身につけ，

教材開発と適用のアイデアを得るための

コースを教師志望の学生に擦供する，と

いう目的はすべてが備えていた。

教員養成プログラムと同時に，現職教

員研修プログラムも大規模かつ集中的に

実施された。ほとんどすべての小学校教

員が，120時間または2∠伯時間の英語教

育の研修プログラムを受講した（詳細は，

村上ほか，2∝Bを参照）。研修プログラム

は，実践的にデザインされ，言語能力の

育成が最優先された。この二つのタイプ

のプログラムが，小学校英語教育の定着

に非常に貢献したということは否定でき

ないだろう。

教師開発に関して，日本の文科省は，

英語の能力を備えた日本人の育成という

包括的アクションプランのもと，英語教

師の教育能力改善のための明確な枠組み

を準備している（www．mext．gojp）。加え

て，小学校での英語授業の質を高めるた

めに，小学校教師のための，集中的かつ

大規模な教師研修プログラムの提供が慎

重に検討されている。

3）教材のコンピュータ化

前述の附属小学校の調査で，63％の児

童が，コンピュータを使って英語を学び

たいと答え，ビデオ，カセットテープ，

CD，印刷物，黒板，フラッシュカー

ドと‾いった学習教材よりも，コンピュ

ータのほうが好きだと回答していた。

しかし，インターネットにはあまり関

心がなく，インターネットを使って英

語を学びたいと答えた児童は47％にと

どまっていた。この結果は，少数の被

験者から待たれたものであるが，コン

ピュータ上でCD－ROMを利用すれば，

興味を喚起し，動機を高めることがで

きることを示唆している。

韓国では，2（刀1年から，教科書・教

材に含まれるものとして開発されたマ

ルチメディアCD－ROMが小学校英語

の授業で使われ，教師にも生徒にも，

他の視聴覚機器より好まれている。

アニメーション，グラフィック提示，

動画，および音響効果を備えたマルチ

メディア機能は，生徒の興味を刺激し，

注意を引きつけるように思われる。そ

のコントロール機能は，言語学習の基

本である繰り返し練習を促進する。日

本では，子どもの英語学習のためのた

くさんの種類のマルチメディアCD－

ROMが開発されているが，主として

家庭学習用のように思われる。調査結

果と韓国での状況から，今こそ授業で

使用する観点からコンピュータ化した

教材を開発し，それらを授業活動に統

合することが必要であると考えられる。
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研究2　附属学校における英語教育に対する児童および

保護者の態度に関する調査研究

調査l：児童の態度に関する調査

調査の目的

兵庫教育大学附属小学校の児童の英語の授業に対する態度を調査し，今後の授業を進

めるうえでの参考資料とする。

調査方法

鯛査対象者：兵庫教育大学附属小学校2年生－6年生児童。調査に参加した児童の数

（回収された質問紙の数）は表1－1の通り。

蓑ト1調香に参加した児音の数

盤
畢
如
欄
姐

年　　4年　　　5年年　6年年　合音

43　　　　40　　　　26　　　　43　　197

34　　　　41　　　54　　　　48　　220

1　　　　0　　　　　0　　　　　0　　　2

45　43　1

質問紙：質問紙は，3つのパートからなっていた。Pa虞1は，英語文化，英語学習へ

の態度と経験に関すること，Pa止2は，英語学習の結果できるようになりたいこと，Pa鵬3

は，学習方法に関する態度を問うものであった。なお，P∬tlは「はい」または「いい

え」の2件法，Pa止2とPa丘3は，「はい」「いいえ」に「どちらでもない」を加えた3

件法で回答するようになっていた。個々の質問項目については，結果を参照のこと。

調査時期：2㈲3年7月中旬。

調査手続：学級単位で，担任教師の教示のもとに行われた。2年生に関しては，担任

が質問項目を読み上げて，質問の意味内容を説明しながら回答させた。
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調査結果

Partl英語文化，英語学習への態度と経験

各質問について，「はい」および「いいえ」と回答した児童の数とその割合を学年ご

とに求めた。質問項目は，次の3項目であった。（これらに対する「はい」と▼「いいえ」

の学年ごとの反応数は，付表ト1－ljとして巻末に掲載した。）

Ql英語を話している国の人々／文化がすきですか

Q2学校で英語を勉強するのはすきですか

（p人々が英語を話している国に住んでいたことがありますか。

まず，全体の傾向をみるために，各質問に「はい」および「いいえ」と回答した児童

の割合を図ト1に示した。この図に示されているように，8割以上（約84％）の児童が

「英語の学習を好き」だと答えていた。また，「英語を話している国の人々／文化が好

き」と答えた児童は7割近かった（約67％）。「英語を話している国に住んでいたことが

ある」児童は，約8％と，少なかった。

ql英凄文化が好き

qZ異種学習が好き

q3英語圏の国に在住

0％　　　　20，6　　　　40％　　　　6096　　　　80％　　　100％

図1－1英語文化，英語学習への態度と経験に関する各項目への反応の割合

次に，これらの項目について，学年間で反応の割合に偏りが見られるかをカイ二乗検

定で検討したところ，Q2にのみ有意差が見られた（x2（叫＝19．62，pく01）。学年ごとの反

応数の割合を図ト2に示す。この図に示されているように，2年－3年で，英語の授業が

好きと答えたものが多く，5年生で最も少なくなっていた。
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6年

5年

慧嘩

3年

2年

0％　　　　20，6　　　　40％　　　　60％

劃会

80，6　　　10095

図1－2「q2学校で英語を勉強するのはすきですか」への学年別の

．反応割合

Part2英語を使ってしたいこと。

hrt2および伽3に含まれる質問項目については，集計の便宜上，「はい」を1点，

「どちらでもない」を0点，「いいえ」を－1点に得点化した。

質問項目は，次の15項目であった。（これらに対する各学年の得点の平均値と全体の

平均値は，付表14として巻末に掲載した。）

01．英語であいさつする

q5．英語で自分のことを話す

（渉．英語で家族のことを話す

（p．英語でしゆみ／好きなことについて話す

世．英語で電話をかける／英語の電話に出る

（p．英語のテレビ／えいがを見る

QlO．外国人と友達になる

Qll．海外旅行をする

q12．英語で書いてある新聞／本／雑誌／まんがを読む

q13．インターネットをつかう‘

Q14．英語でEメール／手紙／カードをおくる

Q15．英語で道あんないをする

Q16．英語の歌をうたう

Q17．留学する

Q18．外国人の家庭にホームステイする
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全体の傾向を見るために，全体の平均値の高い項目順に並べたものを次ページの図ト

3に示した。

この図から，比較的得点の高い項目（上位5項目）は，「QlO．外国人と友達になる」，

「Ql．英語であいさつする」，「Qll．海外旅行をする」，「q13．インターネットをつ

かう」，「q9．英語のテレビ／えいがを見る」であった。児童は英語を使って，これらの

ことをしたいと思っているものが多い。逆に，得点の低い項目は，「Q18．外国人の家庭

にホームステイする」，「Q8．英語で電話をかける／英語の電話に出る」，「Q17．－留学す

る」，「q15．英語で道あんないをする」，「（謡．英語で家族のことを話す」であった。こ

れらの項目は，平均得点がマイナスになっており，したくないと回答したものが，した

いと回答したものより多かったことがわかる。

質
問
項
目

qlO外華人と友だ引こなる

糾英篭であいさつする

qll海外旅行をする

Q13インターネットを使う

q9裏話のテレビ／鋏握を見る

q16美音の歌をうたう

qS英繭で自分のことを話す

q7英語で趣味／…について話す

q14真電で【メール／手紙／・・・を送る

qlZ英議で書いてある新聞／本…を蔑む

q5英語で家族のことを篇す

q15英鳶で適量内塵する

q17留学する

Q8芙竜で種菌をかける／…竃】削こ出る

q18外月人の家庭にホームステイする

ー0．2　　　－0．1　　　0　　　　0．1　　　0．2　　　0．3

得点

図ト3各項目の得点の全体の平均値

次に，学年ごとの得点の平均値に差があるかどうかを，分散分析によって検討した（統

計検定の数値は省略する）。有意差が見られた項目について，学年間の違いを図ト4に示

した。その結果，いくつかのパターンがみられた。「q4．英語であいさつする」，「（コ16．英

語の歌をうたう」，「q13．インターネットをつかう」は，学年が上がるにつれて，得点

が下がっている。ただし，はじめの2項目（（割，Q16）は6年生で再上昇しているのが

特徴である。「Q12・英語で書いてある新聞／本／雑誌／まんがを読む」と「（〕17．留学
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する」は，低学年と高学年がたかく，中学年で低くなるというU字型（またはⅤ字型）

の変化曲線を描く。「（p．英語のテレビ／えいがを見る」は，Ⅴ字型に近いが，2年生が

最も低くなっている。「謡．英語で家族のことを話す」は，2年生と6年生で比較的高い

が，4年生と5年生の得点は低い。

0．8

0．6

0．4

0．2

0

－0．2

－0．4

－0．6

一一ト．－q4

－一・・・一q6

－－－q9

一一一一・・q12

日‥8一一・q13

・・4…・q16

－－－－q17

2年　　　　3年　　　　4年　　　　5年　　　　6年

学年

図14学年進行に伴う平均得点の変化（学年間に統計的有意差が見られた

項目のみ）

Part3　学習方法に関する質問

1．勉強の形態

英語を使ってしたいことに関する項目について，質問項目は，次の4項目（q19－Q22）

であった。（各学年の得点の平均値と全体の平均値は付表ト5に示した。

q19．－人で勉強するのはすきですか

qmペア（ふたり）で勉強するのはすきですか

Q21．班などの小さなグループで勉強するのはすきですか

Q22．クラスみんなで一緒に勉強するのはすきですか

全体の傾向を見るために，全体の平均値の高い項目順に並べたものを図1－5に示した。

この図から，「クラスみんなで一緒に勉強する」が最も好まれており，「ペア」や「班」

での学習がそれに次ぎ，「一人で勉強する」のは好きではない児童が多いことがわかる。
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q22クラスみんなで勉強す

る

責

賀

項

F
q20ペアで勉強する

q19－人で地建する

ー0．1　　　0　　　　0．1　　　0．2　　　0．3　　　0．4　　　0．5　　　0．6

平均鶉点

図ト5学習形態に関する各質問項目の全体の平均値

3年　　　　4年　　　　5年　　　　6年

一一一．・・・．qZO

・一一一‥qZZ

図ト6学習形態に関して，学年進行に伴う平均得点の変化

（学年間に統計的有意差が見られた項目のみ）

次に，学年ごとの得点の平均値に差があるかどうかを，分散分析によって検討した。

有意差が見られた項目について，学年間の違いを図1－6に示した。その結果，「（〕22クラ

スみんなで勉強する」という項目については，2年生－4年生の得点が高く，5－6年生

の高学年で低くなっている。「q犯ペアで勉強する」に関してもほぼ同様の傾向が見ら

れるが，3年生の得点が低くなっていた。
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2．利用機器．教材

利用機器と教材に関する項目の質問項目は次の7項目（qB－Q29）であった。（各学

年の得点の平均値と全体の平均値は付表1－6に示した。

QB．テレビ／ビデオをつかって勉強するのはすきですか

q封．インターネットをつかって勉強するのはすきですか

q5．テープ／CDをつかって勉強するのはすきですか

Q25．プリントをつかって勉強するのはすきですか

q27．黒板／ホワイトボー‘ドをつかって勉強するのはすきですか

Q28．コンピュータをつかって勉強するのはすきですか

q汐．字カード／絵カード／絵／ポスターをつかって勉強するのはすきですか

全体の傾向を見るために，全体の平均値の高い項目順に並べたものを図ト7に示した。

この図から，「コンピュータ」「テレビ／ビデオ」「字カード／絵カード／絵／ポスタ

ー」の利用が好まれており，「インターネット」がそれに次ぎ，「テープ／CD」「プリン

ト」「黒板／ホワイトボード」の利用は，上記のものに比べてあまり好まれていないこ

とがわかった。

皿

惇
E

獣

qZ8コンピュータ

q23テレビ／ビデオ

q～9字カード／絵カード／

q24インターネット

q25テープ／CD

qZ6プリント

q27黒板／ホワイトボード

0．2　　　　　　0．3　　　　　　0．4　　　　　　0．5　　　　　　0．6

得点

図ト7利用機器・教材に関する各質問項目の全体の平均値

次に，学年ごとの得点の平均値に差があるかどうかを，分散分析によって検討した。

有意差が見られた項目について，学年間の違いを図1－8に示した。その結果，「テープ／
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CD」「プリント」「黒板／ホワイトボード」の利用については，おおまかにみると，2年

生－5年生にかけて得点が下降して行き，6年生で，再び上昇する傾向がみられる。「黒

板／ホワイトボード」の利用に関しては，2年生であまり好まれておらず，3年生の方

が高くなっている。また，「テープ／CD」については，3年生であまり好まれておらず，

2年生から急激に落ち込み，4一年生で再び上昇している。

＝　qZ5

－－－・・・・・q26

“＝循一一・Q27

Z年　　　　3年　　　　4年　　　　5年　　　　5年

学年

図ト8利用機器・教材に関して，学年進行に伴う平均得点の変化

（学年間に統計的有意差が見られた項目のみ）

3．授業方法について

授業方法に関する項目は。次の5項目（Q30－q外）であった。（各学年の得点の平均

値と全体の平均値は付表ト7に示した。）

q犯先生のあとについて文をくりかえして勉強するのはすきですか

q31．歌をうたって勉強するのはすきですか

（p2．ゲームをして勉強するのはすきですか

q33．お話を聞いたり／したりして勉強するのはすきですか

q狙．聞いた通りに体を動かして勉強するのはすきですか

全体の傾向を見るために，全体の平均値の高い項目順に並べたものを図ト9に示した。

この図から，「ゲームをする」ことが特に好まれており，「聞いた通りに体を動かす」が

それに次ぎ，「お話を聞く／する」「歌をうた‘う」「先生の後に文を繰り返す」は，これ

らに比べてあまり好まれていないことがわかった。
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q34晴いた通りに体を動か

す

賃

評

項

昌

Q33おtを蘭く／する

q30先生の織に文を繰り遁

す

0　　　0．1　　0．2　　0．3　　0．4　　0．5　　0．5　　0．7　　0．8　　0．9

得点

図ト9授業方法に関する各質問項目の全体の平均値

次に，学年ごとの得点の平均値に差があるかどうかを，分散分析によって検討した。

その結果，すべての項目に有意差が見られた。学年間の違いを図ト10に示した。その結

果，ほとんどすべての項目で，2年生が最も高く，3－4年生はそれに次ぎ，5年生が最

も低く，6年生で再び上昇する傾向がみられた。「（p2ゲーム」に関しては，3年生が，

他の学年と比較すれば好まれ方が低いという結果であった。（とはいえ，3年生の中では

他のものよりは好まれている方であるが。）

1

0．8

0．6

0．4

苫0・2

0

－0．Z

－0．4

－0．6

ll◆・・lQ30

11●－q31

こ　Q3Z

・‥〇一・・Q33

日目0－・・q34

2年　　　　3年　　　　4年　　　　5年　　　　6年

学年

図1－10授業方法に関して，学年進行に伴う平均得点の変化
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4．会話と読み書きの優先順について

会話と読み書きの優先順に関する項目（Q35－（p7）について，各学年の得点の平均

値と全体の平均値を付表ト8に示した。

（p5．聞くことと話すことだけを勉強したいですか

q36．聞くことと話すことを先にして，後から読むことと書くことを勉強したいですか

Q37．聞くこと，話すこと，読むこと，書くことぜんぶをはじめから勉強したいですか

全体の傾向を見るために，全体の平均値の高い項目順に並べたものを図1－11に示した。

この図から，r会話と読み書きをはじめから勉強したい」か「話す聞くを先にして後か

ら読み書きを勉強したい」児童が多く，「聞くことと話すことだけを勉強したい」児童

は多くないことがわかった。

q37会Eと鼓み書会をはじめか

ら

賃
＿
〓
壌
R

q35聞く鴨すを先に．酸から錬
み書き

q35州くことと瞥すことだけ

4・4　　－0・3　　－0・2　　4・1得点　0　　　0・1　　0・2　　0・3

図卜11会話と読み書きの優先順に関する各質問項目の全体の平均値

次に，学年ごとの得点の平均値に差があるかどうかを，分散分析によって検討した。

その結果，すべての項目に有意差が見られた。学年間の違いを図ト12に示した。その結

果，「q37会話と読み書きをはじめから勉強したい」と「（p5聞くことと話すことだけ

を勉強したい」については学年が上がるにつれて希望する傾向が低くなっていく。しか

し，「Q36話す聞くを先にして後から読み書きを勉強したい」に関しては，3年生で低く

なるものの，他の学年では希望する傾向が学年にかかわらず比較的高いという結果であ

った。
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0．6

0．4

0．2
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2年　　　　　3年　　　　　4年　　　　　5年　　　　　6年

攣年

図1－12会話と読み書きの優先順に関して，学年進行に伴う平均得点の変化
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調査日：保護者の態度に関する調査

調査の目的

兵庫教育大学附属小学校の保護者の英語の授業に対する態度を調査し，今後の授業を

進めるうえでの参考資料とする。

調査方法

調査対象者：兵庫教育大学附属小学校2年生－6年生の保護者。調査に参加した保護

者の数（回収された質問紙の数）は表2－1の通り。なお，兄弟姉妹が附属学校に同時に

在籍している場合があるので，それを両方数えた場合の延べ人数と，便宜的に上級生の

方で数えた場合の数を示した。

6年　　合言1

57　　　339

建

8

1

釦

69

学年　　　　1年

延べ人数　　　8
Lセn溢ノら＝　　　　　　　′ヽ

次に，複数の学年にわたる保護者を上級学年でみたときの，回答者の性別と年齢は，

表2－2の通りであった。

禦
2＿2調査に参加した保護者の性別．年齢（かっこ

学年　　　　　2年

母親　　　　　53

（84．1）

父親　　　　　9

（14．3）

それ以外・　1

不明　　　　　（1．6）

平：蜘年齢　　　37＿5

3年　　　4年　　　5

男
如
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1（
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刃
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．
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（

）

　

　

　

　

　

　

　

）

1

　

　

　

　

3

）q
ノ

7
0
組

2

　

（

）8

制
脇
4

44　　　　70

（80．0）（87．5）

10　　　　　9

（18．2）（11．3）

1　　　　1

（1．8）　（1．3）

注）平均年齢については，学年および年齢が明記されていた3∝）名を

対象として算出した。

質問紙：質問紙は，4つのパートからなっていた。Paれ1は，回答者の属性（性別，

年齢，子どもの学年）に関すること，Pa止2は，英語教育への興味関心に関する質問，Pa止

3は，小学校での英語学習の是非に関する質問，Pa鵬4は，学習方法に関する態度を問

うものであった。なお，P鵬1のQlとQ2は4件法，（p一徳は「はい」または「いい

え」の2件法，Pa止2－Pa鵬4は，「全然そう思わない」から「非常にそう思う」までの5

件法で回答するようになっていた。個々の質問項目については，結果を参照のこと。
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調査時期：2（カ3年7月中旬。

調査手続：児童に持ち帰らせて，家庭で回答してもらい，各学級担任に提出するとい

う留置法で行われた。

調査結果

Part2英語文化　英語学習への態度と経験

各質問について，それぞれの回答をした保護者の数とその割合を求めた。質問項目は，

次の6項目であった。

Qlあなたのお子さんが小学校で受けている英語教育では，どのようなことが教えら

れているかご存じですか。

Q2あなたのお子さんが小学校で受けている英語教育に興味がありますか。

（p中国や韓国では，小学校から英語が正式な教科として教えられていますが，ご

存じですか。

Qlあなたのお子さんは，英語を習いに行っていますか。

Q5通信教育や家庭教師などで家庭での英轟学習をしていますか。

（謡テレビの子どものための英語教育番組をお子さんに見せていますか。

附属学校での英語教育への興味関心を示す質問，qlとq2の結果を図2－1，2－2に示

した。図2－1から，「よく知っている」と答えた保護者は1．9％と非常に少なく，「だいた

いは知っている」（34．8％）と合わせても，4割弱にとどまっている。「あまり知らない」

と回答した保護者が最も多く（55．2％），全く知らない（8．2％）と合わせると，6割以上

になる。

図2－2から，「非常に興味がある」（16．3％），「かなり興味がある」（59．2％）をあわせ

ると，75％以上の保護者が小学校で受けている英語授業に興味を持っていることがわか

る。ただし，そう多くはないが，「あまり興味はない」‘仕2．9％）と回とした者もいた。「全

く興味はない」という回答は無かった。

これらの結果から，附属小学校の英語教育に興味はあるのだが，実際にどのような教

育がなされているかについてはあまり知らない保護者が多いという実態が明らかになっ

た。
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小学校での茶箱教育内容を知っているか

■よく知っている

ロだいたいは知っている

ロあまり知らない

ロ全く知らない

図2－1小学校での英語教育の内容を知っているか

小学校での異覆轍雷に興味があるか

細非常に興味がある

のかなり興味がある

ロあまり興味はない

ロ全く興味はない

ロ不隕

図2－2小学校での英語教育に興味があるか

次に，q3－謡の質問については，各質問項目の平均得点を図2－3に示した。この図

から，中国や韓国で小学校英語が正式な教科として教えられていることについては，知

っている人と知らない人がほぼ半々である。学習塾などへ英語を習いに行かせている者

は3割程度（32．0％），テレビの英語番組を見せている者は1／4程度（24．1％）と，比較

的少なかった。通信教育や家庭教師で英語学習をしている者は6％と，ほとんどいなか

った。これらの結果から，小学校における英語教育に興味はあるものの，家庭での実際

の対応を行っているような保護者はさほど多くない現状のようである。
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0％　　　20％　　　40％　　　50％　　　80％　　100％

q3中国韓国の小学校英語
教育

qS通佃教育・家庭救飾

q5テレビの英語教育番組

図2－3小学生の英語学習に対する知識，及び実際にしていること

Part3英語学習の是非

小学校における英語学習の是非を問う質問（Q7－Q12）に関しては，「全然そう思わ

ない」を1点，「非常にそう思う」を5点とするように，5段階の回答を点数化した。質

問項目は，次の6項目であった。

Q7言葉の習得が早い小学生のうちから英語を学習するのがよい

q8英語の学習は，中学生になってからでも十分間に合う

（pこれからの社会では英語は必要なので，小学生のうちから始めるほうがよい

QlO小学生のうちは日本語の習得の方が重要なので，小学校では英語は学習しなく

てもよい

Qll英語は受験にも必要なので，小学校でも学習する方が．よい

Q12他の学習の負担になるので，小学校では英語を学習しなくてもよい

この得点に基づいた各質問項目の平均得点を高い順に示したのが図24である。この

図に示されているように，小学校での英語学習については，好意的な回答が多いようで

ある。その理由として，「言葉の習得が早い小学校のうちから（Q7）」，「これからの社会

では英語は重要なので（Q9）」といったことが高得点になっている。これらの平均値は，

「かなりそう思う」の4点を超えている。逆に，「中学校になってからでも十分間に合

う（（謡）」，「小学校では日本語の習得の方が重要なので（qlO）」，「他の学習の負担にな

るので（Q12）」といった理由での反対は，少なかった。これらの項目の平均値は，「あ
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まりそうは思わない」の2点前後であった。

小学校での英語学習の是非

Z

q7言葉の音得は早いほうがよいので

賛成

qpこれからの社会に必要だから賛成

qll受験にも必要だから賛成

q8英！割ま中学校からで間に合うので

反対

qlO日本語の習得が優先するので反

対

q12他の学習の負担になるので反対

図2－4小学校での英語学習の是非に関する質問項目の平均得点

Pa止4英語学習の方法

ここでは，小学校における英語学習の方法について，保護者がどう考えているかを利

いた。質問項目は，次の16項目であった。

Q13正式な教科として教えるべきだ

Q14総合学習などの一環として教えるべきだ

Q15英語クラブなど課外活動の一環として怒えるべきだ

Q16英会話を重視するとよい

Q17外国人との交流を重視するとよい

Q18発音の指導を重視するとよい

Q19英語の読み書きを重視するとよい

Q20英語の単語を覚えることを重視するとよい

Q21英語の文法を重視するとよい

Q22楽しく遊んで，英語を好きになることを重視するとよい

Q23中学校で習う英語の基礎を習得することを重視するとよい

qa英語に特有の発音やリズムなどに慣れることを重視するとよい

Q25英語を通して，海外の異文化に触れることを重視するとよい
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q26インターネットなどで英語を読めるようになることを重視するとよい

q㌘CDやインターネットなど，興味をひく教材の活用をするとよい

Q3小学校の英語教育では，英語を母国語とする補助教員（AIJ）がぜひ必要であ

る

小学校での英語の学習法に関する質問項目については，伽3　と同様に，「全然そう思

わない」を1点，「非常にそう思う」を5点とするように，5段階の回答を点数化した。

この得点に基づいた各質問項目の平均得点を高い順に示したのが図2－4である。

この図に示されているように，平均得点が「かなりそう思う」の4点を超えているの

は，「Q22楽しく遊んで，英語を好きになることを重視するとよい」，「Q封英語特有の

発音やリズムに慣れることを重視するとよい」「Q盟小学校の英語教育では，英語を母

国語とする補助教員（AIJ）がぜひ必要である」rq17外国人との交流を重視するとよ

い」「Q16英会話を重視するとよい」である。さらに，「q5英語を通して，．海外の異

文化に触れることを重視するとよい」「q18発音の指導を重視するとよい」がこれらに

続く。逆に，平均点の低かったものとしては，「q21英語の文法を重視するとよい」「Q15

英語クラブなど課外活動の一環として教えるべきだ」「Q加インターネットなどで英語

を読めるようiこなることを重視するとよい」「Q19英語の読み書きを重視するとよい」

「Q20英語の単語を覚えることを重視するとよい」が下位5項目である。これらの結果

から，文法や読み書きを中心とした受験用の英語ではなく，実際に海外で使われている

ネイティブの英語を，会話を中心に，楽しく学ぶことが多くの保護者から求められてい

るといってよかろう。
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英語学習の方法

3

q22楽しく遊んで好きになること

q24発音やリズムに慣れること

q28ネイティブのALTが必要

Ql‾7外国人との交流を重視

q16会盲を重視

q25異文化に触れることを重視

q18発音の指導を意視

q13教科として教えるべき

q27興味をひく教材の活用

q14総合学習の一環として教える

qZ3中学校での基礎を習得

q20美単盲の記憶を霊視

q19読み書きを重視

Q26インターネットで実篤を読む

Q15練外活動の一環として教える

qZl文法を重視

図2－5小学校での英語の学習法法に関する保護者の意見を問う質問項目の平均得点
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付表

付表日「英語を話している国の人々／文化がすきですか」

に対する反応数（かっこ内は％）

学年　　2年

はい　　　63

（75）

いいえ　　21

（25）

A乱　　　　　00

50　　　　55　　　　49

（65）－　（69）　（62）

27　　　　25　　　　30

（35）　81）　（38）

58　　　275

（65）　（67）

31　　134

（35）　（33）

付表ト2「学校で英語を勉強するのはすきですか」

た対する反応数（かっこ内は％）

年　　　3年　　4年　　5年生　6年生　全1

はい　　　78　　　　70　　　69　　　57

（93）　（92）　（85）　（71）

いいえ　　6　　　　6　　　12　　　23

（7）　（8）　（15）　（29）

A舌⊥　　　　　0（1　　　　　ワ∠　　　　　01　　　　　0∩

72　　　346

（80）　（糾）

18　　　　65

（20）　（16）

付表ト3「人々が英語を話している国に住んでいたことが

ありますかlに対する反応数（かっこ内は％）

学年　　2年

はい　　　11

（13）

いいえ　　72

（87）

ノゝ至上　　　　　　0つ

8　　　　4　　　　5

（10）　（5）　（6）

69　　　　77　　　　74

（90）　（95）　（94）

77　　　　81　　　79

4　　　　32

（5）　（8）

85　　　377

（85）　（92）
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ざれの学年ごとの平均値ト4：英語を使ってしたいこ

甘問工良目

Q4．英語であいさつする

q5．英語で自分のことを話す

Q6．英語で家族のことを話す

Q7．英語でしゆみ／好きなことについて話す

Q＆英語で電話をかける／英語の電話に出る

q9．英語のテレビ／えいがを見る

qlO．外国人と友達になる

qll．海外旅行をする

q12．英語で書いてある新聞／本／雑誌／まんがを読む

Q13．インターネットをつかう

q14．英語でEメール／手紙／カードをおくる

q15．英語で道あんないをする

q16．英語の歌をうたう

Q17．留学する

018．外国人の家庭にホームステイする

1－5　英語を使ってしたいこ

．58　．53　．32　．21．47－．25

．24　．37　．05　．13．37－．16

－．08　．19－．26－．18　．03一．15

．31．19　．01．25　．41＿．09

－．12－．03－．16－．18－．31－．06

．51．04　．25　．43．47　．05

・47・54・43．・39・44・16

．38．45．3　．55．36．24

．38－．03－．14－．11．15　．24

．62　．36　．46　．25　．20　．29

．18　．39－．01．20　．05　．35

．01＿．06－．23　．00＿．15　．36

．59　．29　．19－．16．47　．40

．13－．12－．42－．14－．23　．43

－．25－．13－．38－．10－．38　．47

それぞれの学年ごとの平均値

2年　3年　4年　5年　6年　′全体

－．07●．18－．15＿．19＿．08＿．03

．51．26　．51．19．31．36

．47　．38　．55　．21．42　．41

．71．66　．65　．30．36　．54

甘問工白目

Q19．－人で勉強するのはすきですか

q犯．ペア（ふたり）で勉強するのはすきですか

Q21．班などの小さなグループで勉強するのはすきですか

022．クラスみんなで一緒に勉強するのはすきですか
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ざれの学年ごとの平均値

2年　3年　4年　5年　6年　合体

．63．58．49．50．69．60

．59．42．51．34．52．47

．75．24．41．05．35．37

．55．46．39－．11．26．31

．35．55．24－．03．24．31

．60．51．65．58．67．63

．79．63．55　．40．42．57

1＿6　利用機暑呂

l；∃＝ロ】瑚口

qB．テレビ／ビデオをつかって勉強するのはすきですか

Qか．インターネットをつかって勉強するのはすきですか

q5．テープ／CDをつかって勉強するのはすきですか

q訪．プリントをつかって勉強するのはすきですか

q打．黒板／ホワイトボードをつかって勉強するのは…

q班．コシビュータをつかって勉強するのはすきですか

029．字カード／絵カード／絵／ポスターをつかって・・

注：質問内容を一部ト」で省略した。省略部分は，他の項目と同様の聞き方である。

ざれの学年ごとの平均値

蓉亘lロ】一‘只⊂コ

q弧先生のあとについて文をくりかえして勉強する…

q31．歌をうたって勉強するのはすきですか

Q32．ゲームをして勉強するのはすきですか

．67．32．38一．05．23．31

．74．45．44－．38．43．35

．93　．72　．9　．81．86　．85

q刃．お話を聞いたり／したりして勉強するのはすきですか　．68．50．39－．03．28．36

034．聞いた通りに体を動かして勉強するのはすきですか　　．60．53．47．16．53．46

注‥質問内容を一部「〕」で省略した。省略部分は，他の項目と同様の聞き方である。

それぞれの学年ごとの平均値

≧年　3年　4年・5年　6年　全備

．11－．42－．34－．48－．57－．33

．40－．03．30．06．11．18

付表1渇　会話と読み書きの優先順に関する質問項巨

百聞工百日

Q35．聞くことと話すことだけを勉強したいですか

q妬．聞くことと話すことを先にして，後から読むことと

書くことを勉強したいですか

q37．聞くこと，話すこと，読むこと，書くことぜんぶを

はじめから勉強したいですか

．53．42．16－．05－．13．18
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